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    プロローグ

    


    　悪夢というのは二種類に分けられると思う。本人に夢という自覚がある悪夢と、夢の自覚がなくて本気で怯おびえる羽は目めになる夢だ。


    　幸い、俺が味わっているのは前者のほうだった。現実じゃないと俺は知っている。だから、このあとで俺が殺されるとしたって怖くもない。命を張ることが何度もあったせいか、敵に命をとられる夢はよく経験している。


    　俺と小こ手で毬まりの前にはプラモデルで売ってそうなロボットが立っている。そいつの頭身よりも長いような剣はどこに収納してたんだろう。


    　ついに夢に現れる敵も異能力者ですらなくなったってわけか。たしかに曲がりなりにも一度は最強の異能力者になった男だからな。それにぶつけられる敵が人間を超えた何かになるっていうのは妥当な線だ。


    　ロボットが剣を持ったまま動き出す。それで俺を斬り殺すんだろう。とっととやれよ。俺は充実した現実に戻ってやる。時間があればもう一眠りしてもっと楽しい夢を見るつもりなんだ。


    　ロボットが剣を振り下ろす。俺は逃げも隠れもしない。そのまま真っ二つに──


    　だが、その時、小手毬が俺の前に飛び出し、立ちふさがる。


    　小手毬の胸に斜めの深い傷が走る。


    　血が勢いよく飛び散る。


    　そのあとに、力尽きたように小手毬が背中から崩れる。


    「うああああああああああああああ！！！」


    　俺は無茶苦茶に叫んだ。小手毬が叫べない分も含めて、のどが壊れるほどに叫んだ。


    　悪夢の分け方はもっとほかにあったんだな。


    　自分が死ぬ悪夢と、ほかの誰かが死ぬ悪夢だ。


    　楽なのは断然前者だ。自分が死ねばほぼすべての夢は終わる。でも、ほかの誰かが死んでもいつ夢が終わるのかはわからない。現に俺は小手毬の死に立ちあっている。


    「おい、すぐに俺も殺せ！　俺も、俺もだ！」


    　人語を理解しているかも謎なぞなロボットに主張する。俺がいなくなれば、俺は無事に現実に帰れる。小手毬の死体なんて夢の中でだって見てたまるか！


    　なのにロボットは電池切れでも起こしましたとばかりに停止している。ぴたりと小手毬を斬った剣を振り下ろしたままの姿で。


    「ふざけんなよ！」


    　それじゃ俺はどうやって夢の外に出られるんだ！　殺せ！　殺してくれ！


    　ロボットの剣を奪おうとした。お前がやらないなら俺自身で死んでやる。けれど、ロボットの剣はまったく抜けないし、そもそもどうやって小こ手で毬まりを殺せたかもわからないほどふにゃふにゃな刃だった。


    　ダメだ。このカスな機械は用済みだ。ほかに何か俺を殺すものはと振り返って、血だまりの中の目を閉じた小手毬が視界に入る。


    「うああああああああああああああ！！！」


    　また叫んで、俺はふらふらと小手毬に近寄る。


    　泣き言を言うためじゃない。とてもじっとしていられなかった。せめて何か行動を起こすつもりだった。


    　小手毬が生き返れば悪夢は悪夢じゃなくなる。


    　血が染みた服を破り捨てて、胸に手を当てた。


    　命よ、入ってくれ。


    　生き返ってくれ。


    



    「──スター！　マスター！」


    　小手毬が俺の肩をゆすっている。


    「どうしました？　やけにうなされてましたが……」


    　パジャマ姿の小手毬。まだ薄暗い見慣れた八はち王おう子じの部屋。夢から出られたんだ。


    「小手毬、生きてるな？」


    「寝ぼけてますか、マスター？」


    「はぁはぁ……よかった……」


    　俺は手を伸ばして、布ふ団とんから体を出して、小手毬にしがみついた。子供が母親にすがるように抱きついた。それぐらい、怖かった。つかまるものがほしかった。まだ夢の中での喪失感が俺の体に残っている。


    　けれど──


    「マスター……やめてください……」


    　心はともかく、俺たちの体は大人だ。抱きつくだけで子供がやるようなものとは違う意味が加わってしまう。


    「私は煌こう霊れいですから……こういうのは……」


    「ごめん」


    　恥ずかしそうにしている小手毬から手をどけて、自分の布団にもぐりこんだ。


    　悪夢のせいでなかなか寝つけなかった。

  


  
    



    １話　時間だけが人を変える

    


    　退屈な戦闘をするのが嫌いだ。


    　もっとも、戦闘と呼んでいいのかすら疑問ではあるが。


    　音もなく忍び寄った糸が筋肉ムキムキの男を締め上げていくのを見ながら、ふと思った。


    　ムキムキってどういう語源なのだろう。


    　無機的な力強さを意味した言葉。違うな。さっぱり意味がわからん。


    　向き向き？　剝むき剝き？　「むく」という動詞との相性もいまいちいいようには思えない。


    　けど、新鮮な剝き身のエビってプリプリしてるよな。そして、そんなエビのピンク色のボディはマッチョな男の筋肉に多少近いような気もする。なにせ、どっちも肉には違いないのだから、相通ずるものがあってもおかしくはあるまい。


    　──などと益えきのないことを考えていたら、縛り上げられていたムキムキの男が「負けました……」と見た目の印象と違った高い声で、鳴いた。鳴くという言葉がぴったりだ。叫ぶというにはあまりに弱々しくて、情けなかったからだ。


    「小こ手で毬まり、離してやれ」


    「はい、マスター」


    　小手毬の袖そでに糸がしゅるしゅると戻っていく。がくりとムキムキ男が膝ひざ立だちになる。


    　試合前の自信に満ち溢あふれていた表情がなつかしくなるほどの、疲ひ弊へいしきった顔。自信奪っちまったな。


    　でも、そんな中途半端な自信なら、早いうちになくしてるほうがいいんだ。まだ、二は十た歳ち前後だろ。挫ざ折せつっていうのは人生で早く経験すればするほどいい。


    　年をとると、挫折自体を認められなくなって、無駄な足あ搔がきをする。そして、自分自身をさらに傷つけてしまう。逃げたほうがいいのに逃げなかったり、逃げてはいけないのに逃げようとしたり、間違いを犯して壊れていく。


    　俺も間違いかけたし、間違えて行き場のなくなった同業者も何人も見てきた。成功者がいるということは失敗する者もいるということなのだ。


    　地方都市の割りに大きな体育館の観客席からは盛大な拍手が起こる。関西弁の声が聞こえてきて、ああ、ここは関西圏なんだなとあらためて思った。


    　兵庫県の淡あわ路じ島しまの洲す本もとという街にある体育館、今回の『発掘！　最強異能力者！』のオーディション会場だ。『異ことなってんの!?』というテレビ番組のワンコーナーである。


    　毎週、数分が放送されているだけだが、収録自体は三時間ぐらいはかかってる。これだけ頑張ってるんだから、もう少し俺も公共の電波に乗せてほしい。


    　内容としては、ＮＨＫの素しろ人うとのど自慢と同じ発想で、いろんな地方に出向いて、我われこそは最強という異能力者を探し出すという企画だ。前回のＫＣナイト・チヤンピオンシツプでは優勝できなかったものの、第一回最強の称号を手にしている俺には適材適所な仕事だった。


    　最初の数回こそ緊張もしたが、十回目ともなると、良くも悪くも慣れが出てきた。慣れてしまう最大の原因はたいした異能力者がそうそう地方にいないということだ。


    　番組としては毎週、俺の強さばかりを映しても飽きられてしまうので、どうにか編集して意外と挑戦者が強いように見せかけようとしているが、それも限界がありそうだ。


    「お疲れ様でした。戦ってみて、どうでしたか？」


    　小こ手で毬まりがマイクを挑戦者のムキムキのほうに向けている。この感想も含めて挑戦者は運がよければテレビに映る。敗北を映されてうれしいかは怪しいところだが。


    「異能力者って、強いっすね……。俺より筋肉ある奴やつ、周りにはいなかったんでやれるかなと思ったんですけど……」


    「そうですね。この力で生活していますからね」


    　なお、インタビュアーは最初のうち俺もつとめていたが、二回ほどテレビ放送されたところで、小手毬のほうにたくさんしゃべらせてほしいという視聴者からの要望が多く寄せられたため、小手毬がメインでやることになった。


    　残念ながら男で強いより、女でかわいくて強いほうが商品価値が高いのだ。女性アイドルユニットのファンが女性でも珍しくない時代だ。かわいいことは男女双方の支持を得る。別に悔くやしくなどない。小手毬の活躍は俺の活躍だからな。


    「試合中は異能力を見せられなかったかと思いますが、ここで披露してもらってもかまいませんよ」


    「ああ、俺、異能力者じゃないっすから、そういうのないんで」


    　一般人か。


    　筋肉をやけにプッシュしてるから、そんな予感はしてたけどな。


    　タイトルに矛む盾じゆんがあるが、『発掘！　最強異能力者！』は異能力者じゃなくても参加できる。


    　この場合の異能力者というのは、法的に認められた異能力者（異能力で商売をすることを届け出て認可された異能力者）ではなく、もっと広い意味の特殊な力が使える人間のことだ。


    　つまり、ルール上は五歳の普通の幼稚園児でも九十歳の普通のご老人でも出場できる。出場されても気をつかうから書類審査で落としてほしいけど。


    　当初は、異能力が使える者だけを参加させる意向だった。けど、一般人でも挑戦したいという意見が想像以上に多く、誰だれでもアリということに変更されたのだ。


    　たしかに異能力者と戦いたい一般人がいないわけはないよな。


    　もっとも、勝負にならないんだけどな。どんなに肉体を磨みがき上げても、火やら風やらを自在に起こす存在には勝てっこない。


    　プロレスにだって異能力者は出てこないし、すみわけの理由を理解してもらいたいんだけど。もちろん、異能力者の中にもまったく戦闘に向かないタイプもいるが、世間的には滝たきヶが峰みねみたいな強い五ご属ぞく性せい系けいの印象があるようだ。


    「マスター、マスター」


    　小こ手で毬まりが服を引っ張ってくる。


    「何をぼうっとしてるんですか。仕事は終わってませんよ」


    「悪い、悪い。最後の締めだな」


    　俺と小手毬はマイクを持って、カメラ目線になる。


    「「『発掘！　最強異能力者！』のコーナーでしたっ！　次回はあなたの住んでる街に行くかも!?」」


    　これで、今日の仕事は終わりだ。


    



    「やった！　部屋風ぶ呂ろがある！　地方巡業最高！」


    　ホテルの和風タイプの部屋に入ると、窓側のほうを確認して、俺は快かい哉さいを叫ぶ。部屋専用の小型露天風呂があるじゃないか。これ、庶民にとってはトップレベルの贅ぜい沢たくの一つだぞ。個人の金で安宿を選んでたら、絶対に経験できないからな。


    「いやあ、地方の仕事のいいとこって、クオリティの高いホテルが案外、安価なところだな。おかげで経費の範囲内で収まってくれる」


    「今日も、海鮮尽くしのコースらしいですしね。ちょっと、こんなに無駄遣いをさせてもらっていいのかと不安になるほどです」


    　倹約家の小手毬は申し訳なさげに壁のほうでたたずんでいる。お金がもったいないと言って旅行もずっとしてなかったけれど、まさか、仕事で旅行気分を満喫できるとは思わなかった。


    　これが旅番組の仕事なら、まだ緊張感もあるのかもしれないけれど、こちとら、その日の労働は終わっている。徹底して、体を休めてやろう。


    「よし、食事までの間に、早速この温泉を楽しませてもらうぞ」


    　脱衣カゴに服を入れていく。三月の頭なので、露天は多少肌寒いかもしれないが、それも含めて露天風呂の醍だい醐ご味みだ。


    　かけ湯をする。体が冷えているから、最初のうちだけしみるような感覚があるが、それもすぐに肌になじむ。湯の中に身をしずめると、「うあぁぁ～っ！」とオッサンくさい声が出た。極楽とはこういうことを言うのだ。極楽は天のはるか上なんて遠いところに行かなくても転がっている。


    　のぞきを防ぐために竹垣を模した覆おおいがあって、風呂に入りながら展望を楽しむことはできないが、立ち上がれば紀き淡たん海峡が広がっている。この海の奥は大阪の南か、和歌山の北か。なんだかんだで日本って広いよなあと思いながら、また浴槽に体を沈めた。


    　岡山の内陸の山間部に生まれたせいか、海にはいまだに憧あこがれが強い。海はすべてを生み出すスープに見える。


    　そこに足音が響く。目を向けると、バスタオルを巻いた小こ手で毬まりがいた。


    「せっかくですし……私もご一緒してよろしいでしょうか？　なんとか二人なら入れそうな広さですし……」


    「そんな格好で来られて、追い返すほど人でなしじゃないぞ。だったら、俺、もう出てもいいけど。どうせ、泊まってる間は入り放題なんだし」


    「い、いえ！　入ったばかりなのに出ていただくのも悪いですから……」


    「そうか……。じゃあ、一緒に入るか……」


    　小手毬がバスタオルを解いて、かけ湯をする。それから、足を湯船につけて体を沈めた。俺の横に小手毬がいる。肩が見えた。小手毬が普段着ているゴスロリ服のように、白い肌だと思った。日が暮れきる前に小手毬の肌を見ることはなかったから、不思議と気がたかぶっていた。暮れきる前の外の明るさより小手毬の肌ははるかに白い。空が黄たそ昏がれに近づけば近づくほど、取り残された小手毬の白さが際立つ。


    「そういえば、一緒に風ふ呂ろに入ったことなんてなかったよな」


    「ですね。記憶にはちょっとないです」


    　八はち王おう子じの部屋が狭かったというのもあるが、昔は二人の関係が変になってしまうような気がしたのだ。煌こう霊れいと煌霊遣いの関係としての距離のとり方を、俺たちはなんだかんだで考えていた。裸だけなら、命を入れる時に毎日見てるっていうのに。
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    　空はまだ、ほのかに明るい。淡あわ路じは南国というほどではないが、それでも北国とは明らかに違う、太陽の眷けん属ぞくのような風が流れている。


    　しばらく、俺たちは無言で温泉を楽しんでいた。気持ちはこの湯を媒介にして伝わっているはずだ。仲が悪いと口数は少ない。少し仲良くなると、口数は増える。もっと仲良くなると、また口数は少なくなる。ただ、伝わっているのがどんな気持ちかと言われると、上手に言葉にできないのだけれど。きっと、俺たちが近すぎるからだろう。


    「こういう言い方すると、またお前に怒られるかもしれないけどさ。ＫＣで負けてから、俺、すごく気持ちが楽になったんだ」


    　去年の大おお晦日みそか。俺は二度目のＫＣで斎さい村むら蕣あさがおに敗れた。その時点で最強の座からは陥落した。優勝して、新たに最強になったのは滝たきヶが峰みねだ。


    　悔くやしさはもちろんあるけれど、どこかでほっとした部分もあった。これで、素直にやり直せると思った。気を張って、最強らしく振る舞おうとせずにすむというか。負ける前の俺は肩書きに使われていた。


    「わかりますよ」


    　小こ手で毬まりはそれだけ言って、俺の横顔を見つめていた。


    「マスター、最強を誇示するパフォーマンスで無理をしていましたからね。演技をしているのが見え見えでした」


    「たしかに、演技って言われるとそうかもな」


    　夜や郎ろう自じ大だいな態度より、卑ひ屈くつさのほうが身についてしまっていたような人間が偉そうに振る舞おうとしていたのだから、そりゃひずみだって生まれるだろう。


    　思い出しても赤っ恥をかくばかりだが、顔が赤くなっても今なら温泉のせいにできるな。旅の恥はかき捨てともいうし、ここなら水ならぬお湯に流すこともできる。


    「これで、俺、もう一度最強を目指して戦えるな。もともと『御おん大たい』だった奴やつも少しずつ表の異能力者として業界入りしてるみたいだし、これからもっとこの業界は面白くなる。滝ヶ峰ほどじゃないかもしれないけど、一人の異能力者の功績としてはなかなかのもんだろ」


    「まだまだ戦っていかないといけませんが、途中経過としては悪くない感じですね」


    　左腕を伸ばして、小手毬の肩に置く。


    　そして、ぎこちなく、少しだけ抱き寄せた。


    　小手毬も俺の肩に頭をのせた。小手毬が体重だけでなく、心もすべて俺にあずけてくれているように思えた。


    「私、マスターの煌こう霊れいとして生きられて、本当に幸せです」


    「ありがとうな。俺もお前の煌霊遣いでいられて、光栄だ」


    　俺たちより稼いでいる奴はいくらでもいるだろう。それでも俺たちほど幸せな奴はいないはずだ。なぜなら、俺たちが家族とか夫婦とかそんな枠組みを超えて、二人で一つの生を生きているからだ。


    『御おん大たい』も壊滅させられた。ＫＣも最強の防衛側ではなく肩かた肘ひじ張らない挑戦者として参加できる。初代ＫＣ優勝者の過去は過去で無駄にならず、曲がりなりにも仕事を与えてくれる。数えるのも嫌いやになるほどつまずいたけど、やっといいポジションを手に入れられた。


    　俺は小こ手で毬まりの髪が肩に触ふれる感覚を楽しんでいた。すべてが、小手毬のすべてが、泣きそうなほどにいとおしい。


    「今日ぐらいはマスターを甘やかしてもいいかもしれませんね」


    「あんまり幸せすぎると、それを失った時がきついから、ほどほどでいいぞ」


    　もっとも、小手毬と風ふ呂ろに入っているだけで幸せそのものだけどさ。これで札束が浮いてたら、開運アイテムの広告写真になるぞ。


    



    　空が暗くなるまで、俺たちは湯船につかっていた。このままふやけて、溶けて、小手毬と混ざってもいいな。


    　金で道を踏みはずしかけた。裏切られた。やっかまれた。殺されかけた。けれど、もう、どんな異能力者も俺を惑わせることなんてできないんだ。


    　風呂から上がると、携帯電話が点滅していた。入浴中でバイブの音が聞こえなかったのだろう。滝たきヶが峰みねからの着信だった。今は仕事を忘れたい気分なんだけど、人生そのものが仕事みたいなあいつにそれを要求しても無駄だろう。


    　長引かせたくないからすぐにかけなおす。食事の前に厄やつ介かいごとは終わらせる。今日は鱧はもと鯛たいが出るんだ。ブランド牛と最高品質のタマネギで作った最高級のミニ牛ぎゆう丼どんも出るんだ。全部飽きるほど食ってやるからな。


    　あまりに滝ヶ峰が早く出たので、つながったのかわからず、一度耳を離して通話時間を示す文字を確認したほどだった。


    「はい。何の用ですか？　旅先だから事件解決には向かえませんよ」


    『心配するな。暇ひまになるぐらい、何も起きていない。まっとうな仕事の打診だ』


    　まっとうな内容なら、事務所通せよ。お前は俺のマネージャーか。どうせ事務所の人間も滝ヶ峰に逆らうことなんてできないから同じだけど。なお、白はく龍りゆうプロダクションには専属のマネージャーというものはいない。


    　ヤバい話じゃないと聞いて安あん堵どする一方で、ありふれた異能力者としての仕事を、なんだ、それはそれでつまらんなと感じてしまう俺は、本当にろくな生き方をしてこなかったんだろう。


    『今度、異能力者の親を呼んできて話をさせる番組をやるらしくてな、お前の親が出たら面白いかもと思って、かけてみた』


    「その手のやつですか。そういや、前も『異能力者百年史』とか特番でやってましたよね。歴史ブームだな」


    　安定を感じているのは、俺だけじゃないらしい。異能力者業界全体が、無意識のうちに平穏を享受しているようなのだ。『御おん大たい』のことは表おもて沙ざ汰たになってないはずなのに、不思議なものだ。一区切りがついたことが肌でわかるのか。


    　その結果、何が起こっているかというと、異能力者の過去や歴史を振り返ろうとする番組が増えはじめた。


    　時代が大きく変わると、それまでのことを俯ふ瞰かんしやすい。全盛期の途中で歴史をまとめようとしても、どんどんデータが更新されるからな。そもそも、動乱の渦中にいたら、そこを生き抜くだけで精一杯だ。


    　逆に言えば、俺たちは渦に吞まれずにすんだんだ。次の時代に生き残れたわけだ。高校を卒業してずっとこの仕事をしてきたが、けっこうな数の戦友が消えていった。


    『暗殺者の末まつ裔えいと謳うたっているお前なら、親にも話題性がある。出演できそうなら教えてくれ』


    「まあ、特番に出るのはやぶさかじゃないですけど──十中八九、無理ですよ。理由は言わなくてもわかるでしょ」


    　だって、俺を煌こう霊れい遣いにしたのは親おや父じだからな。


    　煌霊遣いの家柄というのはたしかにあるが、かといって生まれ持ってのものでもない。特定の血筋の者が苛か酷こくを極める訓練の結果、ようやく手にできるものだ。母親は影えい殺さつ師しではあるが、煌霊遣いではないし、俺の妹に至っては、覚かく醒せいのための修行を何もしてないからたんなる一般人だ。親父だけが煌霊遣いだった。


    　ということは、表に出てきちゃいけないような人生を送っていた可能性が高いってことだ。滝たきヶが峰みねももちろんわかっているのだろうが。こいつだって、典型的な影殺師の一族なのだ。


    『それでも、仕事の話をしてやってるだけ、ありがたく思え』


    「はいはい。感謝してますよ、先輩」


    　ひとまず、嫌いやな話じゃなかっただけよかったとしよう。


    『ちなみにお前の煌霊の親が出てきてもいいぞ』


    　その発想はなかった。


    　なるほどな。煌霊として生きる小こ手で毬まりの親か。興味を引く題材であることは間違いないな。単純に小手毬のことを知りたいファンだって多いだろ。ちょっと編集を加えれば、確実に泣ける話にもなる。


    　とはいえ、煌霊の親を使うだなんて、それは例外中の例外だ。どちらにしろ、あとまわし。


    「一応、親に聞いてはみますが、期待はしないでくださいね」


    「安心しろ。原則、私はお前に期待などしない」


    　ひと言、余計なんだよ。


    「期待をしている時は、はっきりとそう言っているはずだ。言わずに伝わるほどねんごろだとも思わんからな」


    　バカにされてるのか、褒ほめられてるのか、さっぱりわからん。


    　滝たきヶが峰みねとの通話を終え、早速実家に電話する。


    　実家にかけるというのは、親子喧げん嘩かをしているわけでもないのに変にあらたまった気分になる。ある時期から親と向き合うのがフォーマルなもののように感じはじめる。きっと、子供のほうも大人になってしまうからだろう。お互いに大人になるからだろう。


    『はい、こちらは『ふゆかわでんき』です』


    　この声は妹の白びやつ虎こだろう。もう、高校から帰ってきてる時間だ。


    「俺だけど、親おや父じ、いるか？」


    『なんだ、お兄ちゃんか』


    　電話越しでわかるような落胆をするなよ……。エーデルワイスの保留メロディが流れる。なかなか出ない。おい、早くしろよ。携帯電話からかけてるんだぞ。電話代が気になってくるだろ。エーデルワイス、二周目に突入したぞ。まあ、たいした額じゃないし、しみったれてるから言わないけど。一分待たされて、ようやく親父の声が聞こえた。


    『ん？　なんだ？』


    　低い、なつかしい声。電話越しなのに、ヤニの臭においが鼻につくようだ。


    「今さっき、テレビ局からこんな仕事の話が来たんだけどな──」


    　詳細は知らないが、とりあえず番組の趣旨を告げる。


    「──そんなわけで、宿も用意してもらえるだろうし、東京観光を兼ねて出てきてもいいかなって」


    『それは『ふゆかわでんき』の冬ふゆ川かわ一家ということでいいんだな？』


    　わざわざ念を押された。言うまでもないことでも確認しないわけにはいかないこともある。


    「それがいいと思う。裏の顔を見せられたら放送事故になるからな。過去をさかのぼると、暗殺者の家系だったってことぐらいは言ってもいいけど」


    　火が使える異能力者が江戸時代に芸を見せて、金を集めたとか、そういうことはあったのかもしれない。でも、そんな表おもて沙ざ汰たにできる商売はせいぜい、この三十年ほどのものだ。まして、煌こう霊れい遣いにそんな目立つ要素なんてない。


    　出発からして、異能力者というのは、社会の暗部で生きる存在だった。庭園の中のシダ植物みたいなものだ。かんかん照りのお天道様の下だと枯れてしまう。今、テレビに出ているような奴やつは、品種改良後の存在なのだ。


    『ううん。テレビかあ』


    　そんな悩むような声のあとにしばらく間が空あいた。切り替えるための間だ。結論がすでに出ていることはわかっていた。


    『やめておく。顔を見られて、思い出しちゃう人がいても困るからな。何十年前の敵かたきだとか言われても、困る。まあ、殺し屋は恨まれるのも仕事のうちだけどよ』


    「まあ、寝た子を起こしてもまずいよな」


    『田舎でひっそり暮らしてるから許してやろうって奴やつもいるからなあ。それが全国ネットに出演しちゃ、黙っているわけにもいかなくなる。なかにはテレビを見て思い出す奴もいるかもしれんし』


    「ちなみに、何人ぐらいやったんだ？」


    　俺も親おや父じの仕事についてはほとんど知らない。家族だからって人殺しのことはぺらぺらしゃべったりしない。


    『若い頃ころはそれなりにやったけど、お前が生まれる頃にはもう数も減らしてたなあ。世の中が平和になってきてる感じがあったなあ。もう、お金で人間殺す時代じゃなくなってきたなあっていうか。江戸時代なら、家を守るためならためらいなく影えい殺さつ師しに金払って園芸の花でも間引くように殺してたけど、そこまでして守るようなものもなくなったしなあ。それとさ、俺のほうも変わったよなあ』


    「なんか事件でも経験したのかよ」


    『守るものが自分にもできるとやりづらくなるんだよ。幸い、要人暗殺で、若い人間殺すことはないけどさ、今日きよう日び、五十や六十の奴でも親が生きてたりする時代だぜ。しがらみが多いと枷かせにはなるわな』


    「そんなものなのかな」


    　パートナーの小こ手で毬まりしかいない俺にはまだ、そのあたりの気持ちはわからなかった。もちろん、意味としては理解できるのだが。小手毬だったら、相手に子供がいようとなんだろうと戦えと言ったりしそうだ。


    　親父の煌こう霊れいならどう言ったのだろう。霧きり雨さめさんというごく普通の新社会人といった印象の青年だった。俺たちの家から少し離れたところに住んでいて、「ふゆかわでんき」の社員として通っていた。煌霊という不思議な状態もわざわざ告知せず、ごく普通の人間のふりをして生きていた。俺も物心つくまで、ずっと霧雨さんがただの社員だと思っていたし、小学校二年生ぐらいの時にどこかに引っ越していった。本当に引っ越しだったかはわからないけれど。


    「ヤバい。後ろで母ちゃんがメシが冷さめるだろってイライラしてる！　冬ふゆ川かわ家の平和のために切るぞ！　あばよ！」


    　なつかしい「あばよ」という台詞せりふとともに通話は終わった。


    「何の電話をしてたんですか？」


    　洗面所のほうから小手毬の声が聞こえてくる。髪をかわかしているんだろう。洗面所に行くと、鏡に映る小手毬と目が合った。小手毬は浴ゆ衣かた姿で、髪はまだ少しぬれていた。髪がぬれているくらいのほうが女は色っぽいものだ、と余計なことを思った。


    　その肌に触ふれたいという衝動が湧わき上がってきたから、押し殺す。いつもの八はち王おう子じのワンルームと違うせいか、心がふわふわとしている。根拠があるわけではないが、旅先では人間の欲望は強くなる。だから、ビジネスホテルには必ずカードを買って見るアダルトチャンネルがあるのだと思う。


    「異能力者の親をテレビに出すって企画の話。一応親おや父じに言ったけど案の定断られた。ぜひ出たいって言われても難儀したけどさ」


    　親父の顔が映って、それでまた敵対組織みたいなのに動かれたりすると、最悪だ。静かに津つ山やまで余生を送っていてくれ。


    　この流れなら言えると思って、さっと切り出した。


    「あっ、そうだ、小こ手で毬まりの両親でもいいらしいぞ」


    　鏡の小手毬の瞳ひとみが少し細くなる。


    　やはり、やぶ蛇だったか。


    「私の両親はマスターの両親です。その二人が出ないと言うのに、私に何を確認させたいのですか？」


    　静かに小手毬は腹を立てている。その気持ちもわかるから、俺は素直に受け止める。気をまわすことが相手を不愉快にさせることだってある。


    「悪かった。だよな、余計だった」


    　小手毬の言葉は模範解答だ。煌こう霊れいとして生きることを決めた時点で、もう最初の生は小手毬にとってなかったことになっているのだ。


    　煌霊遣いが煌霊を扱うこと自体、過去と訣けつ別べつした者のほうが暗殺業務に向いているからだ。過去がなければ思い煩わずらう必要もなく、目の前にある仕事だけに専念できる。


    　しがらみは良くも悪くも人間の行動を抑制し、平均化する。家族がいるからという理由で、会社を辞めるのを思いとどまった人間は無数にいるはずだ。その逆で、リードのついてない奴やつのほうが、ついてる奴より非合法活動には向いているのだ。


    　ただ、それは煌霊遣いが陰の存在だった時代の話じゃないのかとも思った。


    「もし、何かの間違いで、会いたくなったら言えよ」


    　小手毬は何も言わなかったので、俺は広間のほうに戻った。どうせ何かの間違いはないだろうが。一人で広間にいるのが手持ちぶさただったので、夕飯が近いのに、お茶請けの饅まん頭じゆうの包み紙を開いた。味は子供の頃ころから食べ続けてきた味だった。


    



    　小手毬の両親に会ったのは、小手毬に会う三日前のことだ。駅前の喫茶店に俺は遅れて入った。


    　初めてだったから、こちらも上う手まく交渉ができるだろうかと頭がいっぱいだったが、向こうも葬式帰りのような顔をしていたから、少し気が楽になった。


    　頑固親父みたいな奴が待っていたら面倒だと思ったが、父親のほうは線の細い日本人だった。一方で、母親のほうはフランスかどこかの白人の女だ。白人だとしても、少し不健康なほどに白いと思った。あと、誰だれか同席していたような気もするが、思い出せない。


    「これでは子供も病弱だろうなと思ったでしょう？」


    　そんなことを父親のほうが言った。


    「あの子のことを考えて、気候のいいところにと思って、蒜ひる山ぜん高原のほうに越してきたのですが、無駄だったようですね」


    　そんなことないですよとでも言うべきだっただろうか。とはいえ、そんなことがあったからこそ、俺はここに出向いて娘の病気がなければ交わるはずもなかったこの人としゃべっているわけだ。


    　十九世紀とは違う。ほとんどの子供は育つ。生まれた端から神様に取られるように、ばたばたと死にはしない。この家族の娘は本当に貴重な「商品」なのだ。


    　父親は部屋の契約でもするように、さばさばとしていた。その代わりに、母親のほうが途中から泣きはじめて、うわごとのようなことを言っていた。外国の言葉だから、娘の名前だけが聞き取れた。俺と父親の二人は、それをないこととして扱った。


    「では、繰り返しますが、今後、娘さんと連絡をとることは禁止されていますので。手放すつもりで契約はお願いいたします」


    「わかりました」


    「あの、奥さんのほうも……」


    　親おや父じから相手が取り乱しているケースの話も聞いていたので動揺はしなかったが、いまだに泣いている母親が鬱うつ陶とうしくはあった。


    　そんなにつらいなら、ここに来なければよかったのに。俺は不当な要求をしているわけではなく、選択肢を提示しているだけなのだ。


    「妻には言い聞かせておきますよ」


    　感情を見せない相手とのほうが仕事はしやすい。大人というのは感情が消せる者のことを言うのだと思った。話が終わったので、俺は席を立とうとした。


    　その時に、父親とはっきりと目が合った。どことなく、気まずいものを感じた。


    「一つ、聞いてもいいですかね？」


    「不明な点があれば」


    　腰をもう一度椅い子すに押しつけ、居住まいを正す。


    「君は何年生まれですか？」


    　昭和と平成の境目のような西暦の年で答えると、父親は楽しそうに言った。


    「それじゃ、あの子と同じ学年ですね」


    「そんなにうれしいものですか」


    「友達になってあげてください」


    「そんなに生やさしい関係じゃないんですけどね」


    　つまらないことを言ってしまったなと思いつつ、俺は席を立った。まだ泣き声は店に響いていた。声は一つではなかった。あくびと同じで涙も伝染するのだろうか。


    　弱り果てた店員の顔を横目に先に店を出た。明るくない店内にいたせいで、太陽をひときわ白く感じた。


    　あれ以来、小こ手で毬まりの親には一度も会っていない。


    　よくないことではなく、よいことなのだ。あの人たちは決まりを守ってくれている。


    



    　部屋にどんどん並べられる夕食は見た目どおり美う味まくて、ビールも進んだ。小手毬も俺に勧められて、ビールを口にしたが、酔いで顔を赤くするようなこともなく、淡々としていた。あまりに落ち着いているので、仲居さんが「採点されているようで緊張します」と冗談を言った。


    「こいつ、いつもこうなんですよ。俺も家にいる時、採点されてるって感じますから」


    「だいたい、赤点ですけどね」


    　その言葉に苦笑いする俺の顔を見て、仲居さんは「仲がよろしいようで、羨うらやましいです」と言った。


    　仲居さんがいなくなったあと、小手毬は空からになっていた俺のグラスに次のビールを差し出した。素直に、俺もグラスを出した。


    　小手毬が置こうとするビール瓶びんを代わりに持って、小手毬のグラスのほうに向けた。グラスにはまだ少し残っていたが、かまわない。こういうのはお互いにやるべきなのだ。小手毬も、グラスに手をまわして、瓶のほうに寄せた。


    「さっきは悪かった」


    「マスターが私のために言ってくれていることはわかっています。けれど、忘れてしまわないといけないことだって人生にはあるんですよ」


    「ひどいことでもされてたのか？」


    　小手毬は首を横に振ってから、「こんなに幸せなのだから、昔のことはいいじゃないですか」と言った。


    「けっこう気にしてたんだな。悪い」


    「人形のように、大切にされていましたよ」


    　七割あたりのところで注つぐのをやめた。わずかにできた泡はすぐに消えていく。儚はかない恋や命を泡うた沫かたと表現するが、泡にたとえるのはさすがに短すぎるのではないか。


    　それと、人形のようにという比ひ喩ゆは、いい意味か悪い意味か、どちらなのだろう。


    「私は昔の名前に引きずられるのが怖こわいんです」


    　小手毬は注がれた分を義務のように一息で飲んだ。


    　俺たちは大浴場の露天風ぶ呂ろは使わずに、もう一度部屋風呂に入った。


    　広い風ふ呂ろより狭いところに二人きりで入るほうが、きっと幸せであるに違いなかった。


    



    
      ★

    


    



    　ムキムキ男の収録のあった淡あわ路じ島しまのあと、下しもの関せきと佐賀での仕事も終えて、東京（といっても西の八はち王おう子じだが）に戻ってきた。しばらくは、地方巡業はない。


    　この数日、体が本調子じゃない。遠方での仕事の難点は労働時間の割りに体がだるくなることだ。それも引きずることが多い。


    　仕事、か。たしかに「戦闘」というより「仕事」だな。正直、どの地方に行っても、戦っているという意識はほとんどなかった。


    　あまりにも死闘を繰り返しすぎたせいで、体が麻ま痺ひしているんだろう。向かってくる相手のほうはいつも真剣なのに、それに上う手まく合わすことができない。


    「ほら、ちゃんと起きてください。今日は朝から事務所へ出勤ですよ」


    　小こ手で毬まりが窓を開けて、光が入ってきて、ようやく布ふ団とんから出てこられた。自宅の布団は安眠できる分、朝が早い日はつらい。


    　京けい王おう八王子駅始発の急行に乗って、揺られる。座ると、すぐにうとうととしだした。意識は飛ぶが停車するたびに浅い眠りはさえぎられる。急行なので特急よりも停車駅が多いから、何度も眠りが中断する。


    　今日の電車は運転も下手だ。減速が雑で体が傾く。小手毬の体も揺れて、髪が俺のほうにも触ふれる。


    　もう寝なくていいやと桜さくら上じよう水すいを過ぎたあたりで顔を上げると、中吊り広告の文字が躍っていた。黒と赤の派手な週刊誌の広告。一番大きな文字はスキャンダルを起こした芸能人のこと。文字を読んでいくと、世界が思った以上に悪いことだらけな気がした。


    　昔からそうだった。小学校の頃ころ、新聞をめくって目についた文字は世界の絶望ばかりを取り上げているように見え、あと数年で人類は滅ぶのではないかと怖こわくなった。ところが、俺はいまだに平気で生きている。世界もそこまでは変わっていない。


    　自分が生きている世界と週刊誌の世界は根本的に違うのかもしれない。当然か。一般の世界と異能力者の業界は、また別物だ。


    　目が不意に文字に引き寄せられた。「異」という字が見えたからだ。せいぜい、「異常」とかそんな文字列なのだろうと思ったが、違った。


    



    　芸能事務所大だい名みようプロ、異能力者業界に宣戦布告！　これ以上芸能界に来るな！


    



    　大名プロって、そんな事務所あったっけ？　芸能事務所もピンからキリまであるからな。どうせ、針しん小しよう棒ぼう大だいに書き立ててるだけだろう。宣戦布告されても一般人とは戦いようがないしな。


    　文字通り、異能力者は住む世界が違う。


    　新宿の手前で地下に入った電車は、信号待ちでホームの直前で止まったあと、通過する下り電車を先に行かせてから、ゆっくりとホームにすべりこんだ。


    　新宿区役所のあたりから、とぼとぼと白はく龍りゆうプロダクションを目指す。珍しく、小こ手で毬まりと二人の取材だったので同じ会議室に入る。小手毬に起こされてやってきたら、少し早く着きすぎた。小手毬はぎりぎりの行動なんて許さないのだ。ばたばたするのはゴスロリの美意識に合わないのかもしれない。


    「おはようございます。事務所宛あてに小手毬さんのファンレターです」


    　事務局の高たか村むらさん（女性・独身・年齢不詳）が束になった手紙の類たぐいを持ってきた。こうして見ると、小手毬の人気は本当にすごいと思う。ピンク色の封筒とかもあるから、女性率も高そうだ。というか、今時、ファンレターを送ってくるのは女子だけなのか。


    「コンビって、どうして人気に格差が生まれるんでしょうかね……」


    　小手毬の顔がちょっと隠れそうなほどのファンレターの山を見て、高村さんに愚ぐ痴ちをこぼす。


    「二人で同どう棲せいしてるだけいいじゃないですか。私なんてそんな出会い、まったくないまま、二十九歳まで来ちゃいましたよ」


    　高村さんの年齢が二十九歳であることが発覚。いや、信じるのは早い。実は三十二歳なのに、あえて二十九歳と自分から発言することでそれがさも事実のように見せかける作戦かもしれんぞ。あるいは来年も二十九歳だったり、下手するとなぜか二十七歳に若返る危険すらあるので気が抜けない。


    「同棲って、俺たちの場合は、彼氏彼女の空気とは違いますよ」


    　どちらかというと、兄きよう妹だいで田舎から都会に出てきたというのが近いと思う。


    「リア充は黙っててください。私なんて、たまに合コンしても、結局、男のほうが異能力者の女の子と合コン、セッティングしてほしいって思ってるだけだったりとか、そんなんばっかりですよ。たんなるつなぎかよ！　前の合コンにいた男たち、全員ハゲろ！　その代わり鼻毛だけボーボーになれ！」


    　今日の高村さん、やけに気が立ってるな。そういう態度、露骨に前に出すと余計に男が寄りつかなくなると思うけど、言うの怖こわすぎるから黙っておこう。


    「そうだ、冬ふゆ川かわさんのほうにもハガキが二通来てますよ」


    　おっ、俺のところにも見る目のある女子のハガキが！


    



    　埼玉県和わ光こう市　永なが沢さわさんからのハガキ


    　俺のほうが確実にお前より強い！　和光市まで来い！　あと、滝たきヶが峰みね万ばん理りさんの連絡先、教えてください！


    　新潟県糸いと魚い川がわ市　大おお野のさんからのハガキ


    　きりきりをＫＣで殴なぐったこと、許しません。腹を切って死ね！


    



    　はい、二通とも男からでした。しかも、痛い系ハガキでした。人生、そんなに甘くないよね。こういうの、できれば事務所でチェックしてはじいてほしいんだけど。そりゃ、影えい殺さつ師しを付け狙ねらって勝てる奴やつなんていないにしても、あまり気持ちよくはないぞ。


    　きりきりって、みぞれの愛称だな。二年前のＫＣのことなんていいかげん忘れろよ。しかも、殴ったりはしてないし。勝手に過去を捏ねつ造ぞうしてくるんじゃねえよ。あと、永なが沢さわって奴はせめてお前が新宿まで来い。和わ光こう市だったら副ふく都と心しん線ですぐ来られるだろ。


    　げんなりしているうちに、自称二十九歳が部屋を出ていってしまっていた。


    　小こ手で毬まりも席を立って、封筒を一つ隅のゴミ箱に捨てた。読まずに捨てるのはひどいのではと思ったが、逆に言えば、読む必要もないような封筒なのだろう。ということは、ストーカー系の類たぐいとかじゃなかろうか。同じ奴がずっと出してくるなら筆跡でわかるだろうからな。


    　そこに出版社の人が来て、小一時間でインタビューは終わった。小手毬は次の仕事があるので、テレビ局へと向かう。ぽつんと俺だけが部屋に残された。


    　ふっと、ゴミ箱に捨てられていた小手毬の封筒に興味が湧わいた。あまり趣味のいい好奇心でもないが、自分の煌こう霊れいのものだし、ガチでストーカーだったら知らないのもよくないし、そんな言い訳を作ってからゴミ箱から拾い上げて、見てみる。


    　ストーカーにしては心の乱れのないきれいな文字だなと思ったが、文字のきれいさと心の乱れはたいして関係しないからな。中学校時代、イタズラの常習犯だったクラスメイトは字がすごく大人びていたし、問題行動起こす典型的な不良も習字で賞に選ばれてた。普通の生き方してると字は上う手まくなれないのかと思った。


    　けれど、封筒を裏返して、そんなつまらない推理がすべてはずれたことを知った。


    　小手毬の親の名前が書いてあった。


    　親の名前はうろ覚えだが、苗みよう字じは滅多にないものだから、忘れようがない。しかも、妻のほうの名前が日本人のものじゃないんだから、別人なんてことはないはずだ。


    　罪悪感を覚えつつも、ナイフで丁てい寧ねいに開封した。中身は父親と母親が一枚ずつ書いていた。どちらも娘の活躍を祝福するもので、戻ってきてほしいとはひと言も書いてはいなかった。


    　文面からして、これまでも何度も送ってきているのだろうなと想像がついた。それを小手毬はずっと捨て続けていたのだろう。


    　煌霊に連絡をとるのはルール違反ですよ、そんなことを冗談交じりで送ってやろうか。いや、やめておこう。これは小手毬とその「親」の問題だ。そして、小手毬は自分は小手毬でしかなくて、捨て去った過去なんて知らないという態度をとり続けている。


    　双方が健けな気げで、目頭が熱くなってくる。


    　他人のはずの俺でもこたえるんだから、小こ手で毬まりがどんな気持ちでいるのかと考えると、怖こわいぐらいだった。でも、手紙ぐらい読んでやれって言うわけにはいかないんだ。ダメなことをしているのは、この送り主のほうなんだから。


    「俺のために、頑張りすぎなんだよ」


    　とっておこう。今は小手毬に見せても怒るだけだろうけど、いつか読みたくなった時のために。


    



    　後日、俺が断った異能力者の親をスタジオに呼ぶ番組が夜の七時から放送された。


    　親を出すのはありえない俺と小手毬も他人の親のことには興きよう味み津しん々しんで、仕事の調整をして夕方には帰ってきていた。突発的な仕事が入った時のために、録画予約もしておくという念の入れようだ。


    「あっ、徒あだ花ばなさんのお母さん、そっくりですね！」


    「しかも、若いな！　化粧に気合い入れてるんだろうけど、姉妹でもぎりぎり通用するレベルだぞ！」


    「蟠ばん龍りゆう院いんさんのお父さんは遅刻なんですか」


    「川かわ匂わのやつ、キレてるな。どこまでマジなのか謎なぞだけど。川匂はこういうバラエティ系、本当に強いよな。そりゃ、呼ばれるわけだ」


    　そこに遅れて入ってくる川匂の親おや父じ。入ってくるや否や、水を顔にぶっかける川匂。


    『メインのわたしより、インパクトある登場するの、やめてくださいよ！　嫌いやがらせか！　しかも、ポロシャツ、後ろ前に着てるし！　絶対わざとでしょ！　狙ねらってたでしょ！』


    　娘のことを無視して、大量の色しき紙しを出してくる親父。出演者だけでなく、カメラマンやＡＤにまでサインを書いてもらおうとする親父。恥ずかしいからやめろとまたキレる川匂。


    　もはや、どこまでがガチで、どこまでが仕込んでたものかわからんが、ツイッターのタイムラインは舞まい花かの時よりすごい伸びになっていた。芸能人の親父という、本来、一般人であるはずの人間のインパクトは大きい。


    　こういう、面白い素しろ人うとを扱う番組は昔からあった。いろんな田舎に行って、そこの地元民と絡む番組や、年寄りだけを集めてクイズを出す番組、変な外国人の旅に同行する番組……おそらくまだまだあるだろう。


    　自分の子供が学芸会に出たら親は張り切るだろうが、あれと似た感覚なのかもしれない。下手でも喜んで見るだろう。だが、それは下手であること自体を許容しているのとは違う。もし、歌劇団を見にいって学芸会レベルだったら、金返せと思うはずだ。ようは、身内だから下手でも許せているだけなのだ。


    　そして、視聴者はほぼすべてが番組関係者ではない素人なのだから、素人が出ると自分の仲間のように思えてしまう。無意識のうちに頑張れ頑張れと応援してしまう。


    　そういう架空の身内ポジションに川かわ匂わの親おや父じはすべりこんだのだ。


    「出なくてよかったですね、マスター」


    　小こ手で毬まりが神妙な顔で言った。テレビにかぶりつくことになるのを見越していたのか、手にカレーの入った皿を持っている。カレーなら皿一つだから、テレビに目を向けながらでも食べやすいからな。野菜がデカいので、ニンジンやジャガイモがルーから顔を出して存在を主張していた。そのカレーも食べるのをなかば忘れているせいか、かなり冷めている。


    「出たとしても、蟠ばん龍りゆう院いんさんにすべて食われていたでしょう。どの道にもすぐれた人はいるものですね」


    「どの道にもって、一応、川匂も異能力者だから同じ道なんだけどな」


    　芸人じゃないぞ。というか、おそらく芸人扱いしたら、あいつ、怒って臭くさい水をぶっかけてくるぞ。


    　ひとしきり、川匂の親父が笑いをとったと思ったら、今度は川匂ママのほうが現れて、司会者にお土産みやげのお菓子を渡しだした。


    「ほんとにやめてくださいよ！　しかも、母さんには出演依頼してなかったですよ！　娘の顔に泥塗らないでくださいって！」


    　こいつら、実は完かん璧ぺき主義者じゃないのか。誰だれよりも目立って帰る気満々だな。


    「川匂が笑いをとるタイプに特化してて幸せだったかもしれん」


    　俺の言葉は、何割かはガチだった。


    　こいつが、力で頂点をとることを目指してたら、俺よりも壮絶な苦労を強しいられただろう。すみわけができてて、本当によかった。


    　そこでＣＭがはさまって、やっと空気が入れ替わる。


    　昔はＣＭって邪魔なものでしかないと思っていたけど、テレビのリズムを作るうえで必要なんだよな。ずっと笑い一辺倒で攻める番組だから余計にそうだ。


    　次に満を持して登場したのは、滝たきヶが峰みねの両親だった。


    　明らかに川匂の時と演出が違う。これは感動系の演出だ。いきなり幼少期の再現映像が流れる。いがみあうまだ若い両親。離婚を本格的に考えていた母親。しかし、そんな二人が子役として励んでいる滝ヶ峰の舞台を見て、心を打たれて、もう一度やりなおすことを誓う──よくできた話だよ。


    　フィクションとしてな。


    「この二人、本当の親ではありませんね」


    「お前も見抜いてたか」


    「まず、滝ヶ峰さんが影えい殺さつ師しの一族であるはずの御両親をテレビに映すわけがありません。『火事より怖こわい滝ヶ峰』と言われている一族ですよ。裏でどんな波紋を起こすか」


    　当然、小手毬は滝ヶ峰の一族のことも知っている。ソースは俺だ。知識も力の一つだ。伝えられることはすべて小こ手で毬まりに伝えている。


    「それと、あの二人の演技が上う手ますぎて、違和感があります。テレビ慣れしていないなら、もうちょっとぎこちない部分があるでしょう。本来目立つつぎはぎのようなものがないんです。あれはプロの役者でしょう」


    　そこまで、しっかり論ろん破ぱしなくてもいいんだぞというぐらい、小手毬はおかしな点を並べた。このあたり、性格が出ている。


    「あの方のコネがあれば、役者ぐらい、いくらでも用意できるはずです。最後に一つ──」


    　小手毬が人差し指をぴんと立てる。カレーを見たら、だいぶ減ってきていた。茶番だとわかって、食事に集中しだしたのかもしれない。


    「滝たきヶが峰みねさんの親なら本物の影えい殺さつ師しですよね。そんな方が出てくれば、引退していても空気でわかりますよ。いくらテレビ越しだとしてもです」


    　俺の心を読んでるんじゃないかってぐらい、考えてることを小手毬に全部言われた。付け足すべきことは何もない。


    　本物を出すわけにはいかない。かといって、ＫＣ優勝者の最強異能力者が、出ないわけにもいかない。ならば、偽にせ者ものを仕立て上げるのは至し極ごくまっとうな方法だ。


    　まったく、滝ヶ峰らしい戦い方だよ。下手をすると、エピソードからして百パーセントの捏ねつ造ぞうかもしれん。


    「いっそ、俺たちも偽者を用意してもよかったかもな」


    「ウソをつき続ける自信がないのに、やるべきことではありませんよ。必ず、ボロが出ます。マスターが評価されたのはウソがなかったからです。あがいて、あがいて、生きてきたその道のりがマスターの価値ですよ」


    　まっとうに、小手毬は俺の言葉をしりぞける。俺は「ありがとう」と言う。小手毬の言葉にではなく、あがいた俺を支え続けてくれたこれまでの小手毬の頑張りに対して。


    「それに、ウソをつくのは申し訳ないですから」


    　もしかしたら、それはとても久しぶりに小手毬が自分の両親にもあてた言葉かもしれなかった。ただし、その顔はテレビを向いていたせいで、よくは見えなかった。


    　なぜだか、俺が知っている小手毬の顔は、最初から大人の顔のものだけだと思った。小手毬が俺の煌こう霊れいになった時に、もう親離れはすんでいたのだ。


    　七時からの特番は二時間、充分にお茶の間に娯楽を提供して幕となった。小手毬もようやく立ち上がって、台所にカレーの皿を洗いに行った。すぐにそれは終わって、俺の隣で本を読んでいる。フランス語だかイタリア語だかの洋書だ。さすが、ヨーロッパの血が入っているだけある。


    　風ふ呂ろに入ってもよかったのだけど、パソコンで番組の感想をあさっていたら、知らないうちに十時になっていた。次の番組がはじまる。これもトークが中心のものだ。制作費が安いからだろうか。


    　テレビがオワコンという言説すら廃すたれて誰だれも言わなくなった時代に、いまだにテレビに一日何時間も支配されている。俺の人生の一割ぐらいはテレビを元に形作られているかもしれない。


    　ぼうっと耳だけで聞いているつもりだった。映像というのは何時間も根を詰めて見ると消耗するのだ。しかし──


    『今日のゲストは対異能力者ユニット、その名も無む能のう力りよく者しやガールズの皆さんです！』


    　少々、聞き流すにはショッキングな言葉だった。顔もまたテレビのほうに向ける。


    　ぱっと見、色違いの制服のようなものを着たアイドルユニットのようだった。制服が長なが袖そでで露出が少ないのが寂しいが、そんなオッサンめいた感想はどうでもいい。


    　無能力って、異能力とかけてるんだよな？


    　小こ手で毬まりの言葉をちょっと借りれば、異能力者じゃなくて、一般人というのは空気でわかる。いや、わかるも何も無能力って自称してるから当たり前なんだけど。


    『それじゃ、六人の自己紹介をしていただきましょう！』


    『雷担当の雨あま田だ電でん々でんでーす！』


    『炎担当の燃もえ田だ葬ほむらですっ！』


    『風担当の竜たつ田た風かざ見みやー！』


    『木担当の木き田だつるるだよーっ！』


    『氷担当の雹ひよう田だ小こ折おり、よろしく！』


    『水担当の水みず田た流なが鈴れです……雹田さんとかぶってるけど、頑張ります……』


    　黄・赤・紫・緑・青・水色、そんな六人組がテレビにはなやかに映っていた。年齢は女子高生からプラマイ一歳ぐらいの幅か。ティーンエイジャーの時点ではなやかなのに、服装もカラフルだからいっそうはなやかだ。でも、風担当のカラーって、紫であってるのか？　なんとなく、緑っぽいけど。木の奴やつがいるから緑が使えなかったのかな。


    　そして、各自の自己紹介が終わったあと、ポーズの一環なのか、全員が背中を向けた。


    『『六人揃そろって、無能力者ガールズですっ！　ミヤーの力を受けて今日も戦います！』』


    　各自の色でデフォルメされたかわいいモンスターみたいな絵が描いてある。描いてあるというより、縫いつけているのだろうか。少し立体的だし。


    『はい、そんなわけで無能力者ガールズの皆さんです。そのミヤーっていうのは、背中のモンスターのことでいいの？』


    　最近、髪が薄くなってきた司会者がこちらの疑問を代弁した。


    『モンスターではなくて、旧世代の神です！』と赤が言った。


    　なんだ、なんだ？　クトゥルフネタか？　これは不思議ちゃん系で押してくるつもりなのか？　司会者も『おっと、これは不思議ちゃんか？』と俺と同じ反応を示していた。


    　そりゃ、「なるほど、旧世代の神ですか、道理で見覚えあると思いました」みたいな反応をされても、この女子たちも困るだろう。それはボケつぶしである。キワモノとして扱うのが正しい接し方である。


    『異能力者やない普通のアイドルやった私らに、このミヤーはおおいなる力を与えてくれたんや。ずばり、異能力者にも負けん力やっ！』


    　今度は関西弁の紫（風の奴やつ）が言った。やっぱり、紫って何を担当してる色かわかりづらいな。ぶどうぐらいしかイメージできんぞ。


    『そうなんでーす！　私たちは無能力でも異能力者に負けないぐらい強いんだってことを人々に発信していく、無能力の伝道師なんでーす！』


    　次は黄色か。全体的に最初のほうに自己紹介した奴のほうがよくしゃべるな。ヒエラルキーがあるのか。たしかに雷・炎・風の最初の三人と比べると後半は木・氷・水か。技としての派手さは前者のほうがありそうだ。


    　水で頑張ってる異能力者なんて川かわ匂わぐらいしかいないし、あいつも地味だからってネタ寄りにシフトしてるし。


    『最終目標は、ミヤーの力で異能力者を全滅させることですっ！　打倒異能力者ですっ！　私たち無能力者は異能力者に勝ちます』


    　また、赤がしゃべる。編集された笑いの声が入る。誰だれが見たって、ここは笑うところだ。ネタ系のアイドルが面白いことになってる発言をしているわけだから。どう見ても強くなさそうな人間が異能力者を倒すと言ってるのだから。


    　しかし、俺の立場としては素直には笑えないよな。


    　こういう発言がネタになる時点で、俺たち異能力者がちやほやされているという前提があることになっているんだろうけど、そんなにちやほやされてはいないぞ。俺のファンレターの数、ゼロだし（レター自体は来ているがファンレターではない）。


    「あまり、気持ちのいいものではありませんね」


    　いつのまにか、小こ手で毬まりは開いていた本を閉じている。


    「小手毬、こいつら、知ってるか？」


    「はい、去年の末ぐらいから、ちょくちょく名前はお聞きしています。テレビ局ですれ違ったことがありますが、あいさつの代わりに『負けませんから！』と言われました。いくら、キャラ作りとはいえ、裏では礼儀は守っていただきたいですね」


    　先輩後輩の区別とかにうるさそうな小手毬らしい発言だ。


    「俺は初めて見たけど、こいつら、売れてるのか？」


    「売れてるかどうかにしか、興味ないんですか？」


    　即物的だと思われたのかもしれない。小手毬は少し顔をしかめてみせた。


    「デビューしたばかりとはいえ、なかなかメディア露出が増えている気がしますね。もし、マスターが全然気づいてなかったとしたら、それはたんなる怠慢の部類に入ります。反省してください」


    　どうでもいいところから批判された。小こ手で毬まりと違って、テレビ業界のことには疎うといのだ。だって、出演量が全然違うんだからさ……。自分のかよってる学校についてのことを学生が知ってるのは当然だろ──などと弁解するのは恥の上塗りになるからしない。


    「こいつら、歌うの？」


    「いえ、歌いません。将来的に歌うかもしれませんが、今のところ、そういう発表はないですね。まずはテレビ中心に顔を出していく営業戦略のようです」


    「お前、けっこう詳しいな……。まるで業界人みたいだな」


    　というか、業界人だった。


    「自分が働いている世界の動向を知らないのは愚おろか者ですから」


    　弁解をしなくてよかったと思った。


    「けど、メディア露出って、いったい何をする──」


    『それじゃ、炎を出しますっ！』


    　赤の手から炎が勢いよく上がっていた。


    　あれ、こいつらって、異能力者じゃないんじゃ……？


    『私は、み、み、水ですっ！　いきます！』


    　今度は水色が、ぶしゅーと水を司会者にかけていた。司会者はこれはおいしかったと思ったに違いない。こういうのはネタになってナンボだ。けれど、そんなことはどうでもいい。


    　こいつら、異能力としか思えないような力を使ってるんだけど……。


    　いや、それは早計だ。火なんて火炎放射器があれば好きなだけ出せるし、水ならホースでも用意していればすぐに──


    『草を生やすよーっ！』


    　緑の手のあたりから、ひゅるひゅるとシダのような植物が超早送りカメラのように画面を埋め尽くす。


    　そこに「草を取り除きますので、しばらくお待ちください」のテロップ。生放送じゃないにしても、合成じゃない。本物のはずだ。


    「これは、人間技とは、ちょっと思えないよな……。新手の異能力者の売り方か……」


    　テレビでも司会者がとんでもない異能力だったと感想を述べている。


    　違います、という声がテレビと小手毬から同時に響いた。


    『異能力やないで。あくまでも、背中のミヤーの力を発現させた結果や！　たとえば、こんな感じになー！』


    　司会者が風で巻き上げられる。紫の関西弁が力を使っていると判断するしかなかった。しかし、たしかに風の起こり方が雑に見える。異能力というよりは、人工的に起こしている風に近いような……。


    『ちなみに異能力者じゃないことは、お医者さんで受けた検査で証明されてまーす！』


    　黄色が、正直ぱっと見じゃ、どうせわからない診断書みたいなものを出す。


    『ミヤーの力があれば、無敵です！　なんでもできるんです！』


    　赤が自信満々に背中を見せる。


    　ここまで言っている以上、本当ということか？　背中のアレのせいなのか？


    　ぷちっ。


    　テレビが唐突に消えた。小こ手で毬まりがリモコンを持っていた。


    「バカっぽいと思いましたので」


    　俺の違和感が消える前にテレビのほうが消えてしまった。


    「バカっぽいって、何が？」


    「私たちが真ま面じ目めにやっていますのに、それを揶や揄ゆされた気がしました」


    「まあ、いろんな売り方をしてくれ。こちとら、巡業異能力者だ。巡業先に来てくれるなら、誰だれでも相手になってやるぜ」


    　実際、異能力者じゃない一般人ともさんざん戦ってるんだ。人気がなくなって、『発掘！　最強異能力者！』が終わらない限り、俺は全国を行あん脚ぎやしつつ、生きていくだけだ。コーナーが終わる危険自体は充分にあるけど……。やってるほうも、そこまで面白いって実感ないしな……。むしろ、アイドルがケンカ売ってくれるならありがたいかもしれない。


    　俺の生活はこのままほどほどに続くのだ。少なすぎず、多すぎずの仕事をこなしながら。


    　仕事が少なすぎれば不安になる。多すぎれば疲れ果てる。


    　あまり言うと卑ひ屈くつに聞こえるから、心にとどめているけれど、そんなにヒットしたくもない。仕事が二倍になってくれとも思わない。異能力者として飯が食える状態でありさえすれば、それ以上の名声までは求めない。せいぜい、一年に一度、真剣勝負をＫＣのような舞台で求められれば、事足りる。


    　今のほどほどがいつまでも続くほうがよほど幸せだ。


    　言うまでもないことだが、それが一番難しいんだけどな。


    



    　三月の後半、東北方面三か所をまわって、青森の駅前のホテルで一泊している時に、携帯電話が鳴った。ちょうどシャワーを浴びた直後だったので、トランクス一枚でとった。舞まい花かの固定電話からだったので、とくに警戒も何もしなかった。


    『朱雀すざく、慰なぐさめてほしいんですわ……』


    「ま、舞花、唐突すぎてアレなんだけど……そ、それは……変な意味で解釈していいのか……？」


    　具体的に言うと、素肌のいろんなところを触っていいということなのか。声のトーンも弱々しげなので、余計にそういう発想にいきがちだった。しかも、シャワーのせいで体がほてってるし。何が言いたいかというと、これは俺のせいじゃない。


    　少し沈黙が続いた。嫌いやな間ではあるが、話が話だから待つぞ。電話代、そっち持ちだし。


    　ティーバッグの紅茶を飲んでいる小こ手で毬まりの視線が痛いが、俺は潔白であると、こちらも目で主張する。伝わったかは、はなはだ怪しい。


    『誤解ですわ。わ、わたくしったら、そそっかしくて……。ごめんなさい……。表現がよくなかったですわ……』


    　なんだかんだで三十秒ぐらい、沈黙していた気がするが、追及すると友達を失いそうなので、なかったことにした。


    『慰なぐさめてほしいのは、わたくしではなくて、みぞれちゃんですの──』


    　むせた。


    「ちょっとだけ待て」


    　このまま小手毬のいるところで話してたら、どんな疑いをかけられるかわからないので、もう一度バスルーム兼トイレに入る。風ふ呂ろから出たばかりで、湿気がこもってるのが気になるが、いくらなんでも携帯が壊れることはないだろう。


    「おい！　変なこと言うな！　みぞれ、まだ、高校生だろ！　あれ、そうか、みぞれの奴やつ、春から大学生か。都内の私大、無事に合格したんだよな────って、そういう問題でもないぞ！　大学生になったからセーフってわけでもないからな！」


    　たまに後輩に手を出す奴がいるけど、そういうのはクズだと思う。だって、対等な関係じゃないからだ。


    　心以外の何かがちらつく恋愛は不毛である。なお、決して自分の実体験を元にしているわけではない。


    『わたくしだってわかってますわよ！　朱雀すざくも、そういう方向にばかり勘違いしないでくださいまし！』


    　これは逆ギレなのか、それとも順ギレなのか、などと考えつつ、とりあえず舞まい花かに怒られた。とりあえず、誤解でよかった。


    『みぞれちゃん、仕事で落ちこんでいるので、今度東京に戻ってきた時にでも、慰めてほしいんですわ。わたくしも同席しますけれど、みぞれちゃんの憧あこがれの朱雀がいるほうがいいと思いまして……タロッ……風水でもそう出ましたし』


    　今、タロットって言いかけたな。本人も風水とは思ってないのか。


    「どうして、みぞれが落ちこむことがあるんだよ。あいつほど、順じゆん風ぷう満まん帆ぱんのアイドルもそうそういないだろ」


    『順風満帆だったからこそ、ちょっと風向きが変わっただけで落ちこむんですわよ。年中負け戦だった朱雀とは違うんです』


    　よくわからないが、俺がひどいことを言われてるのだけはわかった。むしろ年中負け戦いくさだったのに、今食えている俺を讃たたえろ。


    「つまり、あれか。ヒットした者特有の苦しみか。それ、話は聞いてやれるけど、俺が何か言える資格あるのかな」


    『なんだかシニカルな言葉ですわね』


    　そう聞こえるのも仕方ないかもな。でも卑ひ屈くつになってるわけじゃない。ヒットするってことは快楽が大きくなって、その分、悩みが減ることでもなんでもない。ヒットはヒットという状態でしかない。そこにはそこのつらさがある。


    　ヒットした者の悲哀をさんざん見たり聞いたりしてきた。挙あげ句く、ヒットが原因で心を病んでその仕事を続けられなくなる奴やつまでいるとなると、世の中の難しさを思わずにはいられない。


    　いっそ、金が増えるのと幸福感が比例の関係にあれば、生きるのは楽なのに。


    　だから、俺は普通に異能力者として、異能力者のままで、生きていきたい。ヒットは運が向いてきた時にありがたく頂ちよう戴だいするぐらいの気持ちでいい。向上心がないのでもないし、ヒットしたくないというのとも違う。今の生活を大切にしたいんだ。後悔の少ない生き方をするのが人生においての最善だ。


    「俺の話はどうでもいいや。慰なぐさめる件は了解だ。夜に仕事入ってる日は少ないから、二つぐらい日程を打診してもらえればどっちかはいけると思う」


    『はい、お願いいたしますわ。ありがとう、朱雀すざく』


    　ＯＫをしただけで、舞まい花かはわざわざありがとうと言う。そして、電話は切れた。


    　舞花のやつ、もはや、みぞれの保護者だな。もっとも、どん底時代の俺すら見限らずに付き合ってくれてただけでも、そんな性格はとっくの昔に証明済みだけど。


    　ドアを開けると、至近距離に小こ手で毬まりが立っていた。後ろに体を引いて、こけそうになった。


    「うわっ……お前、殺し屋かよ……」


    「殺し屋のはしくれですが」


    　ギャグにもなってなかった。


    「交際自体は止めはいたしませんが、睦むつ言ごとは時と場合を弁わきまえて、やっていただきたいですね。愛の言葉も外に漏もれれば、下品なものになります」


    「その件だが、完かん璧ぺきに誤解だ。彼女いない歴も余裕で更新中だ」


    　小手毬の眉まゆが下がったので、怒りは解けたと考えてよいだろう。しかし、その眉が標準値より下がったので、これは逆のほうに振り切りすぎだ。


    「あの……私がいるせいでマスターに彼女ができないということでしょうか……？」


    　そんなに恐縮されても俺もやりづらいのだが……。本音だけで回答すると、その要素は極めて高い。だが、小手毬に責任は一切ない。俺の選択のせいだ。


    　実は親おや父じにも言われていたのだ。異性の煌こう霊れいにすると、将来結婚で苦労するぞと。そういや、親父の煌霊も男だった。


    　だけど、そんなしょうもない話は今は必要ない。


    　ぽんぽんと小こ手で毬まりの頭を叩たたいた。


    「お前がいるから別にいいんだよ」


    　影えい殺さつ師しの人生を選んだ時点で色恋は向かないのだ。どこで命落とすかわからないんだから。いや、彼女できたらそれはそれでうれしいけど、ほかにやらないといけないことが多すぎる。


    「そうだ、みぞれに会うなら入学祝いを渡さないとな。けど、俺の趣味で女子大生にモノを買うのは怖こわいよな。小手毬、お前も協力してくれ」


    　ベッドにあおむけに寝転がって、淡い部屋のライトを見つめた。どうしてホテルの照明ってどこも薄暗いのだろう。


    　小手毬からの返事はない。独り言みたいなものだから、俺も気にしない。髪を乾かしていなかったから、後頭部とベッドの間に右手を入れて浮かせて、しばらくぼうっと何も頭を働かせずにいた。


    「あの、マスター」


    　声がかかって、体を起こす。何も着ていない、裸の小手毬が立っていた。


    　スカートのふくらんだゴスロリの服を脱いでいる小手毬はいつも実際の背より小さく見えた。その時もそうだった。よく一回でも最強になれたなと不思議に思った。


    　しばらくの間、俺たちは黙りこくっていた。一メートルほどの距離が絶望的に遠いところに感じられた。もしかすると、足下に火の川でも流れているのかもしれない。俺は小手毬のほの白い裸体を見つめていた。傷らしい傷がないことに、神に罪を許されたように安あん堵どした。このまま白いままでいてくれればいい。


    「どうした？」


    「命を、入れてください」


    「ああ、風ふ呂ろに入る前のほうがいいよな」


    　この毎日の儀式がなければ、俺と小手毬の関係は更新できないかもしれない。考えても意味のないことを考えながら命を入れた。


    「そういえば……」


    　そこで、小手毬の言葉は不自然に止まった。


    「さっきの話じゃないですけど、そろそろマスターも結婚を考えられてもいい年ですね。もう来月、二十七歳ですし」


    「お前が元気なうちは考える気なんてしないよ」


    　関心も実感もなかったので、生返事で答えた。彼女ができなくてもいいと答えたばかりなのに、なんで結婚を本格的に考えないといけないんだ。


    　ぶるぶると小手毬の体がふるえた。


    　隙すき間ま風かぜがあるわけでもないのに、三月の青森はまだ寒かった。桜だとかりんごだとか、青森には赤みがかった色がほしい。心を温めてくれるような色がほしい。


    「そうですか……」


    　裸の白い腹に手を当てて、小こ手で毬まりは言った。


    「ごめんなさい」


    「ん？　どうした？」


    「いえ、何でもありません」


    　何でもないと言うのなら、何でもないのだ。俺は小手毬を疑ったりなどしない。


    　俺は黙って命を入れることにする。


    　小手毬の肌に触ふれる。
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    　冬が逆戻りして、八はち王おう子じは雪がちらついていた。


    　目的地は、新宿の東口すぐのビルにある個室居酒屋。エレベーターでめあてのフロアへ行く。薄暗さが高級感を出しているが、そのせいで余計に寒く感じてしまう。


    　すでに、舞まい花かとみぞれは来ていた。メニュー表を見て、ドリンクを選んでいたところらしい。


    　舞花は遠慮がちに俺たちのほうに会釈をした。隣にはいつもしていた水色のマフラーをはずしているみぞれがいる。少し大人に寄った、そんな感じがした。


    「入学祝い、何がいいかわからなかったんだけど、大人っぽいアイテムをってことで、これ」


    　きれいにラッピングされた包みを渡すと、ぱっとみぞれの表情が子供っぽく明るくなる。やっぱり、みぞれはみぞれだな。


    「先輩、小手毬ちゃん、ありがとうございます！」


    「もったいぶるようなものじゃないから、ここで開けてくれ。脳内でハードル上げられてもきついしな」


    　中身は、いいデザインの名刺入れと、けっこうな値段のするボールペン。センスに関しては俺が決めるのは危なっかしいので、小手毬に確認をとった。


    「プレゼントは心ですよ」などと小手毬に何の役にも立たないことを言われたので、ちょっとイラっとしたが。バカめ。どうせ好意で渡すなら、ずっと使えるものにしたいし、格好悪いものを義理で使わせるような空気になったら、俺もつらいわ。


    「お前、いまだに名刺入れ持ってなかっただろ。女子高生のノリのままじゃ許されないケースも増えるしさ、いいもの使え。ボールペンもプライベート用というよりは、仕事の打ち合わせとかで出すと、こいつ、できる奴やつだな、たんなるアイドルじゃないなと思ってもらえるようなのにしたつもりだ」


    「ありがとうございます！　家宝にして床の間に飾ります！」


    　いや、使えよ。実用性まで考えたんだから。


    「朱雀すざくにしてはセンスがよすぎるので、小こ手で毬まりちゃんの選択ですわね」


    　舞まい花かは冷静に分析して、しかも的確に正解に至っていた。


    　いつもなら、このまま浮かれた空気を持続させられるのだが、今日はみぞれがその空気を知らぬ間にはぎとった。最初の一杯が来た頃ころには、冗談を飛ばすのも息苦しいような雰囲気ができあがっている。


    　俺って、いつもこんな空気を作ってたわけだよな。今更ながら、売れない時の愚ぐ痴ちに付き合ってくれた二人にいつか最大級のありがとうを言いたい。


    「挫ざ折せつに関することなら俺に任せろ。俺ぐらいの遅咲きの花は滅多にないからな」


    　無理矢理、胸を張った。みぞれを元気づけるためなら、多少の道化にもなる。


    　それを見て笑うみぞれの顔は、知らないうちに女のものになりすぎている。ちょっと前までガキだと思っていたのに。


    「みぞれの仕事の数、今年になってから、減ってきてるんです。減っているというか、当然来ると思っていた仕事をほかの人にとられてて……」


    　つらい話を苦笑いでできないだけ、まだみぞれはすれきってない。


    「そりゃ、今までが調子がよすぎただけなんじゃないのか？　学校の階段ってフロアとフロアの間に踊り場があるだろ。成長もあれと同じだ。上へ上がる勢いが止まる時もある」


    「でも、誰だれが仕事を持っていったかはわかるんですよね……。みぞれだけじゃなくて、アイドル系の異能力者の仕事自体がとられつつあって……」


    　どういう言葉を投げていいかわからず、俺は酒に舌をつけた。山形の高い酒だ。舌がぴりりとして、かえって口が動かないような気がした。


    「ええと、別に異能力業界がテレビの中で飽きられてるってわけじゃないんだよな？」


    　もし、そうだとしたら、みぞれの相談だなんて話を超えて、滝たきヶが峰みねと頭を付き合わせる必要がある。


    「みぞれちゃんのポジションとかぶるような人たちが現れてきたんですの」


    　舞花が助け舟を出した。


    「かぶるような人って、たとえば正統派の大人気アイドルがデビューしたとか、そういう話か？」


    　現時点で俺は仕事が減った実感はない。もともとあんまりないので、影響がないだけかもしれんが。


    　となると、アイドルらしいアイドルの枠ぐらいしか考えられない。小手毬もそうじゃないのかと言われそうだが、小手毬の場合は強さが前面に出ていた分、少しみぞれと立ち位置が違うのだ。たとえば女性ファンの数だけなら、みぞれより確実に小手毬のほうが多い。


    　舞花は、疲れを形にするようなため息をついた。何も知らない俺にあきれたらしい。巡業で稼いでいくスタイルだから、わからないんだよ。


    「正統派かと問われれば、かなりのイロモノですわ。蟠ばん龍りゆう院いんさんとかぶるぐらいの」


    「だったら、アイドル系芸人か？」


    　具体的にどういう奴やつのことかまったく名前が出てこないが、そんな新進気鋭の奴が台頭してくれば、パイの取り合いにはなるだろう。


    「無む能のう力りよく者しやガールズって知っています？」


    「ああ、そんな名前、どっかで聞いたような────ああ、あいつらか！　あの五人組か！」


    「六人組です」


    　小こ手で毬まりに訂正された。


    「あの人たち、今、主に五ご属ぞく性せい系けいの異能力もどきの力を使って、人気が急上昇してるんです……。しかも、ユニットとして動いてて目立つから、みぞれみたいにアイドル寄りの若い人はそのテンションに押されちゃって……」


    「わ、わたくしはそんなに若くないせいか、まだ助かってますけどね……」


    　舞まい花かが複雑な顔で言う。心なしか、店内に空調とは思えないような風が吹いている気がする……。


    　みぞれ、つまらないところで地雷踏んだな……。舞花って今年で二十四だっけ？　いや、二十五だっけ？　面倒だから聞かないでおこう。


    「無能力者ガールズの中に氷属性を使う人もいるんですよね。それで、かぶっちゃう人と共演するのはできるだけ避けてくれって、向こうの事務所も言ってるらしくて……。無能力者ガールズが出演してる番組にはみぞれは出られないんです……」


    　みぞれの頭がだんだんと沈んでいく。それ以上近づくと、お通しのイカの塩辛の小鉢に髪が入るぞ。


    「もし、無能力者ガールズがどのチャンネルをつけても出てくるような時代になったら、みぞれ、キャラかぶりで結果的に干されちゃいます……」


    「しかも、あの人たち、どんどん伸びていきそうなんですわ。『無能力だって負けない』というのをキャッチコピーにしていて」


    　番組の数が無限にあるわけじゃないから、出演できる芸能人の数も限りがある。特定の誰だれかの活躍が仕事の場を削るってことがありうるんだな。


    　みぞれは当然、無能力者ガールズが鬱うつ陶とうしいだろう。けど、相手が悪いことをしているわけでもないから、倒しようもないし、余計にきついかもな。


    　俺の場合は、あまりにも立場が底辺だったせいで、ピンポイントで誰かをやっかむこともなくてすんだ。結果論だが、それはそれで幸せだった。


    「悩みなら聞いてやる。ただし、アドバイスは期待するなよ」


    　舞花のほうが、それでいいと言うようにうなずいた。たしか、女の愚ぐ痴ちって悩みを聞いてほしいのであって、解決策の提示を求めてるわけじゃないって言うよな。俺の場合、売れた人間の苦しみを実感する権利がないというのもあるが。


    「今日は先輩にひどいこと言いませんから……甘えさせてください……」


    　みぞれがか細い声で、俺の胸に顔を埋うずめる。小こ手で毬まりも止めなかった。今日は好きなだけやれということだろうか。


    「みぞれの仕事、なくなっちゃったらどうしたらいいですかね……？」


    「そんなにあっさりゼロになるわけないだろ。俺だって、皆無じゃなかったんだぞ」


    「いえ、それは屁へ理り屈くつなのでは……。生活できる次元ではなかったですよ……。でないと、飲食業界で働こうなどとマスターは考えなかったはずです」


    　当事者から文句が出た。慰なぐさめてるんだから、事実を蒸し返さないでくれ。


    「仕事が減ってもお前が異能力者であることは変わらないんだ。それにお前はまだ若いんだし。だいたい、つぶしがきくようにするために大学も行くんだろうが」


    「そうですね、先輩は大学出ときゃよかったってたまに後悔してましたよね……」


    　いちいち、俺を貶おとしめるな。いいだろ、今はどうにか飯食えてるんだから……。


    　みぞれがそばにいるせいか、体が冷えた。今日はとくに氷の異能力を発現しているようだ。


    　俺は風邪引いてもいいから、お前の頭をすっきりさせてくれ。風邪みたいに悩みも俺にうつしてくれていいぞ。俺はこの手の悩みに慣れてる。ある種、悩みのプロだ。


    　みぞれの話を二時間以上、じっと聞いた。


    　先輩としての役割を俺は、ひたすら忠実に果たす。
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    　けど、直接問題を解決してやれないっていうのは、寂しいけどな。


    　今度は俺のほうが、誰だれかに愚ぐ痴ちりたくなってきたよ。


    　会計の時、俺と舞まい花かはみぞれに千円でいいと言った。愚痴を聞いてもらったのだからとみぞれは五千円を出して譲らなかった。


    「いつまでも子供じゃありませんから」


    　みぞれのしゃべり方が、妙に大人びて聞こえることがある。それもそうだった。俺と舞花はみぞれに子供のままでいてほしいと思っているので、そんなみぞれを言こと祝ほげなかった。


    　仕方がないので、舞花と残りを折半した。今日はそう酒が進んだわけではなかったので、たいした額ではなかった。嫌いやな話は酒も不ま味ずくする。


    「皆さん、ありがとうございました！」


    　何も解決しないのに言われるお礼ほど置き所に困るものもないな。


    　自宅のある野の方がたから自転車で来たらしいみぞれを見送ると、舞花と小こ手で毬まりと歩いた。地下の通路は昼夜の区別ができないほどに明るかった。


    「『御おん大たい』倒したし、この世界も落ち着いたかなと思ったけど、そうでもない奴やつもいるんだよな」


    「大きすぎる変化が終わったからこそ、周りのことに目がいくのかもしれませんわね。みぞれちゃんは自分と戦わないといけない時期ですわ」


    　話は自然と、みぞれのことになる。


    「みぞれちゃん、わたくしたちに少し近づいてましたわね」


    「まったく、同感」


    　業界に変な敵が現れようとしているという、みぞれの悩みのほうは話題にのぼらなかった。どうせ一過性の変なものが出てきただけと思っていたし、思おうとしていたんだろう。


    　──しかし、話はそれよりも深刻になっていった。


    



    　翌日、テレビを見ていると、また例の無む能のう力りよく者しやガールズが出ていた。


    　テレビの右上には、「氷の雹ひよう田だ小こ折おり、蟠ばん龍りゆう院いん川かわ匂わとガチンコ対決」と文字が並んでいる。バックにはありきたりな赤い炎。どうして、氷対水で炎なんだよと思ったが、そんなことにツッコミ入れてもしょうがない。生放送かと思ったが、過去に収録していたもののようだ。


    　嫌な予感はした。何か公開処刑のような後味の悪いものを感じた。水の属性は氷に対して相性がいいとは言えない。もちろん、川匂はそれもわかった上で、異能力者じゃない人間に負けるわけがないと思っているのだろうが。


    「先輩の恐ろしさ、ここで見せつけますからね！　【明鏡洪水デユール・クオーツ】の力で放送事故になるぐらい泣かせてあげます！」


    「異能力者は先輩ではない。こちらは無能力者だ！　覚悟！」


    　ゴングが鳴る。すぐさま、リングの下から水が噴出する。まず、壁を作りながら、様子を見るつもりか。あそこから水の鏃やじりを放つこともできるし、作戦としては間違っていないが──


    「ミヤーの力、発動っ！」


    　雹ひよう田だ小こ折おりの背中の、あのデフォルメモンスターが発光する。そのまま雹田は臆おくせず、川かわ匂わの水の壁に手を突っこむ。


    　その手の周りからしだいに水全体が凍りついていく。


    「えっ!?　そんなハイパワーなんですか!?」


    　水が凍らされるのは川匂も予想がついていただろうが、スピードが速すぎた。完全に気が動どう顚てんしている。


    　それに、川匂はもう一つ、大きなミスをしていた。自分の足下まで水でぬらしていたのだ。そのせいで、足下が凍りついて、ロックされてしまう。


    「これが無能力者の実力だ！　【氷硝子の楽園ブレス・オブ・ラピユータ】！」


    　手から発せられた氷の嵐あらしが川匂を攻撃する。


    「ひゃああああ！」


    　アイドルらしい高い声を出して、川匂が吹き飛ぶ。


    　勝負あった。雹田小折が高々と手を挙げる。小憎らしいほど、堂々としていた。


    「異能力など使えなくても、ミヤーの力があれば普通の人間だって強いのだ！　どうだ、見たか、異能力者よ！」


    　場内からは雹田小折を讃たたえる、「無能力！　無能力！」のコール。


    　だんだんと、俺は気味が悪くなって、テレビを消そうとした。演技にしてはリアルに打ちひしがれている川匂の顔が映った。


    　やめろよ。そんな惨みじめな顔をアップにするなよ。いくら有名人だからって、その人間の挫ざ折せつを日本中にさらすのはグロテスクじゃないのか。ドラマなら迫真の演技の一ひと言ことで片付くけど、これは現実だろ。


    「ひどい」


    　小こ手で毬まりが、ただ、それだけつぶやいた。


    　このアイドルたちの売り方のせいだと考えたかったが、素直に割り切れなかった。


    　俺たち異能力者って、そんなに一般人から煙たく思われてたのか？


    　だから、このアイドルは割れんばかりの拍手を浴びているのか？


    　みぞれの件もあって、俺は事務所に確認をとった。まだ誰だれか社員が残っている時間だろう。川匂に変わったことはないか、聞いた。


    　あの収録以降、川匂が体調のすぐれないことを理由にいくつかテレビの仕事を休んでいる──と言われた。本当に俺は人間の挫折には敏感なんだな。


    「小手毬、お前、川匂の電話番号知ってるか？」


    　うなずくと、小手毬は何も言わずに電話をかけた。


    



    　吉きち祥じよう寺じの駅ビルの中のしゃれた喫茶店、そこで川かわ匂わと会った。あいつの家が西にし荻おぎ窪くぼで、吉祥寺の駅が歩いてもこれる距離だったのだ。


    「それで、あなたたちがいったいわたしに何の用なんですか？」


    「あいつらに負けて怒りもたまってるだろうと思ってさ。とりあえず、来てくれてありがとう」


    　注文していたドリンクが供される。見るからに苦い緑色をした野菜ジュースが川匂のところに置かれた。健康にはいいかもしれないが、これ一杯でラーメン一杯より高いのだ。吉祥寺には変な気負いがあると昔から感じる。それは自分が東京二十三区の外側だということから生じた、屈折したプライドのような気がした。


    「怒ってなんていません」


    　川匂はジュースを自分の側そばに寄せると、視線をテーブルに落とした。その木目をずっと追っているように見えた。店に流れるクラシックがやけに耳についた。


    「あんなのに負けた情けない自分には怒ってますけど」


    「水と氷では相性が最悪です。あの試合は最初から無む能のう力りよく者しやガールズを勝たせるためのものだったのでしょう。水が凍ったのも速すぎました。試合前から相手はフルパワーになるように準備をしていたんですよ」


    　まだ熱いのか、小こ手で毬まりはティーカップの取っ手に指を伸ばしたまま、言った。
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    「だからって、あんな普通の人間に負けますか？」


    　川かわ匂わは決して顔をあげようとはしなかった。意地でも俺たちの顔を見ないようにしようとしていると思った。


    　そのせいで目はあいつがわざわざ頼んだ高い野菜ジュースに向かう。毒薬のようにしか見えなかった。


    　小こ手で毬まりはお茶に口をつけると、革のブックカバーのついた本を取り出した。ごく自然にページをめくる。本なんて持ってきていない俺はじっとクラシックの曲に耳を傾ける。曲名を思い出せそうで思い出せない。


    　じっと、歌詞のない音楽を聴いていると、やけに音がぬめぬめと耳にへばりついてくるような気がした。麻酔のせいで痛みのない手術をじっくり受け続けているような心持ちだった。俺の心の歯切れの悪さが、それを助長しているのだろう。


    　店の壁には芸術的価値が不明な静物画らしきものが掛けてあったが、それがザクロのアップなのか、月面か何かのアップなのかもわからなかった。


    　川匂の肩が、かすかに動いている。


    　それだけが時間が止まらずに動いていることを教えてくれた。周りの客すらも止まっているように見えた。


    　小手毬がページをめくるのが、五度目ぐらいにおよんだ頃ころ、


    「笑い者になるのはいいけど、嫌われ者になるのはきつい」


    　そんなつぶやきが聞こえたかと思うと、川匂はジュースをストローも使わずに直接口に流しこんだ。俺はテレビの青汁のＣＭを思い出した。それから川匂は、本当のＣＭのように、「ッチクショー！」と小声で叫んだ。


    　ジュースはなくなっていた。


    「ったく、あらためて思い知りましたよ。わたしたち、異能力者は嫌われ者だったんです。でも、嫌われ者は世にはびこりますからね。ゴキブリを滅ぼせるものなら滅ぼしてみろってんですよ！」


    　高そうな店でゴキブリとか言うなよ。安い店でも言っちゃダメだけど。


    「いや、嫌われてるっていうのはおおげさなんじゃ……」


    　でも、小手毬のほうを向くと、それでいいんだよとばかりにうなずいていた。お前は川勾の監督か。


    「いつもの川勾さんに戻られましたね」


    　いつもがこんなのでいいのか。だけど、たしかに川勾は覚かく醒せいしていた。


    「力がプッシュされる時代になれば、不満を持つ層も、それに乗っかろうとする奴やつも出ますよ！　それだけのことなんです。歴史を遡さかのぼれば、人気者は笑われ者で、笑われ者は蔑さげすまれ者で、蔑まれ者は嫌われ者だったんです！　嫌われる理由は単純で、普通じゃなかったからなんです！　これこそ、すべての差別の根底ですよ！」


    　川かわ匂わは突然饒じよう舌ぜつになっていた。どういう内容であれ、ひとまずは顔に生気が宿っているので、まあ、マシにはなったのだろう。


    「今日のところはこれでいいのではないでしょうか」


    　本を閉じて小こ手で毬まりが言った。


    　けれど、素直に喜んでもいられなかった。


    　強さという価値を生み出したのは、モロに俺だ。


    　異能力者が強い者と認識されれば、相対的に一般人は弱者になる。


    



    　その日の帰り、桜でも見ようと、小手毬と二人、井いの頭かしら公園に出た。早咲きのものなら、ぽつぽつ咲きはじめていてもおかしくないはずだった。


    　大半の桜はつぼみを開くことができず、やるせなく枝を垂れていた。今日も上着がなければ、じっとしていられないほど冷えた。池の上を進むボートの側面の色ばかりがカラフルだった。


    「ボート、こぐか？」


    「寒いから嫌いやです」


    「それもそうか」


    　足早に吉きち祥じよう寺じの駅に引き返した。まだのどに骨が刺さったような異物感は残っていたが、どう小手毬に説明すればいいかもわかっていなかった。今の俺は咲ききれない桜に似ている、そんなことをふっと思った。


    　たしか京けい王おう線のほうが少しだけ安かった気がするけど、ＪＲで帰ればいいかな。

  


  
    



    ２話　東京から津つ山やままで五時間二十分

    


    　桜は例年より開花が一週間遅かった。


    　気のせいなのだろうが、いつもより桜の桃色が薄いように感じた。桜は白すぎると儚はかなく見えるし、紅べにが濃いと不吉に見える。美しさというものは度が過ぎると、すぐに醜みにくさに変わる。桜っていうのは扱いの難しい花だ。


    　長野市内での日帰りの巡業が終わった翌日、午前の仕事の終わりに新宿を一人でぶらついていたら、無む能のう力りよく者しやガールズが街頭ビジョンに堂々と映っていた。


    　画面の下や左から「人気絶頂」とか「ただの人間が最強になる」とかいった文字が次々に流れてくる。アイドルのＣＭなのか、格闘技のＣＭなのか、どちらかわからなかった。


    　その中のリーダーらしい黄色（苗みよう字じは思い出せないが、たしか「でんでん」という愛称がついていた。というか、リーダーのくせに赤じゃないんだな）が、『無能力こそ最強という夢をお届けします！』と殊勝なことを語る。


    　言葉は続く。むしろ、加速する。


    『私は自分が何もできない女の子であることにっ！　ずっとコンプレックスをっ！　抱いていました！　スポーツの才能もない。音楽や美術の才能もない。頭だってあんまりよくない。そして──異能力の素質だってないっ！』


    　異能力という言葉の前に、黄色はタメを作った。


    　小さな「っ」がいくつも入るしゃべり方。普段からこんな不自然なしゃべり方をする奴やつはいないから、意図的なものだろう。


    『けれどっ、私たちでも強くなれる時代がっ来たんです。今の私たちはっ、古代の神ミヤーの力を受けて、異能力者にも負けない力を手に入れましたっ！　だから、皆さんも夢を諦あきらめずに頑張ってくださいっ！　夢はかないますっ！　必ずっ！　絶対っ！』


    　異能力者のような力を手にしたことと、諦めずにいれば夢がかなうことは、まったく別次元のことのように思えるのだが（おそらく、ミヤーとかいう得体の知れないものの製造にアイドルが携たずさわったわけでもないだろう）、そう信じさせてしまわずにはおかないような勢いが街頭ビジョンにはあった。つまりこいつらに時代の波が来てるってことだ。


    『才能がなくても、選ばれし者になれます！　それを証明するのが私たち、無能力者ガールズ！』


    　最後の名前を呼ぶところだけ、再び全員の顔が映る。


    　イベントの日程が出る。対戦相手らしき異能力者の名前も。また、川かわ匂わの名前があった。これはショーではなく、異能力者とこいつらのガチバトルなんだろう。


    　ただし、リベンジの川匂を別とすると、そこまで強そうじゃない五ご属ぞく性せい系けいの異能力者ばかりだ。前のＫＣに出てきたようなマジに戦闘向きのタイプはいない。なんとかして無能力者ガールズのほうを勝たせたいんだろう。


    　六人の六色、あるいは六色の六人が時代を変えようとしている。固有名はほとんど思い出せないが、色はぱっと出てくる。黄と赤と紫と緑と青と水色が時代を変えようとしている。


    　あるいは時代を変えようとしているのだと多くの人間が期待している。


    　どちらでも同じことだ。多くの人間がそう期待すれば、奴やつらも力を持つのだろう。偶アイ像ドルというのは信じられることによってはじめて力を発揮できる存在であり、だからこそ聖像破壊運動イコノクラスムなんかも歴史的に行われたのだ。偶像自体が自発的に圧倒的な力を行使するなら、それそのものと対決すればいいだけの話であり、崇拝を止めるなどという間接的な行為など経由しないでいいのだ。


    　自分のところに、こいつらから挑戦状が届いたら、どうするだろう。


    　負けることはありえない。問題はどうやって勝つかだけだ。


    　一応のアイドルを俺は徹底的に打ちのめしていいのか？　普通の人間に対して、およびじゃないのだと見せつけていいのか？　努力して勝てるようにしているのは、所しよ詮せんは印象操作で、かなうわけがないのだと言っていいのか？　そしたら、俺はただの悪者ヒールになりさがるだけなんじゃないのか？


    　とっとと、自分の横を平行に進むこの目障りな線と交わり、白黒をつけたいという想いと、永久に出会わずにいたいという想いがあって、自分でもどちらのほうを望んでいるのか、わからなかった。


    　こういうことは、小こ手で毬まりがいる時に考えるべきだったな。そしたら、すぐに尋ねることもできる。あいつは俺の半身みたいなものだから、ズルじゃない。


    　突っ立っているうちに、そのＣＭは終わっていた。そういえば俺ってチャンピオンの時でもＣＭの仕事はこなかったな。


    　街頭ビジョンは奴らだけの占有物ではない。直後に流れてきたのは、滝たきヶが峰みね万ばん理りの姿だ。何を宣伝するのかと思ったら、街頭ビジョンの中の滝ヶ峰が歌いだす。ＣＤの宣伝だった。けっこう美声だ。しかもダンス付き。


    　そのあとは、なんと斎さい村むら蕣あさがおの顔が出てきた。臓器の一つぐらいが止まってもおかしくないと思った。元『御おん大たい』の陰の存在が大都会の中で自分の顔をさらしているのだ。


    『バトルマーケット１、はじまるから』とぼそりと斎村蕣は言う。日程が表示される。斎村は斎村で異能力者の力を見せるための大会を小規模ながら準備しようとしているらしい。


    　頭がくらくらしていた。スーツ姿の先を急ぐ通行人にぶつかって、ようやく我われに返ることができた。


    　俺のいないところで世界は勝手に動いている。


    　いくつもの風船がふくらんで、ぶつかって、せめぎあっている。どれかが破裂してくれればいいのだろうが、どれも破裂せずに空間を奪い続けていくばかりだ。


    　俺たちはきっとどれかの風船に所属するしかないのだ。風船を統合するようなことなんて、誰だれの手にもできない。


    　その時、携帯電話が鳴った。滝たきヶが峰みねからだった。


    　ああ、また俺は自分の結論を滝ヶ峰を通して決めるのだろうかと思った。


    　影えい殺さつ師しは影殺師と絡むしかないのかもしれない。


    『今、どこにいる？』


    「新宿のど真ん中だと桜は見えないですね。あと、小こ手で毬まりはテレビの収録で別行動です」


    『なら、事務所にはすぐに来られるな。新しい敵になりそうな連中が出てきた。お前にも知らせておく』


    　わかりやすい敵が出てきてくれるのは、やっぱりうれしい。気体や液体より固体のほうが殴なぐりやすいからな。


    「先輩、血の気が多すぎですよ。鎮静剤でも処方してもらったほうがいいんじゃないですか？」


    『私が戦うことが業界のためになるんだから、いいだろう』


    　滝ヶ峰らしいふてぶてしい答えだな。まるで俺の心でも読んで、滝ヶ峰らしいと思う発言を選んできてるみたいだ。


    「ちなみに、どんな奴やつらです？　『御おん大たい』の残党ですか？」


    『残念ながら別物だ。無む能のう力りよく者しやガールズとかいう問題児の黒幕が少しつかめた』


    「え……？　先輩からその名前を聞くとは思ってませんでした」


    『お前でも名前は知っていたか』


    　黒幕っていうのが、俺たちらしくていい。やっぱり、影殺師は裏方の存在だ。


    　わかった、その新しい敵と戦ってやる。それが俺の生き方だ。


    「それじゃ、十分後ぐらいにお会いしましょう」


    　目指すは花はな園ぞの神社の裏の事務所だ。


    「ああ、そうだ、ＣＭ見ましたよ。ダンス上う手まいですね」


    『そんなことはどうでもいい』


    　滝ヶ峰はくだらなそうに言った。


    　くだらないと思うことを真剣にやれるのは才能だよ。


    



    　滝ヶ峰は会議室の中でもとくに狭い個室にいた。


    「お前も、あの妙なぽっと出の道化のことは知っているな」


    　アイドルとすら呼ばないのか、この人は。


    「気持ちはわかりますけど、俺たちの仕事が減ってるってだけで、つぶしにいくのはまずいんじゃないですか」


    「ライバルなら快こころよく受けて立つが、自分たちが出る代わりに異能力者を出すなとテレビ局に迫っているというなら、これは純粋な営業妨害だ。どうも、背後に我われ々われそのものに対する恨みがあるような気がして、探りを入れてみた」


    「また、うちの事務所の密イ偵ヌを使ったんですか」


    　もちろん仔こ犬いぬ丸まるのことだ。滝たきヶが峰みねが小さくうなずいた。怪しいと思えば、滝ヶ峰は愚ぐ痴ちですまさずに、もっと直接的に動く。そういうコマを持っている。


    「まず、前提を話そう。無む能のう力りよく者しやガールズを売り出しているのは、大だい名みようプロという事務所だ」


    　週刊誌の広告にその名前が載っていたことがあったなということを思い出す。


    「あんまり聞かない名前ですよね……」


    「将しよう軍ぐんプロという三流事務所から独立してできた四流事務所だ」


    　将軍から大名に格下げになってるぞ。もうちょっと、飛躍しそうな名前をつければいいのに。皇帝プロとか。


    「まともな芸能事務所であれば、異能力者の事務所をあそこまで敵にまわすようなことはしない。こちらの事務所と衝突しているところが見えれば、テレビ局のほうも使いづらいだろう。金持ちケンカせずの精神でやるのが普通だ。しかし、今回はつぶれかけのプロダクションなので非常識を貫いてきた」


    「たしかに、やり口が少々荒っぽすぎる気はしましたね」


    「正直、芸能界だけのイヤガラセなら私も穏便にすますさ。しかし、こんなものを使われている以上、何かあると思うだろう」


    　部屋に気配が一つ増えた。


    　俺の背後に例のアイドルの黄色が立っていた。


    　びびって、椅い子すからこけそうになった。


    「ベタな反応ありがとうございます。僕ですよ」


    「ああ、仔犬丸かよ……。わざわざ変身しなくていいだろ……」


    「この姿はフェイクですけど、服のほうは本物ですよ。あの子たちの楽屋から一着もらってきたから」


    　仔犬丸が広げたのは、あのミヤーとかいうキャラがひっついているジャケットだった。古代の神とかいう設定のやつだ。服のカラーに合った黄色のモンスター。ゆるキャラとファンシーなキャラの中間ぐらいの、いかにも女子高生のカバンにひっついていそうなぬいぐるみ。無能力者ガールズが売れたきっかけは、このキャラのキャッチーさのせいもあるだろう。


    　それから、べりっ、べりっと仔犬丸はそのミヤーの部分を無理矢理に引っ張った。ミヤーはだんだんと縫いつけられた糸を引きちぎられて、服から分離されていく。


    　俺はなんだか、そのすっとぼけたモンスターが惨みじめに思えてきた。モノだろうと、キャラ化した何かがひどい目に遭うのはあまり楽しい気分ではない。


    　しかし、ミヤーが鞭むちのような細い管くだをいくつも服の中から引きずり出してきたのを見て、そんな憐れん憫びんの気持ちも単純な嫌悪のそれに変わった。根の広がっている芋いもを抜いた時のような光景だ。


    「なんで、こんな妙な構造してるんだ、これ……？」


    　いくらアイドルのシンボルだからって、頑丈に服と結びつけすぎだろう。着脱可能どころか、そっちが本体で離すと女のほうまで死ぬとばかりに服と一体化している。


    「この管くだみたいなのがあの子たちの力のキモなんです。全身から着用者の熱を吸収し、それで異能力に近い力を発現させる──細かい原理はよく知らないけど、科学はこんなところまで進歩してたんですねえ」


    　仔こ犬いぬ丸まるは今度はミヤーの皮にあたる布の部分を強引に裂さいた。急に無機的な機械の集合体が出てきた。少なくとも、異能力者にこんなものは絶対に必要ない。まさか、太陽光発電のためでもないだろう。


    「植物を出す子もやり口は似ていて、乾燥させて圧縮させた植物を一気に吐き出させてるんですね。増えるわかめみたいなもんです。だから、木の担当とか言ってても、出せるのは一部の草だけです。植物の異能力者からしたらとても同類だとは見なせないでしょうが、一般人からしたら似たものに見えるでしょうね」


    「あいつら、本当にただの人間だったってことか……」


    　これまで〝普通の人間〟という言葉は半信半疑だった。無名の異能力者に一般人のふりをさせているだけじゃないかという線も捨て切れていなかったが、この調子だと、そんなことは絶対になさそうだ。


    「異能力者に挑戦してきてるってのは、冗談じゃないってことか……。異能力ＶＳ科学……」


    「危険極まりない科学だがな。私から見たら呪のろいのアイテムだ。これで力を使うと、立ちくらみを起こしかける。あの無む能のう力りよく者しやガールズとかいうのも体を張ってるんだな」


    「先輩、試したんですか？」


    「あんなのが使ってるんだ。少しならかまうまい」


    　自分の体を大切にしない人だな……。


    「おおざっぱに見取り図を説明しよう。異能力者が嫌いな科学者はこのくだらん機械を作り出し、それから、経営が傾いている芸能事務所に声をかけた。まともな事務所じゃないからな。起死回生のアイディアをちらつかせられでもすれば、吟味もせずに食いつく。釣られる魚のほうがまだ人を疑うぞ。事務所には深い意図なんてないし、異能力者に対する恨みだってない」


    　敵をなぶっていくような滝たきヶが峰みねの言葉が、ちょっと小気味よくさえあった。


    「芸能事務所は支給されたうさんくさい服を売れないアイドルに着させた。それが異能力者にコンプレックスを抱いている連中にウケた、そういう流れだ」


    　マスコットの中にいた機械のかたまりが禍まが々まがしく映った。触ふれようという好奇心すら起こらなかった。


    　人間の臓器を見た時に不快に感じるのと同じ原理なのかもしれない。あまりにも自分たちの側がわにあるものを俺たちは見たくないのだ。自分の顔だって、鏡がなければ見られないようにできている。内面だなんてものなら、なおさらだ。


    「その科学者というのも、目星がついてるんですよね？」


    　滝たきヶが峰みねはテーブルにある紙を一枚俺のほうにスライドさせた。すべっていく紙を指で止めると、読む気のうせるような細かい文字が敷き詰められていた。


    「たぶん、読もうと思わないだろうから、口でも説明してやる」


    　わかってるなら、こんなの作るなよ。俺のためだけに作ったわけじゃないだろうけど。


    「こんな不思議なものを作ったマッドサイエンティストの名は紀き尾お井い蓮れん星せい。若い研究者だ。どれぐらい若いかというと、お前より若い。二十代のちょうど真ん中。私と同じぐらいだ」


    「二十代なかばなら、たしかに研究者としてはひよっこですね。大学って、卒業が二十二歳の時で、修士と博士の課程が終わるまでにそこから早くても五年ぐらいはかかるはずだし」


    「研究所は宇う都つの宮みやにある。存在さえわかれば、住所はパソコンでもひっかかる。表向きはもっと地味なものを作って飯の種にしている。ちなみに宇都宮に本拠地があるから、その人形もミヤーというらしい」


    　雑なネーミングだなと思いながら、紙に目をやったらそんなことまで書いてある。そこは削ってもいいだろ。


    「けど、名前の由来までどうしてわかったんですか？　テレビでアイドルが言ってました？」


    「研究所の奴やつに聞いた」


    　えっ？　研究所まで行ったの？


    「僕がこの格好で交渉に行ったんです」


    　──と言った仔こ犬いぬ丸まるの姿は滝ヶ峰のものに変わっている。


    　なるほどな。表向きは滝ヶ峰が直じき々じきに出ていったことにしたのか。いくらなんでも、そんな大物が来たら門前払いとはいかないだろう。


    「脅おどしでも何でもないですからね。こちらは、あなたの組織が強く異能力者を攻撃しすぎなので、もうちょっとどうにかしてくださいとお願いするだけだったから。たとえば、対異能力者ってアイドルでも、もっと異能力者とテレビで絡ませるって売り方もできるわけです。それなら、僕らを売り出すことにもつながるから、ウィンウィンの関係になるし」


    　たしかに、連中の問題点は無む能のう力りよく者しやガールズが異能力者とのガチバトル以外では共演しないというスタンスを貫いているところだ。そうやって、馴なれ合いを排しつつ、異能力者とのバトルを組むから、迫真性も出るというわけだ。


    　同じ番組に出て、ゆるいギャグのような対立を演出できるなら、共存のしようもあるが、そうなるとあいつらの本来の目的からそれてしまうのだろう。売りであるところのガチっぽさは消えることになる。明確に路線変更するのは難しいだろうが……。


    「話のために出てきたのは、菊きく坂さかミライという助手の女の子でしたよ。その子にはっきり言われました。自分たちは異能力者のことが嫌いだ。これからも異能力者の活躍の場が狭まるように行動する。文句があるならかかってこい。そんなことを表現を少しずつ変えながら、二時間ぐらい、ずっと。お茶も出ませんでした。出ても何が入ってるかわからないから、絶対に飲まないですけどね」


    　交渉の余地はなし。


    　黒幕がそれじゃ、芸能事務所も言いなりだろう。


    「それじゃ、どうして異能力者のことを毛嫌いしてるのかって聞いたけど、選ばれし人間って顔をしてるのがムカつくって、またいろんな表現で言われましたよ」


    　その言葉に俺はげんなりした。


    　なんで、そんなファジーな理由でイヤガラセされないといけないんだ。だいたい、そんなにムカつくならアイドルという広告塔など使わず俺たちの前に来てくれればいい。これまでも俺のことが気に入らない異能力者は何人もいたし、俺にケンカを売ってきた。


    　逆か。正面からじゃ戦えないがゆえの搦からめ手からイヤガラセなのか。


    　真っ向勝負で勝てない奴やつが偉そうな顔してるように見えたら、どんな気持ちになる？


    　自分はダメな奴だと反省したりなどしない。さらにムカついて、憎しみをつのらせる。自分の中の毒が増えていく。何もしないわけにはいかなくなる。


    　もしも、戦わずに逼ひつ塞そくすることを選んだら、自分がまぎれもない弱者になる。それは自分を殺すほどの威力がある。自分で作ってしまった毒がまわってしまう。


    　一年半ほど前の自分を思い出した。


    　俺は一度、異能力者業界で食っていくことを諦あきらめた。


    　強い異能力者の活躍場所がないからという理由で。


    　自分で決めたことのはずなのに、空むなしさが俺の心に巣食っていたのを知っている。敗北という大きな二文字が頭に焼きつき、夢の中でも離れなかった。しかも、一回かぎりの負けではなく、人生も、存在すらも否定する次元の負けだ。


    　だから、小こ手で毬まりも俺のことを叩たたいた。それだったら、金がなくてもあがけと言った。


    　勝ち目がないなら諦めろだなんて死んでも言えない。


    　俺の心が深く、深く沈みこんでいる間にも仔こ犬いぬ丸まるの話は続いている。


    「最後に、つぶしに来るなら勝手にしろと言われましたよ。異能力者が勝てないだけの装備で迎え撃ってやるって。あの研究所、本当に僕ら異能力者に勝てると信じてるみたいですよ。少なくとも、助手のその子はそうでした」


    「蟷とう螂ろうの斧おのだな」


    　悪役みたいな声を出して、滝たきヶが峰みねは笑った。もう、滝ヶ峰の腹は決まっているのだ。


    　異能力者に立ちはだかる敵は倒す。以上。


    　たまに滝たきヶが峰みねのことがうらやましくなる。それぐらい、シンプルに生きられたら、人生はきっと光り輝いて見えるだろう。


    　しかし、うがった見方をすれば、それは人間として壊れているからできることなのだ。正常な人間はもっと弱い。心も体も。こんな生き方はどこかで挫ざ折せつして、自分で自分を去勢するしかなくなる。


    　皮肉な話だが、俺たちの邪魔をしようとしている科学者のほうがまだ気持ちが理解できた。ひがみややっかみは、ずっとトップランナーでいられなかったほぼすべての人間が抱いだく感情だ。あとはそれを形にするかどうかだけだ。


    「さて、すぐに乗りこむわけにはいかないが、いずれ次なる戦いが来るだろう。なにせ、使用者にも危険がおよぶ服を着せて、こんな茶番をやらせているわけだからな。放っておくわけにもいくまい」


    　俺がここに呼ばれている理由はわかっている。


    「その時は戦ってもらうぞ。宣戦布告をされたからには、総力戦でいく」


    「あの、別に嫌いやだってわけじゃないんですけど、どうして俺なんですか？」


    「裏の問題には裏の人間が当たるというだけのことだ。それに、私だってたまにはお前を信頼することもある。今がそれだ。まともな処世術など持ち合わせていないからこそ、信頼できる人間というのもいるわけだ」


    　信頼の代償が危地に身を置くことなら割りには合わないが、そこに文句を言っていたら、俺の人生がまるごと否定される。裏の者として戦ってやる。


    　それはいいとして──


    「あの、まだ敵のことで疑問があるんですけど」


    「何が気がかりだ？」


    「無む能のう力りよく者しやガールズの人気って、根底に異能力者に負けたくないっていう一般人の意地みたいなものがあると思うんですけど、こういう声って以前はそんなに感じなかったんですよね」


    　実のところ、答えはわかっていた。だから、これは答え合わせだ。俺が聞きたいのは滝ヶ峰なりの解説のほうだ。


    「だとしたら、俺たち異能力者のほうに変化があったってことですか？」


    　滝ヶ峰はじろじろと俺の顔を見た。憂うれいと諦てい観かんと、それからむきになったような強さを見た。


    　俺は、なぜかほっとした。こいつにだけは同情されたくなかった。同情されることは対等ではないと三み行くだり半はんを突きつけられるのと変わらないからだ。


    「この一年ほどの間に、異能力者が強さを誇るものに変わった」


    　うん。川かわ匂わも言ってた。


    「異能力者で最強を目指すということは、つまり、人類の最強を目指すことと同義だ。それを応援する一般人がいる一方で、自分たちが劣った側がわであるという事実を目の当たりにしたと感じた者もいただろう」


    「俺のせいということですね？」


    「時代を作るということは、そういうことだ」


    　もしかして、俺はひどいマゾなのではないだろうか。サドである滝たきヶが峰みねに罰せられなければ、生きていけないのだ。


    「俺の責任だとは言わないんですか？」


    　あるいは責任があるから、戦いに参加しろとか。


    「逆さか恨うらみする側がわの責任だ。怨えん嗟さの声を受けない英雄など存在しない」


    　滝ヶ峰の言葉は俺がひっくり返すには、あまりにも質量があった。小こ手で毬まりがここにいたらと思ったけれど、小手毬も間違いなく滝ヶ峰の味方をしただろう。俺は一人だ。


    　それと、もう一つ懸念があった。


    「宇う都つの宮みやを攻めることになったら、異能力者ではない一般人と戦うことになりますよね？」


    　それは力を持つ者として、正しいことなんだろうか？


    「敵は敵、それだけだ。我われ々われがどう生きようと目の前に敵はやってくる。自分から逃げない限りな。逃げたくないなら倒すしかない」


    　ドアの前の荷物が邪魔ならどけるだろう？　そんな調子で滝ヶ峰は言う。


    　もっともな話だ。そこに葛かつ藤とうを作り出すポイントなど滝ヶ峰にはない。


    　なのに、俺はその論理を場合分けしてしまう。


    　敵が異能力者なら問題なし。自分の生き方が異能力者を刺激することはわかっていた。叩たたけ。つぶせ。叩きつぶせ。


    　敵が異能力者でない場合は……どうするんだろう？


    　自分より力で劣っているとわかっている者を叩きつぶすのはアリなのか？　それで溜りゆう飲いんが下がったりなんてするのか？


    　異能力制限法に抵触しない範囲でもやりようはある。殴なぐられれば、ぽかんと手加減して殴ればいいだけだ（殴るだけでも暴行罪だけど）。けれど、生き死にに関わってくる抗争をやるとなったら……。


    　俺の中ではすべての問題を異能力者の内側で完結させてたんだけど、そうはいかないらしい。ツイッターで論争してたら赤の他人が割りこんできた時のような面倒くささを感じた。


    　後ろから俺の両肩に手が置かれる。いまだに滝ヶ峰のままの仔こ犬いぬ丸まるだ。滝ヶ峰の顔が二人いるから、どっちがどっちか、わかりづらいんだよ。


    「また、気に病んでますね。繊せん細さいすぎるんですよ、先輩は。敵は敵なんですから」


    「むしろ、お前が飄ひよう々ひようとしすぎだ」


    「だって、人を騙だますのが仕事なのに、罪の意識なんて感じてたら、ダメじゃないですか。自然界に罪はありませんよ。全部、人間が作り出したんです」


    　仔こ犬いぬ丸まるが両肩を冗談半分でもんできた。旅から戻ってきた時の疲れとよく似た感覚がある。次の仕事はどこだったかな。新潟か。


    「どのみち、すぐには動かん。きっかけもなしに不法侵入して、争ったら、こちらが犯罪者になるだけだ。あくびでもして待っていろ」


    「穏おん便びんにすむことを願ってますよ」


    「今度は優柔不断にならないでもらいたいものだな。お前は最後の決断で迷う。淵えん堂どうの時も、『御おん大たい』の時もそうだった」


    　常習犯だから、釘くぎを刺されちまったな。


    　その夜、戻ってきた小こ手で毬まりに、飯を食いながら今日の出来事を話した。とくに小手毬は何も言わなかった。食事のあと、俺がぼうっとしている時間も、小手毬は新しい敵の話をしたりはしなかった。俺はずっと、テレビを見て、時間をやりすごしていた。


    　こんな時ばかり、時間が経たつのが遅い。


    「あれ、今日はパソコンでエゴサーチしないんですか？」


    「なんか、気が乗らないから、いい」


    　今見ると、にらんでくるだけだった連中の言葉が聞こえてきそうで、気持ち悪かった。


    



    　新潟での仕事は、さしたる問題もなく終わった。


    　そこにも俺を脅おびやかすような強敵は当然ながら誰だれもおらず、結果的にそれは俺の集中力を殺そいだ。俺は敵よりも観客席に目をやっていた。俺たちを見て沸いている客の後ろに、俺を呪のろう透明な人間が立っているように感じた。それは感じるだけで、実際はそこにはいない。異能力者を呪う存在がこんなところに足を運んだりはしない。なのに、それは確実にこの世界の中に存在するのだ。俺たちが落ちぶれていくのをずっと願っているのだ。


    　帰りの新幹線、長なが岡おかを過ぎたあたりで俺は眠りに落ちた。


    　無む能のう力りよく者しやガールズが襲おそってくる。俺は小手毬の糸で敵を叩たたきつぶそうとする。異能力者が普通の人間を狙ねらうなんて、卑ひ怯きようよ。夢の中で、無能力者ガールズの誰かが言う。それでも戦わないとやられる。糸で敵を倒す。その後ろ側で、また輪郭だけがかろうじてわかる透明人間が立っている。そいつは口も見えないのにしゃべりだす。「お前は失格だ。異能力者が一般人を攻撃することなど許されてはいない。投獄してやる」「何が悪いんだ。お前らがやってきたんだろうが」俺はもちろん反論する。しかし、透明人間は続ける。「お前は異能力者の前に暗殺者だ。金さえもらえば、罪もない人間だって手にかけてきた一族だ。異能力者だと見栄を張ったって、ただの卑いやしい男なんだ。そんな男が活躍していれば、納得がいかない人間が出てくるのは当然だろうが。誰も、お前を望んだりなんてしていない。結果や記録はお前を認めるしかなくても、社会や世界はお前を認めたりなんてしない」


    　力がすべてだなんてお前の作った価値観はぶっ壊してやる。


    　異能力者を狩ってな。


    　──はっとして、目が覚めた。


    　小こ手で毬まりがいつのまにか買っていたペットボトルを俺の前のテーブルに置いた。


    「寝汗、出ていますよ。水分補給を」


    　言われるままに水を飲んだ。窓の外はトンネルの中なのか、暗かった。何も俺を見てなどいない。


    　夢の起点は思い出せないが、とにかく、自分がいらない、いらないと悪あしざまに言われていたことだけが記憶にある。あまり楽しいものではなかった。


    「なんで、人間って悪夢はよく覚えてるんだろ」


    「仕事だから疲れて当然ですよ。遠距離の移動も多かったですし」


    　案外、本当に肉体的な疲労のせいかもしれない。心と体はつながっているから、どちらかがマシになれば、もう片方も好転するだろう。


    　考えてみれば、休暇らしい休暇もなしにやってきたのだ。仕事自体がない時代が長すぎて、休む日を作るという発想が抜けていた。オフの日ぐらいはあるのだ。二泊や三泊の旅行だってできる。巡業が入ったせいで、オフが小手毬と重なる日も去年より多いはずだ。


    　行くとしたら、どこだ？　みぞれと以前から話してた沖縄もいいけれど、大学生になったばかりで、あわただしいか。それにちょっとした食事ぐらいなら巡業の間に腹に入れてきた。今回だって、新潟を離れる前に寿す司しを食べてきたのだ。


    「小手毬、休みとったら、どこか行きたいところあるか？」


    「そうですね……行きたいところ、行きたいところ……」


    　その声は、トンネルを進む電車の音でほとんど残らなかった。俺は小手毬の口に耳を近づけた。


    「ブルゴーニュ地方」


    「フランスじゃねえか。さすがにスケジュール的に無理だろ。小手毬の海外ロケについていくなら、望むところだけど」


    　また、小手毬は考えこむ。その間にトンネルを抜けたが、山の中を走っているらしく、車窓に光のようなものはまったく見えない。夜の新幹線は時間そのものを移動しているような気がしてくる。


    「その様子だと、イタリアもスペインもダメみたいですね」


    「もうちょっと気楽に行けるところにしてくれ」


    　席の前の、網のポケットにはＪＲ東日本が出している旅の雑誌が必ず入っている。開いてみる。参考になるかと思ったが、ＪＲ東日本の本だから、東北の紹介ばかりだった。


    「では、ご実家に帰られてはどうでしょうか？」


    　考えてもなかった選択肢が出てきた。


    「ほら、大おお晦日みそかのＫＣのせいで帰れませんでしたし。結局、二年連続のＫＣで帰れていないですよね」


    「たしかに悪くないかもな」


    　高校を卒業して東京に来てから、実家に帰省した回数は多くない。


    　移ってきた最初の二年は、あまり帰ると東京になじめていないようで嫌いやだった。


    　そのあとの三年は、仕事のことを聞かれるのが嫌だった。


    　そのあとの二年は、今、津つ山やまに帰ったら東京に引き返せなくなるようで怖こわかった。


    　そこから先は、目の前のことに精一杯で、故ふる郷さとのことを考えずに生きていた。


    　何度か親おや父じの声は電話で聞いていた。しかし、電話があるせいで、かえって帰りたいという気も起こらなくなっていたのだと思う。帰ってもかなりの確率で夫婦ゲンカしてるし。


    　そんな間にも時は流れて二十七か。こんなんでまともな三十代になれるのだろうか。でも、それは三み十そ路じが終わってから総括すればいいことだ。目下の懸案はほかにある。悩みは自分の内ではなく、外からやってくる。


    　答えの出ない悩みなら、ずっと時間をかけて乗り越えていくしかないのかもしれない。渋しぶ柿がきが干されているうちに甘くなるみたいに、いい思い出になる日も来ると信じて。今はのんびりとしよう。


    「わかった。小こ手で毬まりの空いている日を教えてくれ。二泊三日な。出発日は多少時間が遅くなってもいいけど」


    　小手毬はスケジュール帳を出して、予定を確認する。ぱっと見、空いている日はなかったが、小手毬は悲観的な顔はせずに、「打ち合わせはほかの日に移せるはずですから」と言った。


    



    
      ★

    


    



    　四日後、俺たちは昼過ぎまでの仕事を終え、東京から新幹線に乗った。東京では葉桜の割合が増えてきた頃ころだった。西に向かって進むから、車窓は葉桜ばかりだろう。


    「あの、御両親に帰る連絡をしていましたか？」


    「してねえよ。うちは放任主義だからな。それに、ちょっとしたサプライズになるだろ」


    　これまでの帰省もまともに連絡をいれたことがなかった。逆に、親もいつ帰ってくると聞いてくることは、あまりない。舞まい花かに話したら淡白ではないかと言われたことがあったが、仲が悪いわけでもないのだ。それが冬ふゆ川かわ家の標準だ。


    　妹の白びやつ虎ことも修学旅行で東京に来た時に会ったし、メールぐらいは来るし、つながりはある。五通に一通ぐらいは、もうLINEやってよ、そっちのが安くすむんだよって内容だったりするけど、面倒だから入らない。


    「収録で西日本に行ったついでに帰省したらよかったかもしれませんね」


    「そのほうがお金は浮くけど、事務所に連絡するの面倒そうだな……。私用が混ざったら、切符代出ないんじゃないか？」


    　今度、ダメ元で事務局の高たか村むらさんに聞いておこう。もしかすると、交通費がかなり節約できるかもしれん。


    　新幹線の車内では専門誌の連載エッセイの原稿を書いていた。連載開始の頃ころと比べると、強さをくどいほどに押し出すようなことはしなくなっていて、話題は過去の実体験などに移っていた。それでも、読んでくれる人がいるというのはうれしいことだ。載っているだけで読まれてない可能性もあるけど。


    　今日はトイレが近かった。そわそわする要素なんてないのに。帰って何かをするわけでもないのに。むしろ、何もしないために俺は津つ山やまに帰るんだ。


    　トイレのために、通路を往復していると、テーマパークの袋が目についた。夢を買ったあの人たちは、どんな顔で明日からの現実を生きるのだろう。夢と現実のあまりのギャップにめまいを覚えてしまわないだろうか。


    　名な古ご屋やを過ぎたあたりで、小こ手で毬まりが読んでいた本を置いた。眠くなってきたのだろう。仕事の早い小手毬は、エッセイなんて家で書き上げている。


    　うとうとと船をこぎながら、俺の肩に頭を預けてくる。


    　俺も小手毬のほうに首を傾けた。頭と頭が変だけどぎりぎりのバランスで支えあう。仕事はここで中断でいい。小手毬とこうやって、過ごしているほうがいい。


    　八はち王おう子じの家だったら、こんなのんびりとした時間を過ごせないのは、どうしてだろう。甘えた小手毬を見られるだけでも、旅行に来てよかった。


    　もしかすると、俺は小手毬に甘えられたかったのかもしれない。我われながら身勝手な言い分だ。俺なんかがずっと小手毬を支えられるわけもないのに。でも、近くの誰だれかのためにばかり生きられたら、世話を焼けたら、少し自分から目もそらせたかもなとは思った。


    　新しん大おお阪さかを出ると、岡山までの道のりはそう遠くなかった。その分、岡山からの津山線を長く感じた。金かな川がわ、福ふく渡わたり、弓ゆ削げ、亀かめの甲こう。俺が津山から出た頃から、津山線は何も変わってないと思った。変わらないことがいいことか、悪いことかはよくわからなかった。


    　親に連絡してないから、津山の駅に着いても車での迎えはない。少し値段は張るが、タクシーに乗った。運転手は、「もしかして、小手毬ちゃんかぁ～」と小手毬のほうにだけ気づく。そのなまり方で、ああ、美みま作さかに戻ってきたと感じた。


    　小手毬は、「そうです」と答えた。俺のほうは苦笑いしていた。異能力バトルに興味がない人間の中では、小手毬だけで完結しているらしい。嫉しつ妬との念のようなものは枯れてしまったのか、とくに表に上がってくることもなかった。


    　そういえば、「正」の字が並んでいる手帳も、もう出てこなくなった。五十個たまったからかもしれないが、五十一個目の問題は半年ぐらい起きていない。俺と小手毬の間のすれ違いはもう消失したのかもしれない。


    「何か変わったことありました？」と俺は運転手に聞いた。美みま作さかのなまりは東京に慣れたせいで、出なかった。こういうのを「東京病」と呼んだアーティストだか作家だかがいたと思ったが、名前が出てこなかった。「東京病」を患わずらった人間は、もう東京でしか生きていけないと思う。でも、それで幸せなのだ。


    「なぁんもないんじゃ。変わらんなあ、津つ山やまは。ああ、鳥取のほうへ抜ける道が一本、土砂崩れで封鎖されよったんじゃ」


    「物もの見み峠の道でしたっけ。あれ、いっつも落石かなんかでふさがってますよね。冬は閉鎖されるし」


    「あのへんの森もなあ、台風で細い杉が倒れて、えろうことになっとるよ。べりべりって音たてて折れていってなあ、どないなっとるんじゃって林業しとる親戚も言っとったわ。あそこも古ふりい道じゃからのう」


    　運転手はこのあたりも昔は林業でにぎわったそうだが、今じゃ木の値段が安くてどうにもならないと言った。舟しゆう運うんがまだ豊かだった頃ころを想像しようとしたが、二十数年しか生きていない俺には荷が重かった。津山の城の近くを通った時、一瞬、ここが小さな独立国で、自分が東京という別の国から来たような気持ちになった。


    　急行砂さ丘きゆうが廃止されたのはいつ頃だったか。もう、白びやつ虎この年ならそんなものが走っていたという知識すらないだろう。特急「スーパーいなば」は津山を通らずに上かみ郡ごおりから智ち頭づ急行経由で瀬戸内と日本海側を結ぶ。


    「いいところですが、ずっと物寂しい感じですね」


    　小こ手で毬まりが田園風景に目をやりながら言った。


    「ハレとケのどちらかに分けるなら、ここはずっとケのほうですね」


    「東京はハレの日が多すぎたもんな」


    　家の前に着き、料金を払う。タクシーは三千円ほどかかった。空を見ると、ちょうど夜が昼を食い尽くそうとしていた。深く恐ろしい夜は目前に迫っている。当然、「ふゆかわでんき」の灯あかりは消えていた。田舎の店は五時には閉まる。


    　店の横にまわりこむと、旧家然とした引き戸式の入り口が見える。


    　左奥に菜園と化した広い庭が見えた。エンドウ・トマト・ネギ、そんなものを育てていて、あと、ザクロと皮の厚いハッサクの木、それと柿かきの木がある。


    　ザクロは食べ終えた頃には手が真っ赤になるうえに、種が欠けた歯のように見えて気味悪かったし、ハッサクは目が飛び出そうになるほどに酸っぱくて、食卓に出ると俺は嫌いやな顔をしていた。野菜を除けば、まともに食べられるのはぼに柿という干し柿ぐらいのものだったが、それも一つ食べると飽きが来て、二つ目に手は伸びないのだ。あとは、成人してから帰省した時、親おや父じが果実酒を出してきたっけ。古い梅酒のような味がした。


    　今になって思えば、それはすべて、この土地にしみついたような味だった。食べたいかと言われれば首を縦には振らないが、どうせ東京で食べられる場所もないのだ。俺は津つ山やまの空気を呼吸するたびに、自分がすでに異邦人になっていて、津山の土地では生きていけないことを知った。


    　家から漏もれる灯あかりの数も少ないなと思いながら、引き戸に手をかけた。


    　俺は、無意識のうちに玄関にこもるにおいを思い出した。ランの鉢植えが隅に並んでいて、そのランの肥料のにおいがくすぶっている玄関だ。日が強く差しこまず、風も強くは吹きこまず、どこか薄暗い。迷いこんだ名前のわからない虫が歩いている。そんな湿った玄関から俺は高校までずっと出入りを繰り返していた。あのにおいは、昔から変になつかしい感じがして、嫌いやだとは思わなかった。


    「あれ？」


    　引き戸が開かない。こんな田舎で、まして影えい殺さつ師しが戸締まりをするのか。俺がいた時はしてなかったのに。苦笑しながら俺はインターホンを押した。ピンポンの音すべてに濁点をつけたいような、ひずんだ音がする。


    　かすかな足音がした。引き戸の左手の前に突き出した応接間の大きな窓から、妹の白びやつ虎こが不安そうに顔を出している。高校から帰ってきたばかりなのか、まだ制服を着ている。俺に似ずにかわいくなったなと、妙な安あん堵ど感かんがあった。


    　俺と目が合うと、不安げな顔はいくぶんやわらいだ。うなずいたような仕草をすると、応接間から姿を消した。どたどたという音のあとに、玄関にまわりこんで引き戸を開けてくれた。ランの肥料のにおいが、ふっと香った。


    「本物だよね？」


    「本物だ。なんなら、サインしてやろうか？」


    「お兄ちゃんのサイン知らないから、わからないじゃん」


    　まあ、それもそうか。だったら、免許証でも出そうか。


    「私がいるので、間違いはありませんよ。白虎さん、お久しぶりです」


    　丁重に小こ手で毬まりは礼をする。白虎が救われたような顔で、「お姉ちゃん、テレビで見てるよ！」と言った。昔から、白虎は小手毬をお姉ちゃんと呼ぶ。小手毬が家に来たのは、白虎が五歳の時だったか。


    「それじゃ、長旅で疲れてるし、とっとと家に入れてくれ。親おや父じとおかんにもあいさつしとかないと」


    　なぜか、白虎の顔が重いものに変わった。


    「二人ともいないの」


    「いないって、どういう──」


    　俺の言葉が終わる前に、白虎は小手毬に飛びついた。その時には、もう泣きはじめていた。小こ手で毬まりは事態もわからないまま、白びやつ虎この背中をさすってやっていた。お姉ちゃん、お姉ちゃんと白虎の幼さの残る声ばかりが響いた。


    「落ち着いてください。ここには白虎さんを傷つける人は誰だれもいません」


    「あの……二人とも……変な人たちに誘拐されちゃって……」


    　信じたくないし、信じられなかった。


    「まさか……あの二人が誘拐されるか……？　影えい殺さつ師しの末まつ裔えいだぞ……？」


    　親おや父じは煌こう霊れい遣いの生き残りで、母親も暗あん器きを専門に使う影殺師だ。親父──黄こう龍りゆうには、今、煌霊はいない（はずだ）し、母親の蚕こ影かげも俺が生まれたのを機に足を洗った（ことになっている。真相はよくわからない）。


    　もっとも、引退しているとはいえ、家系が家系なので、夫婦喧げん嘩かは自衛隊に出動要請をしたいレベルで過激だった。俺が生き延びているのが不思議なぐらいだ。


    　頭の上を、クマの置物、掃除機、テレビ、古いパソコン、包丁、たいていのものが通過した記憶がある。せめて、食器とかにしてくれ。タンスや冷蔵庫やプレハブ小屋を投げないでくれ。それでも電器屋のほうの商品は投げなかっただけ、偉いのか。それなら、家じゅうの物という物に値札をつけておくべきだった。


    　そんなハートウォーミングではないが、ボディはウォーミングな冬ふゆ川かわ家の人間が誘拐されるなんてことは、ちょっと想像しづらい。むしろ、家系的には誘拐をする側がわだろうに。


    「私が人質にされて……それで、二人も抵抗ができなくて……」


    　なるほど。誘拐なんて不ふ埒らちなことをやる奴やつなら、人質ぐらいとるか。


    　もっとも、白虎も骨や関節ぐらいなら破壊できるはずなんだけどな。非力でも使える護身術は軒並み教えこまれているはずだ。クラスの男子全員と順番にケンカさせても、九割には勝てるだろう。


    　なのに、二人が従うしかなかったのだから、敵は異能力者だな。一般人が人質をとったぐらいじゃ、いくらでも隙すきがつける。


    「仕方ないからって、二人はついていったの……。今から、四日前……」


    「どうして言わなかったんだよ！」


    　小手毬にしがみついている白虎に背中から怒鳴った。四日って、それがどれだけの時間なのか、わかってるのか？


    「二人が言うなって……。言ったら、お兄ちゃんが来て、巻き込まれちゃうからって……。言ったら、承知しないって……」


    「事前に口止めされてたのか……」


    　あの親のことだ。こんな非常事態の五回や十回は経験してるんだろう。一切のトラブルなく、生きてこられたとも思えないし、子供の知らないところで危険な橋も渡ってたはずだ。


    「敵の正体、わかるか？」


    　声のトーンをやさしいものに変えた。白びやつ虎こを責めても、何も変わらない。暗殺者というのは、合理的に生きないといけないのだ。


    「へ、変な服……。ロボットみたいなパーツが手と足についてて……。そういうのが五人ぐらいいて……。すごく速かった……」


    　なんだ、そりゃ？　心当たりがない。異能力者は、あまりにもなんでもありなせいで、存在が読めないのだ。


    「リーダーっぽい女の人が、名前も言ってた。漢字わからないけど、きくさかって……」


    　何かひっかかるところのある響きだった。でも、どこで聞いた……？


    「それと、宇う都つの宮みやまで来てもらうって、言ってた」


    　線がつながった。


    　間違いなく、あいつらだ。無む能のう力りよく者しやガールズの背後にある妙な研究所。


    　宇都宮に偶然、地下組織が集中しているということはないだろう。餃ギヨウ子ザの店は密集してても、地下組織はあっても一か所のはずだ。


    　異能力者嫌いの科学者、紀き尾お井い蓮れん星せいとその助手、菊きく坂さかミライ。そいつらが、妹を人質にして、両親を連れていきやがった。


    　ただし、怒りよりも、むなしさのようなものが先にやってきた。


    　いつも、そうだ。いつだって、そうだ。俺が自分の生き方を貫こうとすると、必ず邪魔が入る。そうしないほうがよかったんだって、囁ささやいてくる。


    　自分の将来を賭としてＫＣに出た。命もなげうつつもりで、小こ手で毬まりをさらった悪党にも、『御おん大たい』にも挑んだ。やっと、安住の地を見つけたと思った。


    　今度は親を天てん秤びんにかけようとしてくるのか。


    　どうして、俺だけで完結させてくれないんだよ。なんで、よってたかって、まともに真ま面じ目めに生きることすら邪魔をしてくるんだよ。そんなの卑ひ怯きようじゃないか。どんな神経で卑怯なことができるんだ？　そうまでして俺を倒すことにどれだけの意義があるんだ？


    「マスター、助けに行きましょう」


    　小手毬のその言葉は実の息子の俺よりも早かった。


    「親を救うのは子供の仕事です」


    　選択するものも、思考する意味も、小手毬にはなかったんだろう。親族が誘拐されたから、取り返しに行く、本当にそれだけの話だ。


    　よく考えたら、影えい殺さつ師し二人がそんなにあっさりとやられるわけがない。手の打ちようはいくらでもある。これまでの戦いを思えば、あくびが出るぐらいには気楽だ。


    　ただ、ほかのところで迷っていた。


    　自分の力で、一般人をつぶすという発想がなかったせいだ。


    　クズをぶん殴なぐることはいくらでもできる。女だろうが、子供だろうが、クズは殴れる。けれど、殺すしかないような状態になったら、俺はしかるべき手が打てるのか？


    　俺を否定しようとしてくる人間全員を相手にして、戦えるか？


    「どうせ、ここからすぐに宇う都つの宮みやには行けない。滝たきヶが峰みねに会って、状況を説明する。増員も頼めるなら頼む。この業界で今回の敵について一番詳しいのはあいつだからな」


    　自分でも不思議なほどに俺は冷めていた。冷めることができていた。相次ぐ修しゆ羅ら場ばが俺に興奮するということを許さなかった。悪いことじゃない。


    　これは自分たちをおびき寄せる罠わなだ。一度、状況を整理しよう。


    　まず、犯人は個人ではなく、地下組織だ。数もまったくわからない。


    　取引はできるか？　それも難しいだろう。犯人が異能力者自体を憎んでいる連中である以上、目的はおそらく俺を消すことだから。


    　俺から巻き上げられる金もなければ、降ろせるほどの業界の特別なポストについてるわけでもない。とれるものなんて命ぐらいのものだ。「元」最強でも命をとるぐらいの価値はあると思っているってことだろ。


    　救いようのない愚おろか者に目をつけられた。だいたい、話し合いで解決できるような奴やつは、人間を誘拐したりなどしない。巨悪はわかりやすい悪事を行わない。


    　ったく、なんで異能力者ってだけでこんなに苦労しないといけないんだよ。これが有名税だと人が言うなら、一円も払わずに踏み倒したい。こんな義務があってたまるか。


    　小こ手で毬まりは俺の態度に思うところがあるようだったが、宇都宮までの実質的な距離が無視できないことはわかっているらしく、咎とがめるようなことは言わなかった。その代わり──


    「あまり待たせないでくださいね。私も親孝行がしたいです」


    　とだけ言った。


    「お前の親は別にいるだろ」


    　まっすぐな小手毬が照れくさかったのか、つい、そんな言葉が口をすべった。しまったと思った。まだ俺は心のどこかで、血のつながっているほうの家族を大事にしてほしいと思っているらしい。煌こう霊れい遣いが煌霊にルールを破らせようとしてどうする。


    「そんなことを思い出させないでください」


    　小手毬は、食事で苦手な野菜を出された子供のように、途方に暮れた顔になる。それから、あわててこんな言葉を継ぎ足した。


    「私の両親はマスターの両親、黄こう龍りゆうさんと蚕こ影かげさんのお二人だけです」


    　小手毬がそう言うなら、今更俺に付け足す何ものもないけれど。


    「お前は、本当にぶれないよな」


    「マスターがぶれすぎているだけです」


    　返す言葉もない。


    　もしかすると、俺も小手毬も自分を縛るようなものから、距離をおきたかったのかもしれない。身勝手にそんなことを考えた。


    　滝たきヶが峰みねに状況を伝えた俺たちは翌日の早朝に家を出ることに決めた。


    　それから、舞まい花かにも連絡をして、白びやつ虎こを預かってもらうことにした。こんなところに一人だけ残していくのは危ないし、なにより白虎が心理的に耐えられないだろうと思った。この数日を両親を欠いたまましのいでいた白虎の内面は、ちょっと俺もはかりかねた。


    　でも、はっきり言って杞き憂ゆうだった。


    　泣いたあとの白虎はけろりとしていた。親の居所がちゃんとわかった時点で、二人が戻ってくることが白虎の中では確定してしまっているらしい。


    「なんか、すっきりしちゃった」


    「だよな。どうせ、帰ってくるもんな」


    「長い人生、親がいなくなることもあるよね」


    　小こ手で毬まりは白虎の顔を何か言いたそうに見ていたが、そのまま黙っているだけだった。白虎も意図は汲くみ取ったらしい。


    「けど、私たちって変わってるのかな」


    　授業で小難しい質問をされたように、白虎は指を下くちびるにつけた。


    「『悲しい』がパック詰めされて、それで終わっちゃうよね。一回、『悲しい』がおなかで消化されちゃうともう気にならなくなる。それって、ほかの人が見たら不気味なのかな。親が誘拐されたら、とりあえず取り乱しているほうがいいのかな」


    　白虎の頭に手を置いた。もう夕方だから、髪が乱れてもそんなに怒られはしないだろう。


    「これが俺たちの家の常識だ。どうせ、大きくなったら、もっとほかのことでたくさん悩むんだから、そっちの心配してろ」


    「それはそれで嫌いやだよ」


    　俺も頭の中で同意した。


    　だけど、嫌でも悩みはやってくるんだ。誰だれにだって。


    「悩みなんて何もないですなんて言ってるバカとだけは付き合っちゃダメだぞ」


    「はいはい。気をつけます」


    　言った自分でも妙な言葉だと思ったが。白虎は深く聞こうとはしなかった。


    　ややこしい奴やつだと思われただろうか。


    



    　食事は家にあるもので、小手毬が作った。品数は多いのに、広いテーブルはそれでも埋まらなかった。


    　実家の自分用の箸はしで白米をすくう。実家に置いてある箸を目にするのなんて、本当に久しぶりなのに、ちゃんと忘れずに覚えているものだ。やけに黒いのが俺の箸だ。


    「なあ、白虎」


    「何、お兄ちゃん？」


    「お前は異能力者として、生きていくつもりとかってある？」


    「わからない。でも、東京には出たいかな」


    　俺と白びやつ虎こは十歳、離れている。十年前の俺もそんな高校生だったなと思った。


    「お姉ちゃん、おいしい」と、白虎はかぼちゃとピーマンの炒いため物に箸はしをつける。白虎はかぼちゃを煮たのを嫌いやがる。だが、炒め物になるとおいしいと言う。だから、マーボーナスには必ずかぼちゃが入った。


    　どこにでもある家族の会話がなぜか異質なものに聞こえる。俺たちがどこにでもある家族じゃないからだ。


    「ここの野菜、ほとんどうちと近所の家の畑からもらってきたものだよ。あと、前はイノシシのお肉ももらった。畑に悪さしてたのを撃ったんだって。あと、お米も近所で収穫したもののいただきもの」


    「自給自足社会かよ」


    「本当に自給自足できるなら、東京に出ていかなくてもいいんですがね」


    　小こ手で毬まりは料理はおいしいのに、自分ではあまりおいしそうにごはんを食べたりはしない。ずずっと、ナスの味み噌そ汁しるをすすった。


    「やっぱり、都会に行きたいな。私は田舎だと、何のために生きてるかわからない気がするから」


    　田舎に失礼な言いぐさだとは思ったが。先に田舎を捨ててしまった俺は何も言い返すことができなかった。職業柄、事務所のある新宿に通える範囲にしか、俺は住めない。


    　俺たちは親の話を不思議なほどにしなかった。誰だれかが意図的に避けていたわけではなかった。ただ、親の危機について語るべき言葉を俺たちが持っていなかっただけだ。影えい殺さつ師しの生き残りは平然と生き延びているし、俺を呼び寄せるエサ以外の意味を敵に与えることもないはずだった。


    「いっそ、助けに行かなかったら、敵も諦あきらめて、解放してくれるんじゃないかな」


    　食後にお茶を飲みながら言うと、小手毬ににらまれた。


    「マスターなりに明るくしようとしたんでしょうが、品がいいとは言えませんね」


    　小手毬の言葉は、つまらないほどに事実だったので、俺も素直に受け入れた。親を助けたくないわけではなかったし、怖おじ気づいたわけでもない。


    　けど、今度の敵と向かい合いたくはなかった。


    「敵はつぶす。冬ふゆ川かわの一族が舐なめられているんだから、それは絶対だ」


    　広間で布ふ団とんを三つ並べて寝た。白虎が一人で寝たくないと言ったせいだ。防犯の意味もあったし、当然同意した。俺が窓側で、真ん中が白虎で、襖ふすまの側そばが小手毬だ。


    　俺は古い窓のほうを向いて、横になった。この窓の奥にザクロの木があったはずだ。酸っぱいザクロの実を思い出すと、唾つばが口にあふれてきた。


    　白びやつ虎こは体をエビのように曲げて、俺のほうに向いた。背中に白虎を感じた。


    「怖こわかったよ」


    　ぼそりと白虎は言った。


    「殺されちゃうかもしれないと思ったよ。まだ死にたくないって、ぶるぶるふるえたよ」


    　ああ、自分の命が危うくなることには白虎だって免疫はないんだ。


    　これは俺に向けた言葉かわからなくて、実際、一つの相あい槌づちもなくても続いた。聞いていることを示すと、言えなくなる言葉も世の中にはある。


    　心の中で、続けてくれと言った。


    「それで、二人が人質になってくれた時、よかった、助かったって思って……親がいなくなったことを取り乱すより、そっちの気持ちのほうが強くて……だから、怖かった……」


    　俺の想像の外側の言葉がそばで強く流れはじめていた。身じろぎができなかった。


    「これって、ほかの人がそうなっても、きっと同じで……もしお兄ちゃんが私の身代わりになって死んでも、その時は悲しくても、数年後とかに、きっとあの時、自分じゃなくてよかったって思うし……思っちゃうのを想像するのも怖くて、だから、都会に行きたいんだよ。ここより、普通になれそうだから。ここにいたら、化け物みたいな大人になりそうだから……」


    　白虎のほうに寝返りを打って、少し背中をなでた。
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    　声はかけなかった。どう言うのが正しいかなんてわからなかった。


    　こんな選択が白びやつ虎こにやってきた時点でおかしいんだよな。


    　普通の人間は、目の前で両親がさらわれたりしないのだ。背負わなくていいものを白虎は背負わされただけだ。


    　俺が異能力者として生きてなければ、何も起こらなかったのかな。


    　つぶやきもしないのだから、それに対する答えが返ってくるわけもなかった。


    「ありがとう、お兄ちゃん。もう、平気だよ。すっきりしたよ」


    　明るい声を作って、白虎は俺の胸にもぞもぞと潜りこむようにして、眠った。俺の顔の下に白虎の顔がある。絡み合っているジグソーパズルみたいだ。


    　俺のほうは、明日、早く起きないといけないのに、なかなか寝つけなかった。


    　古い畳のにおいのせいにしておこう。
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    ３話　他人以上敵未満

    


    　早朝五時三十七分、津つ山やま発岡山行き、国鉄キハ四〇系の古いディーゼルカー。乗る前からあくびが止まらなかった。これで七時頭には岡山に着く。


    　津山線はのそのそと南へ走る。ローカル線といっても、絶景の渓谷美などとも無縁の地味な路線は初夏の毛虫のように、這はうように瀬戸内の都会と盆地のこぢんまりとした街を往復する。


    「それじゃ、霧きり原はらみぞれって知ってるか？」


    「うん。今度、大学生になるんだよね」


    「蟠ばん龍りゆう院いん川かわ匂わはわかるか？」


    「ああ、あの芸人やってる子だよね」


    　それはちょっとだけ違う。


    　みんな、すごいな。だって、岡山県の北にまで名前が響いてるんだぞ。


    　このあたりを走っているディーゼルカーは本当に古くて、シートも固い。頭をもたれさせることができないので、自然と猫背になってしまう。浅く座ろうにも、向かい合うボックス席との隙すき間まが狭くて、それもできない。


    「なあ、テレビの異能力者の扱いって、お前から見ても悪くなってるように思うか？」


    　白びやつ虎こなら俺たちより一般人の感覚に近いだろう。


    「嫌われている印象はないよ。ただ、これまでダメダメだった人が逆境を乗り越えて強くなったら、見てて気持ちいいでしょう？」


    「言いたいことはわかる。報むくわれないと人生やっていけないからな」


    「それで世の中にはダメダメな人のほうがはるかに多いじゃん。だからダメダメって設定のものがシンデレラ的に偉くなるほうがスカッとするよ！」


    　つまり、無む能のう力りよく者しやガールズは一般人のストレス解消のために、働いているわけか。偉そうな顔をしてる異能力者がひどい目に遭うと、一般人はざまあみろと思うわけだ。なんとも、素晴らしいシステムだ。俺が異能力者じゃなかったら、褒ほめてやるところだ。


    　往路と同じで、新幹線に乗ると、あっという間に東京に戻ってきた感じがした。白虎は疲れて眠るのかと思ったが、むしろ慣れない旅で気が昂こうじたのか、浜はま名な湖こや富ふ士じ山さんを見るたびに、「浜名湖！」「富士山！」とわかりきったことを、快活な声を出して言った。よく考えたら、白虎は海すらろくに見たこともないのだ。


    「神様もこんなふうに名づけたのかもしれませんね」


    　小こ手で毬まりは妹を見るような目をしていた。いや、それは当たり前なのか。よくわからない。小手毬には本当のところ、白虎が妹に映っているのだろうか。でも、その小手毬は俺をマスターとしか呼ばないのだ。職務上の言葉でしか。


    　余計なことを考え出してしまったと思った。煌こう霊れいと煌霊遣いの関係になんて正解はない。あの斎さい村むらすら言っていることと気持ちはずれていた。煌霊を道具になどできていなかった。正解のないことを深く考えるのはいけないことなんだ。


    　品川で降りると、すでに舞まい花かが改札前で待っていた。白びやつ虎こは舞花を見ると、「わっ！　有名人！」と叫んだ。俺も、一応有名人のはずなんだけど。


    「こちらが朱雀すざくの妹さんですのね。こんなにかわいい方だとは思いませんでしたわ」


    　俺の顔を基準にして想像するからだ。


    「えへへ。お兄ちゃんに似てなくてよかったです」


    　お前も俺の存在を否定しようとするな。顔のレベルが低い人間も一生懸命生きてるんだ。


    「御両親が戻ってくるまで、おもてなしさせていただきますわ」


    「普段も和服を着てるんですか？」


    　そんなどうでもいいこと聞くなよ。ちなみに答えはイエスだ。


    「いつも迷惑かけて、悪いな。借りばかり増えてる……」


    「ふふふ、恩義を感じてくれていればいいんですわよ」


    　なんかプレゼントしたほうがいいのかな。道に迷わないような地図とか。でも、地図があっても舞花なら迷い続けるだろうけど。


    「あの、舞花さんって、お兄ちゃんの彼女？」

  


  [image: ]


  
    「事務所の同期だよ。あんまり失礼なこと言うんじゃないぞ」


    「まあ、彼女ということでもかまいませんけれど」


    「うわあ、これが大人の余裕だ～」


    「お前、くれぐれも舞まい花かに失礼のないようにな……」


    　変なこと聞いたりしそうだから、怖こわい。お前の恥は冬ふゆ川かわ家の恥だからな。冬川家の恥になるだけならいいが、俺の恥になるのは困るので、やめてくれ。業界狭いから、すぐに話広まるし。


    「そういえば、今日、仔こ犬いぬ丸まる君が飲み会しないかと言ってきてるんですけれど、妹さんを連れてい──」


    「それはやめてくれ。あいつにだけは会わせたくない」


    　ないとは思うが、白びやつ虎こにちょっかい出さないという保証がないからな。あいつ、コスプレとかさせそうだし、白虎も乗せられてコスプレしそうだし、とにかく、危なっかしい。


    「わかりましたわ。わたくしにお任せなさい。妹さん、どこか行きたいところ、あります？」


    「渋しぶ谷やと原はら宿じゆく」


    　好きなだけ表おもて参さん道どうヒルズでも道どう玄げん坂ざかでも歩いてくれ。舞花がいるなら、変な虫もつかないだろう。その間に俺は宇う都つの宮みやでケリをつけてくる。


    「渋谷と原宿ということは、山やま手のて線で品川から東京・上うえ野の方面に──」


    「舞花、思いっきり逆だ」


    　どうして、恵え比び寿すに住んでて、位置関係がわからないんだよ……。


    　わざわざ迷わせて、白虎の貴重な観光時間を奪ってもしょうがないので、山手線で途中まで一緒に行動した。渋谷で降りる二人に手を振り、俺と小こ手で毬まりはそのまま新しん宿じゆくを目指した。


    　滝たきヶが峰みねと作戦会議を開かないといけない。


    



    　白はく龍りゆうプロダクションの会議室に入ると、資料が大量に置いてあった。ただ、大半は研究所が対外的に出している宣伝みたいなもので、あまり意味合いはなかった。肝心の滝ヶ峰がいないが、仕事に出ているのだろう。


    「住所、ありますね。それと地図も」


    　間違いなく、最重要の情報だ。それがなければ、戦いに出ることすらかなわない。地図の中には隅に手書きで、「裏口から入れ」と書いてあるものまであった。


    　宇都宮の郊外十キロぐらいのところか。石の産地で、採石場跡もある。なるほど。たんに悪人が隠れ潜むだけなら、絶好の場所だろう。怪人が爆発する場所まで整っていそうだ。


    　どうやって手に入れたのかわからないが、間取り図までがご丁てい寧ねいに置いてある。攻略のための道具はすべて揃そろっている。


    　あと、あればいいものがあるとしたら、頭数か。


    　三十分ほどすると、滝ヶ峰が入ってきた。


    「ありがとうございます。図面はもう暗記しました」


    「ただし、あまり参考にするなよ。変な科学者というのは、そのままのものを許せない手合いだ。勝手に改変している可能性はある」


    　だったら、頑張って覚えたこと、無駄になるじゃないか。でも、たしかに悪の科学者の本拠地っていうのは、妙ちきりんな罠わながあると相場が決まっている。


    「それと、今回、私は出ていくつもりはない。後方支援ぐらいはするが、どうも、これは業界の問題である以前にお前の家の問題のように見える」


    　出鼻をくじかれた気分だったが、「それもそうですね」と言葉を濁にごした。俺の親が人質の時点で、滝たきヶが峰みねはやりづらいだろう。


    「その代わり、陰の仕事に向いている者を送りこむ。それで勘弁してくれ」


    　餅もちは餅屋だ。大人数で攻めて、あまり事件性を大きくしたくはない。少数精鋭で誰だれも知らないうちに終わらせてしまったほうがいい。


    「適当に暴れてこい。異能力者制限法がどうとか言ってきたら、私がもみ消してやる。先に道理を離れたのはあちらだからな。屁へ理り屈くつをこねるようなことは許さん」


    　なにせ、誘拐犯だからな。本当に誘拐されたのか疑問はあるが、大義はこちらにある。


    「そうだ、助手の菊きく坂さかって女のこと、わかります？」


    　資料から該当するものを抜き出すと、滝ヶ峰は俺のほうに突きつけた。年齢二十三歳のほかは出身大学ぐらいしか書かれていないし、意味のない情報だなと思っていたら、後ろのほうに異能力者になろうとして失敗した経緯アリと書いてあった。


    「昔、誰でも異能力者になれると謳うたった、うさんくさい塾があってな。詐さ欺ぎ容疑と塾生に対するセクハラで指導者の異能力者はすでに逮捕されている。菊坂はそこで夢破れた側がわだ。菊坂は変な個人指導に呼ばれたりはしてないから、ちょっかいは出されなかったのだろう」


    　異能力者の業界で食っていけなくなった奴やつが、こういう怪しい塾やワークショップをはじめる。よくあることだ。


    「引きずるほどではない、ちょっとした挫ざ折せつなんだが、菊坂には耐えられなかったらしいな。紀き尾お井い蓮れん星せいの研究所に合流したあとは、コミュニケーション方面に難のある紀尾井に代わって、組織の顔として動いていたそうだ」


    「ダークサイドに落ちたってわけか。ある意味、わかりやすくはありますね」


    「型にはまった人生を歩んでいる者は、決まってつまらん。どうでもいい女だ」


    　滝ヶ峰の言葉にはわずかばかりの同情すら含まれてはいない。もし、敵として対たい峙じしてこなければ、滝ヶ峰は菊坂という女に何の興味も抱かなかっただろう。


    「なんとなくですが、俺は、この菊坂という奴の気持ちがわかります」


    　自分の力を誇りすらしないような孤高の異能力者でも見て、許せなかった──とかな。


    　まだ、バカみたいに自慢話を吹ふい聴ちようしてくれるなら、愚おろかな奴だと内心で見下すことだってできる。自分のほうが人間としては立派だなどと言い訳もできる。


    　けれど、滝たきヶが峰みねのように、能力があって、ずっと遠い先を見み据すえているような異能力者を知ってしまったら、やってられなくなるんじゃないか。自分がくだらないものだという事実を前にして、それを否認するために力を尽くそうとしてもおかしくはない。


    「なら、本人にそう言ってみればいい」


    　話はそこで途切れる。滝ヶ峰はすでに終わったことと感じているようですらあった。


    「面倒な敵かと思っていたが、つまらない相手だった」


    　滝ヶ峰の言葉は休日のように力が入っていない。右手を曲げて、首のあたりをかいた。やけに無駄な動きが多い。自分から敵の正体を突き止めにいった人間の態度とは思えなかった。


    「早晩、この話は終わるだろう。明確に非合法なことをしだしたら、先は長くない。我われ々われにつぶされる準備を自分からしてくれたことに感謝している」


    「俺も同感です」


    　敵の居所の地図を見ながら、言った。宇う都つの宮みやの郊外の地図は、日本のどこでも違いがないように見えた。


    「敵は最初から俺たちに勝つつもりなんてないんですよ。ただ、異能力者と戦って、ボロ負けして、ああ、やっぱりかなわなかった、でも、精一杯やれたな、充実した人生が送れたって思いたいだけなんです。人生の記念がほしいんです」


    　もちろん、あわよくば勝ちたいとは思っているだろうが、こうまでしてきたってことは自爆が前提だ。


    「どうしてそんな気持ちまでわかる？」


    　これは天才には想像できないことだろうな。


    「特別なものだと思いたいからですよ、自分の一回きりの人生を。どれだけ平凡で普通で特筆に値することなんて何もなくてもね」


    　異能力者と戦っても、勝ち目がないことぐらい、あいつらも知ってるはずだ。なぜなら、異能力者というのは具体的な個人ではないから。その全部を打ち倒すことなんてできるわけもない。計画は絶対に頓とん挫ざする。


    　本気で異能力者を全滅させるつもりなら、もっと遠大な作戦がいる。すぐに動けば死ぬだけだ。


    　自分はくだらなくないと言うために、刃向かって、つぶされて、それでも自分は頑張ったって、すがすがしい顔をする。


    　そのために、とりあえず俺を選んだ。どうせ、誰だれでもよかったのだ。生いけ贄にえの羊は、世界中の羊の中の特定の一頭でないとダメなわけじゃない。羊であれば、たいていどれでもいい。過去にＫＣで頂点に立った、ガードの薄い奴やつなら十二分に合格点だ。


    　俺のことなんてどうでもいいのに、矛ほこ先さきを向けないでほしい。


    　小こ手で毬まりは、俺の語る言葉が意外でも何でもないから、聞きながらずっと資料を読んでいる。


    「業界そのものを蝕むしばむつもりかと身構えていたが、もっと次元の低い手合いのようだな」


    「ですね」


    「しかし、バカがやることにしては手が込みすぎている気もする。研究所みたいなものまで立ち上げて、やることといったら前回優勝者の親の誘拐か？」


    　俺の言葉をかきまわすだけかきまわし、次の仕事がある滝たきヶが峰みねはあっさりとドアのほうに顔を向ける。


    「だったら、何が目的なんですか？」


    　思わせぶりなことだけ言って去らないでくれ。俺は多少、強引に引き止める。


    　こいつらはたんなるバカだ。深い意味なんて持ち合わせていない。


    「わからないが──」


    　ドアの前で、滝ヶ峰は天井を見上げた。人間は考え事をする時、視線が下に向く奴やつと上に向く奴がいる。後者のほうが大物なのだと週刊誌で読んだことがある。


    「きっと、くだらない理由だな」


    　これには冷笑を加える権利もあるだろう。何も言ってないのと同じだ。


    「くだらない以外の理由なんてあるんですか？」


    「思いつかないから、聞いてきてくれ」


    　資料だけ残して、滝ヶ峰はまっとうな業界のほうに戻っていった。


    　小手毬は資料をまとめて、必要なものだけをファイルに入れていた。


    「準備はできました」


    　俺はそれに合わせて、携帯で時間を見る。早朝から動いたせいで、一日が長い。


    「ありがと。でも、今すぐに行くには早いんだよな」


    　のんびり行くか。どうせなら、夜襲だ。


    　ゆっくり行けば、名前も知らない増援も来てくれるかもしれない。


    



    
      ★

    


    



    　宇う都つの宮みや程度の距離で新幹線に乗る気にもなれなくて、俺たちは在来線のグリーン車を使った。夜に襲撃するつもりだったから、早く着くことに意味がなかったせいもある。だったら、在来線のグリーン車で仮眠をとっておくほうがずっといい。津つ山やまを早朝に出たせいで寝不足なのだ。


    　二階建ての車両は快適なはずだが、なにせ新幹線と違って停車駅が多いので、停車のたびに横揺れがやってきて、それが少し気になった。


    　宇都宮に着いたのは六時前。ここから大おお谷やの採石場のあたりを通るバスに乗る。


    　市街地はそれなりに長かったが、高校野球の甲こう子し園えん常連校の横を過ぎると、しだいに景色もひなびてきた。古く、細い道に入っていったかと思うと、建物の数もごっそりと減って、最寄りのバス停に着いた。俺たちが降りたことで客はいなくなった。


    　もう、夜の時間だ。人家が少ないから、光の数も少ない。観光地ではあるはずだが、この時間にはすべて閉まっているだろう。闇やみの中なので、奇岩の景色も結局何も見られないままだ。


    　現在も採石をしているのかはわからないが、露出した高い岩肌を背にした工場のようなものがあり、その奥に目新しいビルの照明が灯ともっていた。


    　廃業した工場を土地ごと購入したのだろうか、その施設はあからさまに周囲の景色から浮いていた。こぎれいなくせに、意匠性のようなものはまるでなく、コストカットだけを考えて作られた、近年の行政の出張所のようだった。


    「それじゃ、裏口からまわりこむかな」


    　施設の左側に向かって、俺と小こ手で毬まりは足を進める。とくにこそこそと隠れたりはしていない。相手から出てきてくれるなら、それはそれでありがたい。


    　──と、事務所から何人か走ってくるものがあった。


    　同時に、敷地の隅に柱のように突っ立っているライトが周囲を照らす。


    　十人ほどの人間が俺たちの前に立ちはだかる。性別も年齢層もばらけているが、共通点が一つある。


    　無む能のう力りよく者しやガールズが着ていたようなジャケット。ただし、その背中には古代の神という設定のキャラクター──ミヤーではなくて、薄っぺらいソーラーパネルのようなものがついていた。デザインを無視したら、こういう形で落ち着いたということか。


    「異能力者覚悟！」「異能力者に負けない！」「人間でも勝てるってことを見せてやる！」


    　数は多いのに、殺気らしい殺気は感じられない。それだけでザコの集まりだってことはわかる。決して修しゆ羅ら場ばに慣れているわけでもない。


    　なのに、連中の目だけは輝いている。


    　生き生きしているというのとは少し違う。だが、一様に必死なのだ。初めて舞台の上に立つ劇団員のようだ。過去も未来も見えていない。今だけに懸けているような顔。


    　今なんて、どうせ一瞬なのにな。


    　異能力者が嫌いな奴やつだけをえりすぐってこんな部隊を作ったんだろう。こういうのもやりがい搾さく取しゆって言うんだろうか。見ていて、痛々しい。無力な者を戦場に送りこむっていうのは、悲劇でしかないな。本人がやる気になっちゃってる部分が余計に悲劇だ。


    　人間は死ぬと英雄になるのでも、星になるのでもない。死体になるのだ。


    　小手毬も空気を戦場のものに変えないでいる。戦う意志がないのではなく、どう戦うべきか悩んでいるのだ。


    　何かをわめきながら、敵が突っこんでくる。


    　その手から炎みたいなものが上がる。だが、距離感が無茶苦茶だ。俺たちのところには届かない。


    　風を起こす奴やつもいた。それも、力が中途半端で、強風ぐらいにしかなっていない。バチバチと何かが光ったのは、雷を使う奴か。


    「烏う合ごうの衆しゆうですね」


    　小こ手で毬まりがつぶやく。一緒くたに攻撃を受けないように、わざと俺から離れているが、まだ攻めには入らない。俺が何も命じてないからだ。


    　俺は一応、ナイフを握り締めてはいる。


    　しかし、投げる気にも刺し貫く気にもなれなかった。


    　素しろ人うととどう戦うかという問題に俺は納得のいく答えを出せずにいる。


    「どうします、マスター？」


    「背中の機械だけ、狙ねらってくれ」


    「はい、マスター！」


    　小手毬はさっと敵の中に突っこんでいくと、糸を走らせる。


    　薄いパネルにいくつもの山や谷や亀き裂れつが生じる。糸で叩たたき壊されたのだ。これは糸じゃなくて、鉄線か。これで、雷の奴は無力化したな。


    　なのに、敵は諦あきらめない。いいかげんにしてくれと思う。勝つ手段がなくなったら、負けを認めてくれ。それでも向き合おうとするのは一種の反則だ。
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    　割り切れない俺を置いて、小こ手で毬まりは躊ちゆう躇ちよなく連中の攻撃手段を奪っていく。ほんのわずかの迷いもない。むしろ、俺が迷っているから、小手毬は迷いなど見せられないのかもしれない。


    　小手毬のほうから近づいていったのに、敵はまともに迎撃もできない。実戦経験がないので、何をしていいかわからなくなっているのだ。別に嗤わらうようなことでもない。誰だれだって最初はそんなものだ。


    　問題はセンスが絶望的にないこと。


    　それから、この道に踏み出したのが遅すぎること。


    　肉体っていうのは、技術を習得させるのが若ければ若いほどいい。年がいってから、教えこもうとしても限度がある。


    　だから、こいつらは決して強くなれない。もう、そういう星の下に生まれたとしか言えない。異能力者を憎むことは勝手だが、異能力者を倒すことは不可能と言っていい。


    　小手毬の鉄線が撥はねる。パネルを次々に壊していく。練習にすらならない。さほど時間を置かないうちに敵をすべて無力化した。


    　ほら、これでいいだろ？　納得してくれただろ？　俺たちの前をふさがないでくれ。あんたらが俺たちのことを嫌いだろうとなんだろうと、どうすることもできないんだ。やっぱり、本物は強かったなあだなんて、思い出にでもしてくれ。


    　なのに、素しろ人うとはプロの気持ちなんてわかってくれない。仕方ない。素人はプロになったことがないからだ。プロは素人の時期があるから、少しぐらいなら想像することができるけれど、素人は素人でしかないからだ。


    「くそっ！」「まだ、やれるんだから！」「覚悟っ！」「努力すれば報むくわれるんだ！」


    　そいつらは俺のほうに向かってくる。


    　武器も何もないのに。能力もないのに。


    「ふざけんな！　もう何もできないんだから逃げろよ！　ケガする前に止めてるの、気づけ！」


    　奇跡が起きるとでも思ってるのか？　そんなの、絶対に起きない。お前らは参加者にすらなれちゃいない。声がデカいだけの素人なんだよ！


    　ケリはついたんだ。お前たちは、終わったんだ。素直に降参しないといけないんだ。これ以上戦っちゃダメなんだってどうしてわからないんだ？　何が覚悟だ。覚さめてもないし、悟さとってもないのはお前らだろうが。覚めるどころか、興奮して我われを忘れてどうするんだよ？


    　俺は敵のひょろひょろパンチをかわす。一歩後ろに下がったら、もう届かない。キックだって、かわしたら何もしてないのにこける。ケンカですらない。


    　やりづらい。どうしようもなく、やりづらい。


    　これまで、俺を殺そうと挑んでくる奴やつらはみんな異能力者だった。それは異能力者同士の、プロ同士の争いだった。意識なんてしてなかったが、そこにはいくつもの共通言語があり、了解事項があった。立場が違えど、俺たちは同じ言葉でやりあっていたのだ。


    　でも、今度は違う。ここでは言葉すら通じない。敵は俺の言葉を覚えようとすらしない。どうしようもなく、すれ違い続けている。


    『天てん上じよう』クラスの強さを持った悪い奴やつとかが出てきてくれないかな、と心から願った。


    　いや、『御おん大たい』の残党でもまったく問題ないんだけど。


    　わかりやすい、戦いやすい敵と戦いたかった。フィクションのヒーローはずっとそうやって戦ってきた。史上最強の敵を倒すと、それよりもさらに強い奴がまた現れる。そいつを倒すと、またより強い奴が湧わいてくる。そうやって、あいつらは戦い続ける。強い奴を倒した次に、クラスメイトの一般人とか、その弟とか父親と戦うとか、困るだろ。ものすごく困るだろ。


    　しかし、これが現実なんだよな。金持ちケンカせずってやつだ。『天上』はこんな地上の悲喜こもごもに何の興味もなくて、俺たちの前に姿すら見せちゃくれない。


    「どうして、お前は異能力者なんだ！」「私たちだって、異能力者になりたかった！」「強くなりたかった！」「努力したのに、なんで報むくわれないんだ！」


    　そんな子供の駄だ々だみたいな声が響く。採石場の跡地は思った以上に声が反響する。そいつらの攻撃は相変わらず俺には当たらない。たぶん、永久に当たらない。俺が異能力者で、そいつらが一般人だから。もしかすると、当たり判定すらないのかもしれない。


    「異能力者だからって偉そうな顔しやがって！」「バカにするなよ！　ちゃんと戦えよ！」「そういうすました顔が嫌いなんだよ！」


    　ああ、劣った者だって見られたくないんだな。そりゃ、誰だれだって見下されたくないよな。それでフラストレーションがたまったんだよな。


    　だけど、お前らは決定的に勘違いしてる。


    「俺たちは見下してもない。というか、見ていない。お前たちと自分を比べたこともない」


    　そんなことに何の意味もないから。


    　やっぱり、認識のズレだと思った。根本からこいつらは異能力者を誤解している。自分の考えを元にして、異能力者が何を考えているかを決めてしまっている。


    　異能力者は異能力者のことしか考えてはいない。どうやって、ほかの異能力者より強くなるか、どうやって、ほかの異能力者より目立つか。異能力者に嫉しつ妬とすることも、ムカつくことも、優越感を抱くこともあるが、そこに異能力者ではない何者かは出てこない。


    　一般人よりすごいからマシだと思う異能力者が皆無だとは言えないけど、そういう奴って異能力者であること以外、何のとりえもない末端クラスの奴だ。すでに競争から脱落してる残りカスだ。小学生より絵が上う手まいことに誇りを持つ画家が存在するか？


    　もう、いいや。つぶそう。


    「小こ手で毬まり、死なない程度にやれ。俺もやる」


    「このまま攻撃の指示がないかと思いましたよ」


    　言うが早いか、目の前の四十歳ぐらいのオッサンをぶん殴なぐった。メガネをかけていたから、そのメガネが歪ゆがんで割れた。次にヤンキー風の髪を逆立てた男も殴って、吹き飛ばした。その間に小こ手で毬まりもまわし蹴げりで、オバサンを一人沈めていた。糸は無駄と感じたのか、ほとんど使おうとしなかった。


    　お前らはお前らで生きろ。俺たちと比べるんじゃねえよ。それで幸せになれるんならいいけど、幸せにすらなれてないじゃないか。


    　何かと比べた瞬間、人間は嫌いやな気持ちになる。自分が劣っているという事実に気づく。舞まい花かとみぞれに愚ぐ痴ちっていた時の俺はそうだった。二人の収入と自分の収入を天てん秤びんにかけて、勝手に苦しんでいた。


    　今のお前たちと同じだった。


    　悲鳴が聞こえた。聞こえないふりをして、殴った。殴っただけで死ぬことはないだろう。やっと、逃げようとする奴やつが出てきた。そうだ、それでいいんだ。逃げてくれ。俺たちにケンカを売らないでくれ。


    　ただし、逃がさない。気絶させる。


    　消化不良のままで終わったら、あんたらの中で決着がつかないから。


    　お前らの心の中で俺は悪魔になってやる。


    　意味のない迷いは捨てろ。あんたらが強くならなくてもいい。あんたらの中には、俺より頭がいい奴もいるだろう、俺より稼いでいる奴もいるだろう、俺より絵が上う手まい奴もいるだろう。違うところで生きろ。


    　なぜか、酔っているような気がした。風が冷えていないせいだろうか。


    　拳こぶしを振るっている間、楽しくはなかったが、それでも止めはしなかった。この俺の苦しみは異能力者の苦しみなのだ。異能力者の幸せを知っている俺は、苦しみだって知る義務があるのだ。


    　そいつらを痛めつければ痛めつけるほど、俺も疲ひ弊へいする。義務感のようなもので、そいつらの体を俺は地面に押しつける。


    「静かになりましたね」


    　小手毬が言った。小手毬の足下には女が四人ほど倒れていた。首に痕あとのできている人間もいたが、そのうち、消えるだろう。


    「異能力者って、嫌な生き物だな。こんなに憎まれてるのかよ」


    　俺はヒーローになりたかった。だから、この業界に入った。


    　もちろん、わかりやすいヒーローになんてなれないとすぐに思い知って長い足踏みを続けた。長い足踏みのせいで靴の底は抜け、足からは血が流れた。


    　それでも自分なりのヒーロー像を修正して、ここまで来た。


    　なのに、なんで俺が敵になってるんだよ。


    「憎まれっ子は世にはばかるものです。はばかってやりましょう。どうせなら、はびこってやってもいいです」


    　小こ手で毬まりの表情はいつもの通りだった。なら、きっと俺は間違ってないんだ。


    「よし、とっとと奥に進んでいこうぜ」


    　けれど、敵も本丸に入られるのは嫌いやなのだろうか。また、何かが正面の入り口から出てくる。望むところだ。さっきのが相手じゃ、練習にもならない。もう少し骨がある奴やつが出てきてくれないと、心のもやもやだけが残る。これで交通費まで自分持ちだなんてどうかしている。


    　今度の敵はこれまでとは違う。


    　なにせ、一人でこっちにやってくる。悪の組織っていうのは、一人で出てくる奴ほど強いと相場が決まっているのだ。フィクションではそうなっている。


    　これは現実だって？　現実だからこそ、現実の中で戯ぎ画が的なことをやる連中はフィクションに忠実に動いてしまうものだ。人間をさらう研究所だなんて、これ以上ないぐらいにフィクションめいているじゃないか。


    　その一人はさっきの三さん下したとは明らかに違う空気をまとってやってきた。同業者の空気だと思った。戦ったことのある人間だけがまとうことを許されるあの感覚だ。


    　しかも、速い。のたのた走ってくるのではなくて、地面を何度か蹴けっただけで、もう俺の近くにまでやってきた。戦闘に入ろうと思えば入れるような距離だ。


    　髪型で言うと、ナチュラルショートと言うのか？　森ガールですと言われたら信じてしまいそうな、背の低い女だ。合コンに来たらおとなしい草食系の男にマークされそうなそういうタイプ。


    　ただ、森というよりは、ここは変な研究所の近くで、木すらまともに生えていない岩山がそびえているだけだ。ロッククライマーなら楽しめそうだが、普通のハイカーに用はない。そもそも、侵入されたら警察を呼ぶ前にリンチしようと襲おそってくるような、ヤバい研究所の敷地の中だ。


    　だから、その女も顔とそのほかの要素があまりにちぐはぐだ。この敷地に正常な奴なんて一人もいない。


    　両手と両足に変な機械をつけている。つけているというか、両腕なんてほとんど機械に飲みこまれているような状態だ。足だって、走ってきたというよりは機械の力で飛んだと言ったほうが近いぐらいだ。


    　それなら、全身も機械で覆おおうなり、みっちり体にフィットしたプラグスーツみたいなのでも着るなりすればいいのに、体のほうは白衣姿だ。残念ながら、人を治療するより、傷つけることが目的のようだが。


    「今度は誰だれだ？　誘拐した人間についての交渉役じゃなさそうだな」


    「資料の書類に写真が載ってたじゃないですか」


    　小こ手で毬まりが言う。それもそうだ。目は通したはずだった。なのに、まともに顔を覚えていなかった。


    　人質をとって脅おどすような手合いよりはこういうつぶしに来る奴やつのほうがやりやすい。もっとも、俺の親が素直に殺されることなどありえないから、そこは気にしていない。というか、すでに脱出して、関東でも旅行してるんじゃないかとすら考えている。


    「私の名前は、菊きく坂さかミライ、紀き尾お井い所長の助手をしております」


    　いくら記憶力の悪い俺でも、その名前は覚えている。


    「ああ、俺のかわいい妹をダシにして、親おや父じとおふくろを連行していった奴だな。オトシマエつけてもらうぞ。あんたが普通の人間か異能力者か知らないが、こっちに踏みこんだ以上はこっちの流儀に従ってもらう」


    　さっきの三さん下したよりは重い罰を与えないと、三下も納得できないだろう。


    「私は普通の人間です。異能力者にはなれませんでしたから」


    　しゃべると急に菊坂の目つきが鋭くなる。ドＳの女医さんみたいだ。Ｍの男はこんな目つきの女に踏まれたいだろう。生足じゃなく、機械でくるまれた足で踏まれて興奮するかは知らないが。


    「たんなる普通の人間がこんな空気を作れるっていうのはすごいな。あんた、戦う者として、それなりに素質あるぞ」


    　お世せ辞じ抜きでそう言った。わざわざ貶おとしめる必要などないのだ。


    「あんたなら、しょぼい異能力者は本当に倒せるだろ。アイドルを前に出して、無茶な商売するより、よっぽど合理的だと思うぞ」


    「あまりこちらの存在が目立っては計画に支障をきたしますから。あのアイドルの方々は資金集めの手段です。金さえ持ってきてくれれば、あとはどうでもいいです。どうせ、そろそろ賞味期限切れでしょう。実力がない者のメッキはすぐにはげるものです」


    　これ、録音してそのアイドルに聞かせたらどうするつもりだよ。そんなセコいことしないけどさ。悪党は自分の仲間も裏切るんだな。


    「親を返してくれよ」


    「実際、返してもいいんですが」


    　いいのかよ。


    　やっぱり、俺をおびきよせるためだけのものだったんだな。


    「先に親を解放してくれたら、痛めつけるの、少しは手加減してやる。ちゃんと戦ってはやるから心配するなよ」


    「一応、まだ調べる余地があるかもしれませんし、最終的な判断は所長が行いますので」


    「調べる？　何を調べるんだよ。ストーキングならもっと若い世代にしたほうがいいぞ」


    　少し、気にかかる言葉だった。人体実験でもされてなきゃいいが、相手はまともな人間じゃないからな。言葉のニュアンスからすると、生きてはいるようだが。


    「これ以上はお答えしません」


    　殺気の度合いが一段高くなった。


    「あなた方も倒して、とらえさせていただきますので」


    「俺たちは活いきがいいから、網にかかったあともしぶといぜ」


    　小こ手で毬まりに目め配くばせする。


    　──全力で行け。


    　俺も一気に攻略する。何を隠し持ってるかわからない敵は、とっとと動けなくするのが一番いいのだ。不確定要素を減らすのがプロの仕事だ。


    　ナイフを両手に握り締めて、突っこむ。


    　命まで奪うつもりはないが、腕の一本を折るぐらいは勘弁してくれよ。


    「〈二足歩行の蜘蛛マツド・ウイーヴアー〉！　あなたはタダではすませませんよ！」


    　小手毬の声もいつも以上に張りがある。


    「お二人を誘拐した罰、その体に受けていただきます！」


    　容赦なく、糸が地を這はいながら殺到する。


    　さっきのザコレベルなら、もう全滅してる頃ころ合あいだ。死人が出てもおかしくない。


    　しかし、相手は地を蹴けったかと思うと、ワイヤーにでも引っ張られているみたいに、急激に後退。こちらの間合いから一度はずれた。


    　やはり、あのパワードスーツのせいか、人間技じゃない身体能力だ。俺や小手毬でも、あんな豪快な動きはできない。


    　やれるとしたら、筋力自体を異常に強化させられる異能力者ぐらいのものだろう。


    　ただし、そんな異能力者はあまり見かけない。理由は単純だ。地味だから。


    　事務所の先輩にもそういう筋肉を操作できるような奴やつがいたが、すぐに引退した。炎や嵐あらしを起こす人間のほうがどうしてもヴィジュアル的に目立つ。なら、ウエイトリフティングとかそういう世界で活躍できないのかと思うが、異能力を使っての参加は認められていなかった。


    　異能力者というのは、言葉だけを見ると、「普通とは異なる力を持った者」という意味しかない。つまり、人間離れした者になら誰だれにでも貼はれるラベルなのだ。


    　度が過ぎると、一般人ではなく異能力者のカテゴリーに放りこまれてしまう。そうなると、一般人として生きることはもう無理だ。


    　引退したその先輩は最後に言ってた。これなら、一般人として生まれたほうがよかったって。普通の人間がその才能ゆえにスポーツで活躍すれば、人々は感動する。でも、その力がチートだとわかると、人は白ける。ドーピングをして走るアスリートに誰も拍手を送らないように、異能力者の身体能力には冷めた目を向ける。異能力者がすごいのは当然だから。


    　ボクシングで人が熱狂するのは、同じように体を鍛きたえた人間同士の戦いだからだ。条件が同じでなければ、ゲームは成立しない。


    　ＫＣが成立したのも異能力者同士の対決の場だったからだ。対等な者同士の戦いなら、人間は盛り上がれる。


    　思考が脇わき道みちにそれるほどに、菊きく坂さかは文字通り遠いところに行っていた。あの距離じゃ、追いかけても間に合わない。逆に言えば、敵も攻めようのない距離のはずだ。


    「このまま、逃げるのか？　ある意味、冷静な判断だから否定はしないけどさ」


    「卑ひ怯きようですよ！　あなたは私が必ず裁さばきますから！　冬ふゆ川かわ家に手を出したあなたは絶対に逃がしません！」


    　小こ手で毬まりは今すぐにでも一人で走っていきそうなほどだった。明らかに俺の何倍も真剣だ。目を見ればわかる。小手毬は心の底から憤いきどおっている。


    　たしかに、小手毬はちゃんと俺の両親にも自分の親のように接してくれた。両親も娘として扱ってきたと思う。


    　でも、ここまでとは考えていなかった。


    　小手毬は親がひどい目に遭ったという事実だけで、絶対に相手に償つぐないをさせる気になっている。


    　血がつながってないからこそ、心のほうでつなげていかないといけないのかもしれない。


    「逃げたりなどしませんよ。こんな素晴らしいスーツを作ってくださった所長に顔向けできないじゃないですか」


    　たしかに殺気は消えていないから、まだ戦う意志はあるのだろう。


    「飛行機が飛ぶには滑走路がいるでしょう？　このスーツも性能を生かそうと思うと、それなりのスペースがいるんです。では、行きます！」


    　消えた──と思ったほどだった。


    　爆発的な速度で、菊坂が突撃してくる。


    　そして、手はこちらに向けて。


    「安全機能解除。掃射機能、オートで」


    　ぼそぼそとつぶやくと、手がわずかに角度を変えて、俺のほうに向く。


    　本能的に体をねじって、その直線上から、はずれた。


    　けたたましい銃撃音が響く。


    「マジで当てにきやがった……」


    　あの機械の手、ライフルか何かが内蔵されている。いくら異能力者でも、蜂はちの巣にされたら、一発で彼あの世逝いきだ。


    　今、こいつは日本国内で一番危険な人間だ。間違いない。


    　今度は俺のほうが逃げないといけない番になった。


    　ナイフとライフルじゃ正攻法では勝負にならない。何か、策がなければたんなる自殺になる。


    　策というほどではないが、基本戦術でいけば、相手の背後にまわりこむことだが──


    「私の反射神経ではあなたにかなわないかもしれません。ですが──機械の反応速度ならどうです？　移動機能もオートに変更！」


    　進行方向から俺がずれたのに合わせて菊きく坂さかも人間ならありえない方向転換で、こっちを追ってくる。体の向きすら変えずに、横の移動に切り替えたのだ。機械だからこそできる芸当だ。


    「死んでください」


    　とにかく、相手の直線上からはずれる。それ以外はあとまわしだ。


    　再び、ライフルの轟ごう音おん。土煙が舞う。夜とはいえ、ギラギラと照るライトのせいで、まったく暗くはないし、隠れられる陰もない。


    　再チャレンジという言葉があるが、こいつとの戦いの場合はそういうことは絶対にできなさそうだ。撃たれた瞬間、即死だ。これは菊坂との戦いというより、機械との戦い。


    　異能力ＶＳ科学力。


    　それでも、俺だってあっさり屈するつもりはない。


    　背後までは無理でも側面にまわることぐらいなら、できる。正面とは違う角度から攻撃を仕掛けるのが暗殺者の基本だ。守備の難しいところから崩す。


    　走りながら、真横にナイフを擲なげうつ。脇わき腹ばらにでも刺されば、それで勝ちだ。ケガの度合いが大きくなるが、手加減ができるレベルの敵ではない。


    　角度だけなら完かん璧ぺきだった。これがダーツなら中心に当たってるところだ。


    　なのに現実は非情だ。そう言えば、昔のテレビ番組でダーツの的まとの中心がたわしだったな。


    「側面掃射」


    　銃口が腕の横から出てくる。


    　先ほどよりは小さく、細やかな銃声。刺さる前にナイフが穴ぼこだらけになって、事実上消滅した。


    「どちらから攻めようと無駄です。このスーツはどんな人間にも打ち勝てるように設計されています。仮に人類最強の人間が襲おそってきても、確実に殺します」


    　攻撃とは裏腹に平板な声で菊坂が言った。


    　血湧わき肉躍るという表現が似合わない戦いだ。


    「親おや父じとおふくろがつかまった理由がわかった」


    　人質とられたぐらいであっさり投降するタマじゃないだろと思っていた。この速度で来られちゃ、隙すきをついて白びやつ虎こを助けることも、敵を戦闘不能にすることも難しい。先に白虎が傷つけられる危険がある以上、菊坂に屈するしかなかっただろう。


    　でも、これは一対一の戦いじゃない。


    　煌こう霊れい遣いは、一人で戦ったりはしないのだ。


    　小手毬が糸を一斉に放つ。そうだ、こちらは二人。俺だけを狙ねらっていても、小手毬にしとめられる。


    　糸が菊きく坂さかの物騒な腕に絡みつく。


    「私の存在を忘れてるんじゃないですか？」


    　これで、俺たちが勝った──と思った。


    　しかし──糸はあっさりと切れる。


    「えっ!?　どうしてですか!?」


    　採石場全体を照らすライトを受けて、パワードスーツがさっきまでと違う輝きを放ったように見えた。


    「ああ、このスーツは極めて鋭い刃を出せるようになってましてね。糸で絡めることは不可能だと思いますよ」


    　やっぱり、あのパワードスーツ、なんでもありだな。どれだけ機能があるのか、読めない。機能の使いどころとしては最高だったんじゃないのか。


    　でも、たんに運がよかっただけなんだろうか？


    　あんなところに偶然、刃が忍ばせてあることなんてありうるのか？　ありえなくはないかもしれないが、なんか小こ手で毬まりの攻撃を前提にしているような……。


    「なお、私のスーツは、あなた方と戦うために追加の改良を行っていますので」


    「やっぱり、そういうことかよ」


    　菊坂が厄やつ介かいなのは当然なのだ。


    　こいつは俺たちを倒すために設計されているんだから。


    　本当に次から次に湧わいてきやがるな。山やま中なか鹿しかの助すけは我われに艱かん難なん辛しん苦くを与えたまえと言ったけど、俺はそんなこと願った覚えないぞ。


    　糸口が見つけられない。


    　だが、どこかで糸口を見つけないと困るんだ。ミイラ取りがミイラになるだなんて、恥そのものなんだから。


    　小手毬も糸をどうにか菊坂に結びつけようとするが、あっさり断ち切られてしまう。


    「少し面倒なことになっていますね」


    　糸が上う手まく機能しないせいで、小手毬も攻めあぐねる。その声が冷静なことがせめてもの救いか。


    　これは基本戦術は封じられていると思ったほうがよさそうだな。


    「小手毬、〈針化した柔糸シルク・ニードル〉を使え！」


    　足下から糸を突き出せば、敵の隙すきをつけるんじゃないか。我ながら、いいアイディアだろ。


    　しかし、小手毬は糸を垂らしたものの、すぐに首を横に振る。


    「ここは地盤が硬すぎます！　糸が通りません！」


    「もともと、採石場ですからね。地面を使うことは不可能ですよ」


    　もしかして、決定的に不利な環境なんじゃないのか。


    　打開策を思いついても、それが最初から封じられていることに気づく。


    「これは所長のパワードスーツに、私の心を詰めこんで作った最高傑作です。どんな異能力者だろうと、かなうはずがありません。科学力の前には異能力もひれ伏すしかないのです」


    　一瞬、菊きく坂さかの顔がわずかにゆがんだように見えた。錯覚かと思ったが、そんなことはないとすぐにわかった。


    「あっはははは！　ひれ伏しなさい、ひれ伏しなさい！　異能力者たちは私の前にひざまずきなさい！　靴でも舐なめてなさい！　ああ、靴じゃありませんね。この鋼鉄の足も腕もねっとりと舐めて、自分たちの非力さを嚙かみ締めなさい！」


    　急に菊坂が高笑いをはじめた。人格が変わったのかと思うほどの変わりようだ。


    　なんだ、なんだ……？　壊れたのか……？


    「冬ふゆ川かわ朱雀すざく、聞きなさい！　この菊坂ミライの人生を！」


    「なんで、お前の自分語りなんて聞かないといけないんだよ！」


    　銃弾が飛んでくるので、とっさにかわした。


    「聞かないなら撃ちます」


    　拒否権なんてこっちにはないってことか。まあ、撃たれるよりはつまらない話を聞いているほうがいいな。
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    「私は物心ついた時から『異能力者だった』んです」


    　あれ？　こいつ、一般人じゃないのか？


    「生まれつき、体が小さく、運動も得意ではなかったですが、異能力者の血筋を引いてる、昔は炎も出せたという両親の言葉を励みにして、私は生きていくことができました。努力すれば、異能力者の力が発現して、すごく強くなれるんだ、それまではつらくても頑張ろうって。そんな私は小学校の時から陸上クラブに入りました。足はクラスでも遅いほうでしたが、努力で何かが変わることを示したかったんです。けれど、結果はまったくついてきませんでした。中学に入っても陸上部を選びましたが、体育大会のリレーで料理研究部の女子に抜かれました。それでも、この力が発現すれば矢のように早く走って、爆弾みたいな火球を撃ちこめると信じて耐えました。そして、早く異能力者になりたかった私は、中二から異能力の能力開発塾にも通いました」


    　そのあとの顚てん末まつは俺も知っている。


    「私はそこでもいろんな特訓をしました。三年が経たった日、塾長の異能力者が女子大生にイタズラをしたという容疑で捕まって、塾も閉鎖されましたが……」


    　だな……。まあ、バカ野郎はどこにでもいるんだ……。


    「それでも、私は異能力者になろうとやれるだけのことをやりました。高校になっても、自主的に手から火を出す練習をしたりしました。そんなある日、親から言われたんです──異能力者の血筋を引いているというのも、昔、炎を出してたというのもすべてウソだったと。幼い私に夢を見せるための思いつきの言葉でしかなかったと」


    　うかつに理解したと答えたら、お前に何がわかると銃弾が飛んできそうだけど、言いたいことはわかった。


    　異能力は家系に左右される。俺の家も、煌こう霊れい遣いの一族だからな。努力なしではなれないけど、継承されてる部分も大きい。少なくとも、努力すれば覆くつがえるようなものではない。


    「異能力者になれないと悟さとった私に残されていたのは勉強だけでした」


    　あれ、この話、まだ続くの？


    「私、自慢じゃないですが、数学オリンピックで代表だったんですよ」


    　自慢じゃないですがのあとには自慢が来る法則。


    「でも、数学に特化した異能力者の子に学校の授業ではあっさり負けました。その子、今はどっかの大学の研究室にいるそうです……研究室には異能力者も入れますからね……」


    　こういう、ひたすら裏目に出ちゃう人って、いるよな……。


    「私は異能力者を憎むことにしました。さすがに憎んでもいいですよね。堂々と憎みますよ！　それで、ずっと大学で四年間、研究に研究を重ね、院でも研究を重ね、紀き尾お井い所長に出会い、ついに……ついに、異能力者に負けない力を授かったんです！　あっはははは！　報むくわれることって、こんなに楽しいんですね！　よかった、よかったよ……お母さん、お父さん、私は間違ってなかったよ……。ウソ教えたことは一生許さないですけどね！」


    　菊きく坂さかは途中から感極まって泣いていた。


    　異能力者なら隙すきができているはずなのだが、こいつの場合は腕が自動的にこちらを狙ねらっているので、攻めるのは危険すぎた。このスーツは誰だれが中に入りこもうが関係ないのだ。万人が戦士になれる装備と考えれば、たしかにそれは科学の勝利と言えなくもない。


    　もっとも、それが菊坂の勝利なのかは、俺にはよくわからないけど。


    「冬ふゆ川かわ朱雀すざく、あなたがずっと味わっていた勝利の味を私は今、嚙かみ締めているんですよ！　もう、死んでもいいぐらいです！」


    　俺を倒すことで自己実現を果たす女を見るというのは、複雑な気分だ。いっそ、おめでとうと言って、クラッカーでも鳴らしてやろうか。ふざけるなと言って、撃たれるのかな。


    　巡業で俺に勝負を挑んできた奴やつも同じような目的で来たんだろうな。もし、冬川朱雀を倒したら、自分がすごい奴だって証明できるんじゃないかって。みんな、自分が立派っていう客観的な事実がほしいんだ。承認してほしいんだ。


    　菊坂の顔を見ると、憐れん憫びんに近い感情が沸き起こってしまう。それが顔に出て、撃たれやしないか怖こわかった。


    　お前は能力がなかったわけじゃない。スポーツが苦手だろうと、それなりに優秀だったはずだ。研究者として、どうとでも世を渡っていけたはずだ。


    　ただ、不幸にも悪の片棒を担いでしまった。その瞬間、お前の価値はずっとつまらないものになっちまった。自己満足のためだけに生きるような、醜悪なものになっちまった。


    　鏡があったら、その顔を見たほうがいいぞ。負の部分を濾こしだしたような顔だ。畳の上で死ぬことなんて許されない側がわの顔だ。


    　それでも、怒りより寂しさが出てきてしまうのは、俺が何度も菊坂のようになりかけたことがあるからだろう。闇やみに足をとられたことはあった。引きずりこまれなかったのは意志の強さというよりも、運の強さのせいだった。淵えん堂どうを殺していれば、俺は間違いなく、今より不幸だ。報酬の二億が入っていたとしても。


    　悔くやしいけれど、一定の確率で闇に入る奴は出てくる。菊坂を倒しても、第二、第三の菊坂は生産され続ける。せいぜい、闇から出てこられることを祈るだけだ。


    「これから、私はすべての異能力者を倒します。目指すは、今の最強の滝たきヶが峰みね万ばん理りです。そして、異能力者なんてたいしたことない、科学の前には無力だってアピールしてやるんです！　普通の人間であることを恥じなくてもいい世界にしてやるんです！」


    　ライフル撃ちっぱなしなんてこと、公的な場所じゃできないからな。


    　それはどうでもいいとして──


    「俺は普通の人間は恥じて生きろだなんて一度も言ったことないぞ」


    「そんなの知ったことではありません。虎とらの横で猫が堂々と生きていけるわけがないじゃないですか。あなたたちが存在するだけで、華々しく生きているだけで、私たちはつらい想いをするんです。それを解決するには異能力者がいなくなるか、異能力者がつまらないと信じられるようになるしかないんです」


    　存在自体を否定されるんじゃ、話し合いの余地などどこにもない。異能力者であることを今更やめることだってできやしない。転職したって俺は異能力者だ。隣にはいつも小こ手で毬まりがいる。


    　出る杭くいは打たれる。諺ことわざは真理を語っている。


    　こんなことになった原因の一端は、俺なのか。俺が存在したからか。俺が力を見せつけようとしたからか。俺のせいで、不幸になる人間が一般人にまで増殖したのか。


    　自問自答というものに正答などはいつもないし、回答すらない。


    　ったく、どういうことだよ。人生はクソゲーかよ。


    　自分らしく生きようとＪポップの歌詞も、道徳の教科書も、社会通念も、語ってるじゃないか。俺は自分らしく生きて、どうにか居場所を作ったんだぞ。なんで、こんな因縁つけられて、銃を突きつけられてるんだよ。


    　なぜ、人間は他人の幸せを自分の不幸に直結させるんだ。


    　菊きく坂さかの右腕があらためて、俺のほうを向く。チェックメイトだと言いたいのだろう。


    　だが菊坂の体は、俺に背中を向ける。


    　そこには小手毬がいる。


    「あなたが投降してくれれば、冬ふゆ川かわ朱雀すざくは生かしてあげます」


    「投降するかどうかを決めるのは、私ではなく、マスターです」


    　小手毬は落ち着いた声で煌こう霊れいとしての模範解答を導き出す。


    「なら、冬川朱雀、あなたはどうします？」


    　顔も向けずに、菊坂は言った。


    　戦う術すべはまだある。影えい殺さつ師しも、元最強も、そこまで弱くはない。それでも、天てん秤びんを考えると割りに合わない。


    　どうして俺は自分が幸せになるために、他人を不幸にできないんだろうな。


    　ふっと、両親が白びやつ虎こを人質にとられた場面がありありと思い浮かんだ。きっと、寸分たがわぬだろう。二人が考えていた気持ちも、自分に流れこんでくる気がした。


    　俺の中から葛かつ藤とうというものが消えた。


    　やっぱ、俺はあんたらの子供だ。


    「わかった。連れていけよ。この戦いは俺の負けでいい」


    　負けを認めるということが、怖こわいものではなくなっている。いつからかはわからないが。


    『御おん大たい』に高たか尾お山さんでボコボコにされた時からか。


    　そのあとのＫＣで、斎さい村むら蕣あさがおに敗れた時からか。


    　最強でなくなった俺は最強を守るために、命を懸けなくてもよくなったのかもしれない。自分の命、あるいは他人の命を。


    「この戦い？　次の戦いがあるだなんて誰だれも言っていませんよ」


    　絶対にあるさ。心の中で答えた。


    　お前らみたいなバカを滝たきヶが峰みねが放っておくと思ってるなら、それはおおいなる誤りだ。お前らがやったことは、異能力者であろうとなんだろうと誘拐なんだ。


    　倒れているザコと同じ装備をした連中が怯おびえた顔で、ぞろぞろとやってきた。


    「あなたはこの人たちについていきなさい。怪しい挙動をとれば、撃ちますから」


    「小こ手で毬まり、またあとで会おう」


    　手を振ると、小手毬は神妙な顔でうなずいた。悔くやしそうではあったが、それは諦あきらめていない証拠だった。


    　俺がまだ何も捨てたわけじゃないってことは、伝えられているだろう。それだけで充分だ。


    　どれだけ離れるかわからないから、小手毬に命を入れておきたかったけどな。


    　そんなに時間はかからないと思うから、待っててくれ。
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    ４話　深い眠りが覚めたら

    


    　連中は俺を裏口から研究所の内部に連行した。


    　ある意味、裏から潜入する目的は果たせたってわけだ。これで小こ手で毬まりがいてくれたら、申し分ないんだが。


    　ザコたちは危ない爆弾でも運ぶように、おっかなびっくりで、俺の前後左右を囲む。どっちの立場が上かさっぱりわからない有様だった。


    　そんなに異能力者の横にいるのが怖こわいのなら、とっととこんなところから逃げ出して普通に生きればいいだけの話だ。異能力者は、日常を生きる人間まで脅おびやかそうとはしない。モンスターが人間を滅ぼそうとするのはロープレの世界だけだ。あの『御おん大たい』だって、見てるのは表側の異能力者の世界ばかりだった。


    　横を歩くザコの顔をじろじろと観察してやった。とても、トップに忠誠を誓ってる様子じゃない。恐怖が隠しきれていない。これなら一時間もあれば完全に瓦が解かいさせられるな。


    　ただし、後方支援をしてくれる人材は必要だ。最低限、親おや父じたちがどういう状況なのかは知っておきたい。


    　先頭を歩いていた奴やつが階段を下りていく。秘密基地といえば、地下だもんな。少しつっかえながら、「ここだ」と言って、俺を地下の個室に入れて、カギをかけた。一人になって、すぐに携帯電話を見たが、さすがに圏外になっている。


    　監禁用の部屋だから、当然窓はないが、それは地下だからなだけかもしれない。逆に言えば、窓以外はホテルと大差ない。地方都市のビジネスホテルよりはるかにきれいなテレビが置いてあるし、ユニットタイプのトイレと風ふ呂ろもある。ベッドなんかは奥に四つもある。応接用の小さなテーブルと、椅い子すも四脚ある。


    　俺の部屋より快適かもしれないな。


    　やることもないから、部屋のテレビをつけた。あまり面白い番組もないし、無む能のう力りよく者しやガールズが出ているのを見るのは癪しやくだったので、時代劇にした。そういや、時代劇なんてじっくりと見たことなかった。


    　テレビをそれなりに真剣に見ていると、ノドがかわいた。換気がよすぎるのだ。水道の水は一応においもかいだが、毒も入っていないようだったし、置いてあったコップを使って、一杯飲んだ。八はち王おう子じと同じカルキの味がした。


    　白びやつ虎このやつ、今いま頃ごろはどうしてるのだろう。この時間なら恵え比び寿すの舞まい花かのマンションでゆっくりしてるのかな。原はら宿じゆくや渋しぶ谷やは満喫できたのかな。舞花なら原宿の街中より明めい治じ神じん宮ぐうでも歩いたほうがサマになるけど。


    　原宿って行き止まりの道が多いなとか、渋谷って坂ばかりだなとか、歩かないとわからないことをいろいろ見て、楽しんでくれたらうれしい。津つ山やまでテレビをつけても絶対に感じられないことをその目に焼きつけてほしい。


    　東京を褒ほめてくれても、けなしてくれてもいい。でも、東京を見もせずにああだこうだ言うインチキにはなっちゃダメだぞ。


    　それで、遊び疲れたら、とっとと眠ってくれ。明日には俺たちも帰ってこられると思うから。お前が不安になる意味なんてどこにもないんだ。


    　でも、明日の白びやつ虎このお守もりはどうなるんだろう。さすがに二日連続で舞まい花かにやらせるわけにはいかないし、ほかの奴やつに頼みたいけど、連絡もとれないな。舞花は友達も多いし、万事取り計らってくれるだろうけど。


    　とりとめのない考え事をしていたら、時代劇は知らないうちにクライマックスになっていて、斬きり合いがはじまっていた。悪者のほうは、容赦なく斬られて、次々に倒れていた。今時のテレビだから、血は一滴も流れなかった。こんなに平和的に人が死ぬなら親おや父じたちも苦労しなかっただろうに。


    「こいつら、命を懸けて、ここにいたのかな」


    　独り言が漏もれた。


    「まあ、違うんだろうな」


    　この世界にお前たちが参入しちゃダメなんだ。だが、それは下っ端に言うより、トップに言ったほうが早いだろう。


    　ずっと、テレビをつけていた。


    　状況が変わる瞬間が唐突に来るのを待っていた。


    　危害を加えられない限りは、このままでいい。俺が宇う都つの宮みやに行ったことは、滝たきヶが峰みねも知っている。まったく戻ってこなければ、しかるべき手段がとられる。


    　俺がずっと冷めている理由の一つは、すでにこの戦いの決着がついているからだ。


    　小こ手で毬まりもそのことは了解済みだ。時が来たら動くし、それまでは待つ。体だけを休めて、精神をどこまでも研ぎ澄ます。紀き尾お井い蓮れん星せいとかいう名前の、愚おろか者の夢想家に鉄てつ槌ついを下す。


    　──と、何かが倒れるような、激しい音がした。


    　もちろん、部屋の外からだ。窓もないし、地下だから通路から聞こえるものだろう。


    　そのあとに肌と肌がぶつかるような鈍い音がした。


    「やめろ、やめてください」と情けない、腑ふ抜ぬけた声が続く。


    　乱闘か。でも、誰だれと誰の？　悪の組織にありがちな内部抗争か？　それとも仲間に対するリンチか？　もう、テレビの音は耳に入らなくなった。意識のすべてを扉の外側に向ける。念のためテレビも消しておく。


    　変化が起きている。それも、平穏が破局に移り変わるような規模の変化だ。


    　まさか、こうも早く、そんな時がやってくるとは思わなかった。


    　皮肉な話だが、この部屋で守られている限り、俺は安全だ。慎重に状況を窺うかがう権利を得ている。


    　唯一ヤバいことといえば、乱闘や対立の結果、火がつけられることぐらいだ。ちょっと、このドアを内側から破壊して逃げるのは無理だ。となると、さっき調べて薄かったバスルームの壁を蹴け破やぶることになる。その時に負傷するリスクもあるし、隣が脱出経路につながっている保証も何もない。あまりとりたくはない選択肢だ。


    　しかし、やがて音はやんだ。火種は消えたらしい。「勘弁してくださいよ」などと疲れた声が聞こえる。無事にケンカは終わったのか。


    　武闘派の構成員でもいるのかと思っていたら、足音がこちらに近づいてくる。


    　カギが開けられるかもしれないと思い、ドアから距離をおいた。


    　ガチャガチャ、錠がドアにぶつかる音がする。本当に開けるのか。けれど、何の用だ？　すぐに釈放の時が来るとは思えないが。あるいは、処刑室にでも連れていかれるのか？　それなら、実力行使で逃げ出すだけだ。止められるものなら、止めてみろよ。


    　ドアがごく無造作に開いた。間の抜けた、きしんだ音がした。


    「あれ、朱雀すざくじゃないか」


    「あらあら～。朱雀ちゃん、おひさしぶりね～」


    　黄こう龍りゆうと蚕こ影かげ──俺の親おや父じとおふくろだった。


    「そっか、二人ももともとこの部屋に閉じこめられてたんだな」


    　感動の再会というわけでもなんでもないが、親がどこにいるかわからないのよりは、よほどいいだろう。


    　親父は白髪の率が高い髪を後ろで一か所にくくっていて、中国のうさんくさい拳けん法ぽう家かのようだ。会社員っぽさはまったくないし、実際に「ふゆかわでんき」を経営している自営業だが。


    　田舎のオッサンという風ふ情ぜいとは明らかに違う。贔ひい屓き目めに言えば、ロマンスグレーという言葉が使えるんだろうか。ただし、かっこいいと言うより、怖こわいとか、うさんくさいという言葉のほうが先に来る。


    　母親のほうも、古い劇団のベテラン女優のような、独特の迫力がある。芸能人でもなんでもないのだが、そういう雰囲気をかもし出している。若手の俳優が会ったら、もしや大先輩を度忘れしているのではと焦るんじゃないだろうか。


    　共通するのは、普通の人間とは異なるオーラがあるということだ。多くの場数を踏んできた結果だろう。経験が作る雰囲気というものは自然とその人間に備わるものだ。


    「どう、朱雀ちゃん？　ごはん、ちゃんと食べてる？」


    「小こ手で毬まりが作ってるから何の問題もないよ」


    　この発言、会うたびにしてくるんだよな。


    「少しやせたんじゃない？　大丈夫？」


    「俺の体型、ずっとこんなもんだよ。体重も落ちてない。だいたい、そっちだってかなりやせてるだろ」


    「お米ある？　岡山のお米、送るよ～？」


    「米なんて宅配の金がかかるだけだからいいよ。それだったらお米券でもくれよ」


    　この会話も東京暮らしをはじめてから、ずっと続いてるような気がする。俺はいつまでも子供なのだ。


    「東京は怖こわい人いたりしない？　上う手まくやれてる～？」


    「いい奴やつも悪い奴もどこにだっているよ。いろいろあるけど、飯も食えてるし、やれてるほうなんじゃないか？」


    「朱雀すざくちゃん、もっと帰ってきてよ。寂しいよ」


    「まさに津つ山やまに帰省して、あんたらがいないのに気づいたんだけどな」


    　まさか、宇う都つの宮みやでこんな定番のトークを展開することになるとは。人生一寸先は本当に闇やみだな。


    「お前が戻ってきたんだったら、乾杯ぐらいはしたいな。おお、一いち里り塚づかくん、なんか、適当にジュース持ってきてくれよ。できればオレンジな！」


    　研究所側の男（一里塚という名前らしい）に親おや父じは平気でジュースを注文した。かわいそうに、すごく困った顔をしていた。


    「あの、もう少し捕らわれてるって自覚を持ってくださいよ……」


    「そっちこそ、悪いことしてるって自覚あるんだったら、ジュースぐらい出すのが礼儀だろ。ないんだったら、買ってきてよ。もてなさなきゃ、帰っちゃうよ～？」


    　渋い顔のまま、男は「わかりました……」と言った。


    「その代わり、もう、ああいうケンカしないでくださいよ……。三百万する機械、ぶっ壊れるし、僕が怒られるんですからね……。給料から天引きとかになったら、シャレになんないっすよ……」


    「いや～、夫婦なんだから、ケンカぐらいするさ」


    「そうね。近くにコピー機があったから、ついつい投げちゃったわね～」


    　重さが五キロ以上のものを人に向かって投げないとか、そういう決まりが冬ふゆ川かわ家には必要だ。小石を川に投げる感覚で、カジュアルに機械を投げないでほしい。手作りの時代じゃなくても、モノに愛情を注いであげてくれ。


    　一里塚はがっくり肩を落として出ていく。これで家族みずいらずの時間だ。みずいらずどころか、ジュース買ってこさせてるんだけど。


    　ひとまず、椅い子すに座る。実家よりは確実にしゃれている椅子だ。実家はあまりにもよく椅子が投げられるため、壊れてもいいような安物になっている。そんな対策の前に、投げないよう努力しろ。


    「あんたら、まだ、ケンカしてるのかよ。いい年なんだから、そろそろそういうの卒業しろよ」


    「だって、母さんがな、鼻毛出てるよとか、一いち里り塚づかくんがいる前で言うんだぞ。恥ずかしいじゃないか」


    　本当だ。右の鼻の穴から、ちょっと出てる。


    「善意で言ったのに文句が返ってきたからふざけるなって思って、近くのコピー機、投げたのよ。ふふふ～。あと、シュレッダーも投げたかしら」


    　さっきの異常な音の正体がわかった。この夫婦、何か苛いら立だつことがあると、すぐに暴力に訴えようとするので、危ない。もともと、ライバル的な異能力者だった名残らしいが。


    　あと、シュレッダーって想像以上に高いからな。壊さないであげてほしい。事務所のやつの値段聞いて、背筋凍ったことがある。


    「だけど、朱雀すざくちゃんがここに来たってことは、白びやつ虎こちゃん、言っちゃったの～？　それとも、この組織が身代金でも請求した？」


    　おふくろの顔は笑ってるけど、これ、上う手まく答えないと白虎があとで怒られる流れになりそうだ。約束を破ることには、おふくろ、厳しいからな。影えい殺さつ師しが平気で言葉をたがえたら信用を失うからだろう。


    「俺が昨日、サプライズで帰省したせいだ。二人がいなかったら、さすがに白虎も誤ご魔ま化かせないだろ？」


    「だな。まあ、こうやって息子と出会えたんだから、結果オーライだ。人生、なるようになる」


    　親おや父じは腕組みしてうなずいていた。余計に謎なぞの拳けん法ぽう家かくさい。影殺師も人間のジャンルとしては大差ないが。


    「白虎のやつ、悲しんでたか？」


    「津つ山やまに行った日はそんな気もしたけど、今日は東京に来たせいか、テンション高かったぞ。今日に限って言えば、親父たちのこと、ほとんど気にしてなかった。一日、舞まい花かと東京見物でもしてたんだろ」


    　親父は額をわざとらしく、左の手で叩たたいた。ぺこんとプラスチックバットがへこんだような音がした。


    「いやあ、悲しいねえ！　そうまであっさり親離れされちまうと、立つ瀬もねえや！　けど、そんなふうにあいつを教育したの、俺たちなんだよなあ！」


    　やけに親父の笑い声が響いて聞こえたのは、部屋が乾燥しているからなのだろうか。親父が上を向いてる先には、地下のくせにまぶしすぎるＬＥＤライトがある。


    「こういう家の娘だから、親がちょっと消えたぐらいじゃつぶれないように、せっせと育てたんだけど、いざ、平気で待ってますよ、耐えられますよって顔されると、それはそれで心寂しいなあ。ちょっと、不安になってくるよなあ。俺たちが死んでも、泣かずに普通にやりすごされたらどうしようかって」


    「親おや父じ、それは気にしすぎだって」


    　などと言いつつ、俺も車内で仮眠までとりながら、宇う都つの宮みやまでやってきたのだ。そりゃ、親が窮きゆう地ちに立ってるだなんて考えられないぐらい丈夫なせいもあるとはいえ、心が強いことと、心が鈍いことの差は、小さなジャンプ一つ分ぐらいの差しかないのかもしれない。


    「私は悲しくなんてないわよ。子供が泣くところを望むだなんて、まともな親のすることじゃないもの」


    　女は強いな。なんて言ったら、それも男女差別になるのだろうか。


    「その舞まい花かちゃんって子、よく出てくるけど、朱雀すざくちゃんの彼女なの～？」


    　また来た、と俺はげんなりした。


    　会話で登場する女性の名前すべてに、彼女の可能性を見み出いださないでほしい。ギャルゲーじゃないんだぞ。妄想するのは思想・信条の自由だけど、口に出すな。こっちも女友達の話題、言いづらくなる。白びやつ虎こも似たこと言ってたけど、あいつは実際に舞花と会ってる時の台詞せりふだったから、まだ罪は軽い。


    「同期の気の置けない友人だ。付き合ったりとか、そういうのじゃないよ」


    「けど、いきなり白虎ちゃんの面倒まで見てくれって言って、二つ返事でＯＫってすごくやさしい人よ～。もう、付き合っちゃいなさいよ～」


    　おふくろは手をおばさんぽく振った。こういうおばさん仕草はどこで習うんだろう。


    「嫌いやだよ。それで断られたら、顔合わせづらくなるだろ……。しょっちゅう、一緒に酒飲んでるような仲なんだから……」


    「え～、朱雀ちゃんの同級生の林はやし野のくんも、去年、結婚したし～。楢なら原はらさんっていう近くの印刷会社の娘さんとね。もう朱雀ちゃんもそういう年なんだよ～」


    　たしかに林野って中学、高校と同じところに通ってたけど、とくに親しくもなかったぞ。どうして、林野がどこの誰だれと結婚したかまで知ってるんだ。


    「地方は結婚が早いんだ」


    　都会と地方の文化の違いという一般論に落としこんで、俺は話を一度切り離そうとする。おふくろの話はどれもこれもあまり触ふれてほしくないことばかりだった。不快というわけじゃないが、ノーコンの奴やつとキャッチボールをしている気分だ。


    「岡山県って地方なんだ～」


    　少しおふくろはショックを受けたように、しゅんとした。岡山市はともかくとして、津つ山やまは完全無欠の地方だろ。そっか、地方に地方って言うのは蔑べつ視し語ごになるのか。たしかに俺も津山に住んでる時に地方と言われたら、イラっときたかもしれない。


    「それで、朱雀、小こ手で毬まりちゃんはどうした？」


    　当然、聞かれるよな。話題が現実に即したものになって、むしろほっとした。


    「俺とは別々に連れていかれたんだ。ほかの部屋にいると思う。戦闘前に宇都宮で命は入れておいたから、しばらくはあいつも保もつ。心配いらない」


    「ってことは、お前も負けちゃったわけだな」


    　親おや父じは残念がるそぶりも見せなかった。ベテランは勝ち負けに感情を持ちこまない。影えい殺さつ師しにとって、勝利は至上命題じゃないからだ。大切なのは生きてるかどうかだけだ。


    「だって、あのまま戦ったら、死人が相当出たからな。何人も倒れてるところで、ライフル使われちゃたまったもんじゃねえよ」


    「あらら、それ、意識的にやってるとしたら、あの菊きく坂さかって子、食えないわねえ」


    　おふくろは細い目で思案するように言った。少なくとも、菊坂に憎しみも憤いきどおりも感じていない。行動理念が透けて見える人間は何も怖こわくないのだろう。


    「あそこにいるのがすべて異能力者ならそれでもいいかと思ったんだけど、空気に呑のまれて参加しちゃった奴やつばっかりだったからさ」


    　正直、菊坂と戦い続けることも、勝つこともできた。


    　たしかに敵は強かったが、強いのは機械だけだ。なら、裏をかく程度のことはやれた。


    　あそこは元採石場だ。岩盤に小こ手で毬まりの鉄線をぶちこんで亀き裂れつを作れば、ちょっとした崩壊程度なら引き起こせる。菊坂はそこに巻きこまれる。石で埋まるかどうかは問題じゃない。それで、二～三秒パニックになるなら充分だ。ナイフを俺か小手毬が投げて、もちろんそれは首に刺さって、それで試合終了だ。即死じゃないとしてもあいつが死ぬまで逃げ続けるぐらいのことは簡単にできる。もっとゲスな手もある。倒れてるあいつの味方をぶん投げてやるのだ。とっさに射殺すればやはりパニックだ。


    　ただ、そんな気になれなかった。


    　菊坂が俺を殺すつもりまではないことは、感覚的にわかっていた。ライフルを撃ってはいた。でも、それは機械の力を借りられているからだ。つまり、ズルだ。両手を挙げて、降伏のポーズをとれば、もう殺せない。


    　だとしたら、俺も菊坂を殺すべきではなかった。降伏するのが最善だと思った。


    　菊坂の暴走であいつの味方がずいぶん被弾するのもあまり楽しいものじゃないしな。あのまま戦えば必ず撃たれる奴が出た。


    　自分の命が脅おびやかされている状態でもないのに、命を奪わない。


    　それが俺の中のルールだ。そうやって、歯止めをかけておかないと、自分が無慈悲な、恐ろしいものに変質してしまう気がした。その代わり、条件が揃そろっていれば、容赦はしない。


    「そうねえ、同じ状況でも、お母さんたちだったら、周りの敵さんが死んでもいいかなって思うけど、そこは世代の差なのかもねえ」


    「無益な殺生を減らしたいってだけさ。俺は殺し屋じゃなくてプロの異能力者として飯を食っているからな。また『御おん大たい』に襲われたらそれどころじゃなくなるかもしれないけど」


    「そうか、『御大』とも接触したんだな。東京は怖いとこだ」


    　親おや父じたちも『御おん大たい』のこととか知ってたんだな。裏稼業だから、当然か。


    「俺たちが若い頃ころはまだ小さい組織だったんだけどな。不満のある奴やつを集めてふくれやがった。解散したって元煌こう霊れい──霧きり雨さめのやつから聞いたんだけどよ」


    　ああ、親父の煌霊、生きてたんだな。気になってたことが一つ減った。かといって、どこで何をしてるか聞く気にもなれなかった。


    　やけに親父からの視線を感じた。十年以上前の、影えい殺さつ師しとしての修行時代を思い出す。親父は態度も口調も変わらなかったが、目だけが違っていた。俺を、対象としてだけ見ていた。叱しかられたりすることはなかったと思うが、かえってそれが怖こわかった。


    　何もないテーブルをつい、見た。飲み物でも置いてあればいいのに。ジュース、本当に持ってきてくれないかな。


    「朱雀すざく、お前、ようやく学んだみたいだな。生きていくうえで、必要かどうかわかんねえが、影殺師としては本当に一人前だ」


    「何の話だよ」


    　親父が珍しく、精神論でもぶつのかと思った。


    「人を殺したな、どっかで」


    　声にならないのに、口が開いた。


    　見通されている。


    「わかるものなのか？」


    　そうだ、と答える代わりに、そんな言葉を使った。


    「俺たちと同じにおいがする。あとは態度な」


    　椅い子すが寄ったわけでもないのに、親父の距離が近くなったように感じた。何もされてないのに、椅子ごとひっくり返されそうだ。


    　体が衰えた分、親父は心のほうで相手を圧倒する技術を手にしている。日本の古武術的な考え方だ。肉体以外の部分で戦うことで、生涯現役でいられる。


    「お前が敵に投降しようとしたのは、教育が捏ねつ造ぞうしたヒューマニズムなんかじゃねえ。損得勘定的に、話が大きくならないほうをとった、それだけだ。もし、死者が大量に出たら、あとの仕事が増えるからな。お前は命をモノのように扱って、落としどころを決めたんだ。未経験者は命のやり取りにおよぶだけで、判断を誤る。過呼吸になって、目が泳ぐ」


    　淵えん堂どうと戦った時のことを嫌いやでも思い出す破目になった。いざ殺す段になって、体が動かなくなって、俺は自滅した。


    　もっとも、あの時はそうなってくれてよかったと今では思うけれど。


    　小こ手で毬まりを守るために『御大』の一派を殺した時は、そういうブレーキのようなものが働かなかった。誰だれかを殺すのは自分の体にナイフを刺すのと似ている。やった瞬間、自分の人生は絶対にこれまでと違うところに突き進む。


    「今時、どこでそんなことしたのか知らないけど、影えい殺さつ師しとして悪いことじゃないぜ。心構えってやつが変わるからな。やった奴やつにしか、それはわからん。本当なら、命の教育とやらも、改心した人殺しにでもやらせたほうがいいぐらいだぜ」


    「褒ほめられてるみたいだから、素直にありがたいと思うことにするよ」


    　親に会うのはやっぱり疲れるもんだな。


    　まだ、この人たちを乗り越えるのは時間がかかりそうだ。俺が直面してる厄やつ介かい事ごとを、だいたい通過してるからな。


    　人を殺して、それを夢に見てしまうぐらいのことは、とっくに経験してるんだろう。


    「守りたいって気持ちは、それはそれで大切なんだけどねえ。ほら、お母さんたちも、白びやつ虎こちゃんがケガしちゃよくないと思ったし、だからここまで連れてこられたんだし」


    　のんびりとした口調だけれど、おふくろが「仕事」の時はとにかく速いことを俺は知っている。過去のことはわからないが、おそらくおっとりキャラは油断を誘うもので、それがいつしか自分の素すになったんだろう。


    「あと、白虎ちゃんの前で凄せい惨さんなところを見せたくなかったっていうのもあったしね～」


    　いかにもうちの一族らしい理由がついてきた。


    「相手をやっつけるのは簡単だったけど、その分、こっちもそれなりのものを払わないといけないでしょう？　傷つけずにすむのなら、そのほうが絶対にいいのよ。まして、白虎ちゃんはこちらの道に進むとも言ってないから、見たいと望んでもないものを見せたくはないな～って」


    　おふくろの目はちっとも笑っていない。


    　この部屋に、今、親子とか夫婦とかいった関係性は意味を持たない。


    　影殺師が三人いるだけだ。


    「白虎のことを考えてくれてて、正直うれしいよ」


    「多感な時期にまかり間違っても死体の山とか見せられないでしょう？　とくに、そこににおいとかうめき声とか入ってきちゃうと、すごくリアルに覚えちゃうしね。人格形成に確実に影響が出ちゃうもの。それを影殺師の娘だから諦あきらめろとは言いたくないのよ」


    　だよな。まだ夜道で露出系の痴ち漢かんに貧相な裸を見せつけられるほうがマシだろう。


    「というわけで、宇う都つの宮みやまで来たってわけだ。こんな馬ば鹿かげたことをやる奴が、どんな顔してるのか、見たかったっていうのもある。いい技術持ってるなら、そのうち使えるかもしれねえだろ」


    　わざと親おや父じは、育ちのよくないような笑いを浮かべた。前歯が少し欠けて斜めになっているのが見えた。俺が幼い頃ころから欠けている。仕事で負傷したのか、おふくろに物でも投げられて、ぶつかったのかのどっちかだろう。


    　わかってたことだが、案の定、この二人は図太い。世界を善人とクズの二種類に分けたら、クズになるような生き方をしてきた人間だ。


    「ちなみに、ここに来る前に日光の観光をさせてもらってたのよ。逃げないように監視してたらいいでしょって言って。お金も出してもらったわ～。いろは坂越えて、中ちゆう禅ぜん寺じ湖こも華け厳ごんの滝も見たわよ～」


    　図太いにもほどがあるだろ！


    　というか、研究所も金は出したんだ……。思ったより親切なのか、人質にしたことに罪の意識でもあるのか。


    「けど、今の時期、修理中で見られないところもあって、残念だったけどな。でも、雰囲気はわかってよかったぜ。ここの近くの大おお谷や観かん音のんと地下の採石場資料館も見たし。年中八度っていうのは、涼しいというより寒いな」


    「人質だから、拝観料も全部出してもらったわ～」


    　だんだん、息子の俺が恥ずかしくなってきた。もはや、一種のたかりだ。人質ビジネスだ。


    「でも、それにしても長く、こっちにとどまってるな。逃げるチャンスぐらい、いくらでもあっただろ」


    　逃げてきたって連絡もらえたら、来なくてすんだんだけど。


    「いや、この組織の所長とやらが、何者なのか探ってるんだよ。なかなか、面白いことが見つかりそうだからな。最低でも津つ山やまの生活より刺激がある」


    　こういう発想が出てくるのがクズのクズたる所以ゆえんだ。親おや父じたちの場合は、自覚してやってるだけ、救いがあるけど。


    「異能力者のつながりではないみたいなんだよな。紀き尾お井いっていう苗みよう字じも偽名みたいで、親族構成もわからん。私し怨えんの線ってことは、だいたいわかったんだけどよ」


    　私怨、か。そういえば、紀尾井蓮れん星せいのほうの目的ははっきりとは聞いてない。菊きく坂さかのほうは怖こわいぐらいにわかりやすかったけど。


    「意外と、俺たちのことも興きよう味み津しん々しんだったみたいだしな。やけにあいつらに調べられたぜ。俺たちだけじゃなく、親戚や先祖のことまでこと細かに聞かれたな」


    「あれ？　親父たちは、俺を呼び出すための人質だと思ってたんだけど……」


    　実は最初から親父たちが目的だったりするのか？


    「なんで、そんなに俺たちにこだわるんだって所長に聞いたら、どうしても調べる必要があるんだって言われた。自分の夢のためなんだって。自分に可能性をくれたってことで、影えい殺さつ師しだった一族を恨みもしてるけど、感謝もしてるって」


    「なんだか、やけに複雑な過去があったみたいだな……」


    「けど、俺たち影殺師と関係があったってことは、九割九分アレだろ」


    　親父は首のところに右手を当てた。


    「誰だれか、殺されたんだろ」


    　実際、よくある話だった。


    　その説明なら、紀き尾お井いって奴やつがピンポイントで冬ふゆ川かわ家を狙ねらう理由もわかる。


    　変な話だが、俺も戦いやすい。


    　遺族が影えい殺さつ師しを恨むのは、ごく普通の反応だからだ。仮に俺たちが紀尾井の大切な誰だれかを殺したわけではないとしても、ほかの影殺師が手を下したのなら、そいつと戦うために影殺師について知ろうとすることだってあるだろう。


    　かといって、影殺師なんてググって連絡先がわかる職業じゃないし、まともに情報が出てる奴なんて、影殺師の末まつ裔えいを名のってる俺ぐらいのものだ。


    　異能力者であること自体を呪のろわれるのよりははるかにすっきりとする。俺は影殺師を代表して、過去のことを詫わびつつ、紀尾井に拳こぶしを振るえばいい。


    「とくに俺は煌こう霊れい遣いだったからさ、どうやってそんな奇跡が起こせるのかと根掘り葉掘り聞かれた。血筋が大事なんだって説明したら、何度か注射器で血を抜かれたけど、そういう問題じゃねえだろ。煌霊遣いの血を輸血したら、煌霊遣いになれるわけじゃないだろうしさ」


    　血まで取ったのか。


    　なんだろう、この落ち着かない感じは。


    「影殺師の中でも煌霊遣いが仇かたきだったのか？　でも、煌霊遣いの遺伝子に着目しても、いくらなんでも無意味だろうし……。科学者のやることはよくわからねえなあ」


    　親おや父じは首をかしげていたが、俺は紀尾井の目的が推測できたような気がした。


    　元「最強」のトレース──だったりしないかな？


    　異能力者を倒すにしても、影殺師を倒すにしても、強力な異能力者のデータはあるにこしたことはない。そんなものを人為的に生み出せるなら、そんなありがたい話もない。


    　自分そっくりの人間の集団が、小こ手で毬まりそっくりの煌霊たちを操っている。不気味なイメージが頭を支配した。


    　しかも、その人間たちは一人として表情を持たない。笑いもしなければ、苦しいと訴えることもない。


    「なあ、俺たちのクローン人間が作られるなんてことはないよな……？　人間と戦うならともかく、人造人間と戦うだなんて気持ち悪いのは勘弁だぞ」


    「そんなわけないだろ。そこまで科学は進歩してねえよ」


    　親父は鼻で笑った。それが正常な反応なんだろう。


    「これまで、紀尾井って所長が作ったのも、火や氷を出すとか、すごく速く走るだとか、現実的な範囲のものだけだろ。お前の杞き憂ゆうだ、杞憂」


    「これには、お父さんに賛成するわ。だいたい、そんなクローンが作れたとして、それって異能力者でしょう。異能力者が普通の人より強いってことを確認するようなものよ。ここの所長が作るかしら？」


    　二人の言葉は筋が通っていた。表面上だけでも確実に異能力者と対抗しようとしていた研究所が、異能力者を作り出すだなんてことはありえない。無む能のう力りよく者しやガールズが、異能力者と仕事をするのを控えていたのは、事務所の判断ではなく、ミヤーを作っていた研究所の意向のはずだからだ。


    　でも、だとしたら、なんで紀き尾お井い蓮れん星せいは煌こう霊れい遣いにこだわっているように見えるんだ？


    　そういえば、菊きく坂さかも戦闘中、一度も小こ手で毬まりに向かって攻撃を仕掛けなかった。ライフルが狙ねらったのは常に俺だけだった。あれもたんなる偶然だったのか？


    　その時、がちゃがちゃとドアのカギが乱暴に音を立てた。


    「一いち里り塚づかです。ビンのジュースですけど、これでいいですか……？」


    　黄色いビールケースに五本ほどオレンジジュースやコーラを入れて、親を連れてきた時の男が戻ってきた。律儀に用意してきたのか。本当にパシリだな。


    「あらあら、悪いわねえ。助かるわあ」


    「一里塚くん、免許持ってる？　食いっぱぐれたら、『ふゆかわでんき』で雇ってやるぜ。給料安いけど、食べるものは三食全部用意してやるよ。家電の修理方法やエアコンの取り付け方も、のきなみ伝授してやるぜ。手に職つけな」


    「えっ、そりゃ、ありがたい話ではありますけど、俺、この研究所で働いてますし……あんまり栃木離れたくないですし……」


    　こいつ、地元って理由で、ここで働いてるのか？　もっといい働き口あるだろ。


    「ああ、君の気持ちもわかる。岡山のさらに北とか、もう何があるかわかんないよなあ。でも、こんな怪しい研究所があと何年続くかなんてわからないだろ。地に足ついた生き方のほうが、つぶしがきくもんだぜ。親だって心配するしさ。親っていうのは、嫌いやになるほど心配するものだからな」


    「それは本当に感じますよ」


    　一里塚は相そう好ごうを崩した。話してるうちに、少しなついてきたな、こいつ……。看守役としては向いてない性格だと思う。


    「最新の研究をしてる施設で働いてるとか言っても、全然通じないんですよ。ばあちゃんなんて、適当なこと言ってプータローしてるって信じてる有様だし。昔の人間に通じない職業っていうのは損ですよ。働いてる内容が想像できる職業でないと、働いてると思えないんですよ」


    「あるよなあ。なかなか、時代の変化を見るのって疲れるからな。俺も電器屋やるって言ったら、親おや父じに怒られたもんだ」


    　さすが、接客業。トークで相手の警戒を解いている。こうやって、地元の顧客を一定数、確保してるんだな。


    　この一里塚も異能力者を憎んでるんだろうか。もう、憎んでくれてもいいから、一般人は絡んでこないでほしい。火の粉を払うって気持ちじゃいられないんだ。人間だから、払えば傷つけてしまう。かといって、払わないと、やはりこちらが傷ついてしまう。


    　時折、殺した奴やつの顔が夢に出る。蜘く蛛も島じまの仲間だった奴らだ。名前も素性も知らない。ただ、顔だけを覚えている。小学校の時の嫌いやな記憶が忘れられないように、これも残り続けるんだと思う。呪のろわれて死ぬわけでもない。罰ばちも当たらない。ただ残り続ける。


    　異能力者同士の殺し合いでもそうだったんだ。まして、一般人を殺したらどれだけ重苦しいことか。洗い流せない泥をかけられた気になるはずだ。


    「ところで、君はなんで異能力者が嫌いなの？」


    　オブラートも何もなしに親おや父じが直球をぶつけた。


    「実は……自分も異能力者なんですよね。火をちょっと出すぐらいのたいしたことないレベルなんで、食っていけるとかには程遠いんですけど」


    　え!?　えええ!?　異能力者なのに、この組織に入ってるの!?


    「さっきも言いましたけど、実家近いし、ちょうどいいかなって。異能力者じゃなくてもできる仕事なら、自分でもたぶんできるし。菊きく坂さかさんとかにばれたらクビになるかもしれないから、言わないでくださいね」


    「言わねえよ。一いち里り塚づかくんに恨みはないからな」


    　うわあ。


    　すべてがどうでもよくなる瞬間って、人生でたまにあるけど、まさにそれだな。


    　異能力者であることに対する葛かつ藤とうとか、相そう克こくとか、こいつ一切持ってない。考えようとしたこともないかもしれない。


    　俺が高校出たての頃ころだったら、突っかかってただろう。ふざけんな。そんなくだらない理由で異能力者の邪魔するんじゃねえって。今の俺は、魔法が解けたような倦けん怠たい感かんを覚えるだけだった。


    　戦えば傷ついちゃうのは、一般人でも異能力者でも同じなんだし、覚悟の大きさなんて計量できないし、つまるところ、線引きには何の意味もないんだ。


    「すぐにとは言わないし、二年後でも、三年後でもいい。だから、よかったら、ここに連絡くれよ」


    　親父は「ふゆかわでんき」の名刺──扇風機の風で涼んでるクマのイラストが入ってるやつ──を男の白衣のポケットに入れた。捕らえられてる意識、まったくないな。


    「ありがとうございます」


    「うん。たぶん、この研究所、長く保もたないからな」


    　一里塚の背後に、影がかかった。


    「君はいい奴だが、ダメな組織に入って、ダメなことをした。端的に言うと、他人を攻撃する手伝いをした。だったら、君も同じ目に遭わないといけない。罪を償つぐなったあとならいつでも店に来てくれ」


    　恐怖を感じる前に鈍器のようなもので殴なぐられ、一里塚は意識を失う。せっかく運んできたビールケースも落下して、ビンが転がった。


    「助けが来た気がしたから、こいつを呼び止めてみたぜ。思ったより俺の演技もいいだろ」


    「お父さん、昔はよく人を騙だましてたもんねえ～」


    「お前も騙して結婚したようなもんだからなあ」


    「あら、騙したのはこっちよ～」


    「殺すぞ」


    「殺すわよ～」


    　親おや父じとおふくろは、のろけてるのか、殺害予告なのか、どっちなんだよ。目の前で倒れてる一いち里り塚づかはどうでもいいけど、助っ人を無視すんなよ。


    　知らない奴やつだったら監禁されてるのが気恥ずかしいが、幸い、知ってる顔だった。


    　問題は、さほど仲がいいわけでもない知り合いの場合、赤の他人のほうがよほどやりやすいってことだろうか。


    「この面メン子ツなら、助けなくても逃げられたんじゃ？」


    　斎さい村むら蕣あさがおが仏ぶつ頂ちよう面づらで立っていた。白衣の人間にケンカを売るような喪服の黒。変装する気など、毛頭なかったらしい。あるいは隠れるまでもないと考えているのか。


    　手にはしっかり、愛用の鎌かま。さっき殴なぐるのに使ったのは鎌の柄の部分のようだ。


    　その背後には、犬耳の燧のろしが立っている。


    　悪目立ちのために来たとしか思えないほどに目立っていた。死神がこの研究所にやってきた。人間が死神を押し留とどめることなんてできない。


    「よく、その格好でここまで入ってこれたな」


    「通してもらえなかったから、通ってきた」


    　手遅れかもしれないが、犠牲者が出てないことを一応祈ろう。偽善的でも祈ること自体が咎とがめられることはないだろう。


    「おっ、もしかして、煌こう霊れい遣いの人か。元煌霊遣いの冬ふゆ川かわ黄こう龍りゆうだ。これはやってる店の名刺」


    「煌霊遣いではないけど影えい殺さつ師しだった、妻の蚕こ影かげです～」


    「煌霊遣いの斎村蕣です。こちらが燧です。異能力者事務所、ブレイクスルー所属です。これが名刺です」


    　同じ世界の人間同士、ちゃんとした自己紹介＆名刺交換になっていた。もし、これが監視カメラに映ってたら、見てる奴はシュールだなと思うことだろう。


    「まさか、ボランティアで来たってことはないよな」


    「滝たきヶが峰みね万ばん理りから連絡を受けた。この研究所を叩たたきつぶす作戦は彼女が担当しているから」


    　思った以上にあの人、早く動いてきたな。


    「けど、半分は個人的な報復のため」


    　斎村は無造作に倒れている一里塚を蹴けった。


    「この組織の連中が燧のろしを誘拐しようとした。そいつらは始末したけど」


    　また、煌こう霊れい遣いかよ。


    　たんなる偶然と考えるための理由を頭で作った。たしかに斎さい村むらもＫＣのベスト４だ。俺に勝った奴やつだ。菊きく坂さかのような人間なら倒しておくべきリストには確実に名前が入っているだろう。


    　けど、親おや父じまで調べようとしたってことは、やはり何かある気がするんだよな。少なくとも、ここの所長は煌霊遣いに執着している。


    「代表者を見つけ出して、殺す」


    　まずい。こいつは相手に興味がなさすぎる。死なれると、敵の正体がわからなくなる。


    「滝たきヶが峰みねに引き渡す前提で考えてくれよ。証言が聞けなくなったら困るからな」


    「くだらない連中の話なんて聞きたい？」


    　そうだった、こういうことを言う奴だった。滝ヶ峰と相性がよさそうで怖こわい。二人揃そろって俺をいじめてきたら、シャレにならん。


    「原因を究明できれば再発防止に役立つだろ」


    「また発生したらその時に消せばいい」


    　こいつ、普通の組織に属したら絶対に昇進しないな……。


    「じゃあ、こうしよう。これは俺の個人的な頼みだ。敵が何者か確認させてくれ」


    　斎村は嫌いやそうな顔をしたが、目で了承の意を示してくれた。


    「お父さん、私たちは帰りましょうか」


    　本当に旅先から帰るノリでおふくろが言った。


    「だな。この時間だと新幹線、走ってないかもな。宇う都つの宮みやの駅前に行けば、宿ぐらいあるだろ」


    「お金は組織が出すものよね」


    　などと言いつつ、おふくろは倒れてる一いち里り塚づかの財布から二万円抜いていた。彼にとってはふんだりけったりだが、こんなところで働いているほうが悪い。


    「あんたらは勝手にしてくれ。ここは俺たちの世代でやる」


    「おうよ。お前たちでやれ。これはお前ら、若い奴がどうにかする仕事だ」


    　親父は俺の背中を後ろからぽんぽんと叩たたいた。


    「面倒なことばかり飛びこんできて、嫌になるだろ。けど、腐らずに乗り越えろ。ここで腐ると、死ぬまでずっと腐ることになるし、どうにかやっていけば、いい財産になる。二十代っていうのはそういうもんだ。若いうちに立派に生きてれば、その力が持続する。そしたら、若い世代がついてくる。若いのが見向きもしない人間っていうのは、たいていつまんねえ奴だ。既得権益や党派争いに血道を上げてるような恥ずかしい中年にはなるなよ」


    「こんな親父に人生訓垂れられても、説得力ないぞ」


    　親父はまた下品に笑った。下品だからこそ、この男はこれまで生きてこられたのだという気がした。


    「ほんじゃな」


    　手を軽く振って、親おや父じは通路をおふくろと一緒に駆けていった。その先からすぐに悲鳴が聞こえてきた。たぶん、久しぶりに暴れられるのがうれしくて仕方ないんだろう。


    　飼えもしないのに虎とらを呼んできちゃダメなのだ。


    「私たちも行こうか」


    　ぼそぼそと斎さい村むらが寝起きのような声で言った。盗聴器が仕掛けてあっても、聞き取れないだろう。


    「案外、面倒な仕事だぞ」


    「『御おん大たい』の頃ころと比べれば、簡単な仕事」


    　ブラック企業出身者から見れば、普通の企業でも天国に見えるらしいが、それに近いものを感じた。基本的人権すら絶対に守ってなかっただろうしな、『御大』は。


    「一つ、質問していいか？」


    　了承を得る前に聞いた。


    「お前は敵が異能力者か、そうじゃないかで何か気持ちが変わったりするか？」


    「敵とは倒すべきもので、敵じゃないなら倒さなくていい、それだけじゃないの？」


    「ありがと。充分だ」


    　尋ねるまでもなかった。俺もやっとふんぎりがつきそうだ。


    　立ちはだかってくるなら、どんな奴やつだろうと吹き飛ばす。


    「それじゃ、できるだけ簡単に片付けるぞ」


    　俺が言い出す前に、斎村はとっとと走り出していた。


    　しょうがないので、追いかける。お化け屋敷と修しゆ羅ら場ばでは一人にされたくないものだ。


    　俺の横を燧のろしが伴走する。


    「お前もよろしく頼むぞ」


    「こちらこそ」


    　中性的なかわいさとかっこよさの間の声だった。


    「お前、いい声してるな。滅多にしゃべらないけど」


    　燧は照れたようにうなずいた。


    　警報のサイレンが轟ごう音おんで鳴った。


    　耳に響くというより、体そのものを動かすようなそんな破壊的な音だ。こんな音じゃ、むしろ刻一刻と変化する〝現在〟を覆おおい隠してしまうんじゃないかと、かえって心配になるほどだ。


    「何もかもに既視感があるな。ドラマを演じてるみたいだ」


    「無駄口はいらない。ここは敵の本拠地。呑のん気きにしてると、死ぬかもよ？」


    　ここにいる敵より、お前のほうがよほど怖こわいよ。


    　サイレンが鳴っている割りには敵は出てこなかった。出ても殺されると本能的に感じているのだろうか。俺はできるだけ不殺を貫きたいが、先頭をとんでもない同業者が走っているから、保証はできかねる。


    　上り階段を見つけたところで、斎さい村むらが立ち止まる。


    「私からも、一つ聞いていい？」


    　俺が了承する前から、どのみち斎村はしゃべりだした。これで貸し借りなしだ。


    「あなたが捕まるような敵がここにいた？　私はあなたを過大評価するつもりはないけど、連中に負けたとは思えない」


    「わざと捕まるっていう、考え抜かれた作戦なんだよ。勝つだけなら勝てた。そしたら今いま頃ごろ、ここは崩壊して、火事にでもなってただろ」


    「ふうん、異能力者にあまり恥をかかせないでね」


    　そういう視点もあるんだろうな。異能力者の矜きよう持じのために全力で戦え、か。


    「燧のろし、やって」


    　名前を呼ばれると、さっと燧は階段の奥に向けて、針を放った。


    　数瞬後、階段をパネルを背負った敵が二人、転げ落ちてきた。待ち伏せのつもりだったんだろうが、すぐにわかった。


    「もう少し、上う手まく隠れないと伏兵にもならない」


    　つまらなそうに、斎村は言う。この女は、どうして異能力者になったのだろうと思う。とても、異能力者としての生き方を楽しんでいるようには見えない。


    　だが、生き方というのは楽しいから選ぶものではないのかもしれない。今日の飯をラーメンにするか、寿す司しにするか、カレーにするか、そんな自由な決め方はできなくて、ラーメンは最初から確定事項で味み噌そか醬しよう油ゆか塩か、せいぜいそのあたりの振り幅しかないのかもしれない。それならまだいいほうで、トッピングに味玉をつけるか、海の苔りをつけるかぐらいの自由度しかないのかもしれない。


    　ふざけてるかもしれないけど、実際そんなもんだよ。


    　少なくとも、俺は幸せになれる確信があって影えい殺さつ師しになろうとしたわけではなかったはずだ。


    「じゃあ、行くよ。たぶん、総大将は最上階の三階だけど、一フロアずつ、つぶしていく」


    「つぶすって、具体的に何をする気だ？」


    「ここに所属してる連中は同罪だから」


    　逃げたい奴やつは今のうちに逃げてくれ、そう願った。これは本心だ。散る必要のない命は散らぬにこしたことはない。散らす覚悟はあるが、散らしたくない。人生、背負う荷物は極力少ないほうがいい。


    　地下から一階に上がる。


    　ここは表向きの商談などで使うのか、まともな部屋が多かった。研究所で開発した商品を展示したスペースなんかもある。会議室も給湯室も、ありふれたものだ。合理化された部分に狂気は宿らない。懸命さのない芸術はつまらないが、懸命すぎる日常は困る。


    　そんな常識的な場所のあらゆるところに、連中は身を潜めている──つもりになっていた。


    　正直、俺の出番はろくになかったし、斎さい村むらもその物騒な鎌かまで首を切り落とすこともなく、一階のほぼすべての作業は燧のろしが片をつけた。たまに雷や氷が飛んだが、何の効き目もなかった。壁を盾にして防げばいいだけの話だ。


    　連中は勘違いしている。五ご属ぞく性せい系けいの力は典型的な異能力ではあるが、それが最強というわけではない。商品価値が高いだけだ。


    　そりゃ、滝たきヶが峰みねの炎は群を抜いてるけど、あれは別格だ。戦闘に特化するなら、もっと違うものを使ったほうがいい。


    　だが、奇妙な異能力ほどコピーすることも困難になる。とくに淵えん堂どうの対象をこの世から消す力とか、仔こ犬いぬ丸まるの何人も分身を生み出す力だとかいったものは、そう簡単には科学的に再現できない。


    　なのに五属性系が強いとなぜ錯覚されているのか？


    　テレビで五属性系の異能力者が目立っているせいだ。それを見てうらやましいと思うから、自分も真ま似ねがしたいと考える。結果的に紀き尾お井いの研究に引っかかる。


    　欲望に惑わされれば、身を誤る。まして、欲望に気づきすらしなければ、その欲望にひどいところに連れて行かれる。


    　逃げられる者はほとんどいなかったと思うし、どいつもこいつも俺たちの前に立ちふさがってきた。困ったことに、もしかしたら勝てるかもと信じて、対たい峙じしてくるのだ。


    「くそ、異能力め──」「あっ──」「いの──」「くっ──」


    　あまりにも針が的確に刺さるので、声らしい声も聞こえなくなる。一階はそんな調子でクリアされた。そう時間を置かずに、動ける人間がいなくなった。


    「次は二階ね。ああ、まだひと部屋残ってた」


    　本当にアリでも駆除するように斎村は言う。


    「迷いがないな」


    「何についての？」


    「何でもない」


    　インストールしている価値観が違うから、話しても無駄だ。俺だってここにいる連中を許せないのは同じのはずなのだ。


    　斎村は無言で、最後に残った休憩室の扉を開ける。すぐさま、テーブルの下に鎌を突き入れた。


    「きゃあ！」と悲鳴をあげて、若い女が飛びだした。


    　斎村は黒いローファーで、女の顔を蹴ける。痛みと恐怖で女は突発的に泣きそうになる。


    「黙れ」


    　斎さい村むらは削そぐような角度でまた顔を蹴ける。心を失ったように、女が泣きやんだ。いや、泣くのをこらえていた。余計なことをすれば殺されると悟さとったのだ。正解だ。叫んだりすれば、顔だけじゃすまない。


    　その間に燧のろしはテーブルの裏側にまわりこんで、針を放っていた。テーブルの下をのぞくと、誰だれかが倒れているように見えた。戻ってきた燧の頭を、斎村はよしよしと撫なでた。


    「逃げるしかない局面で、逃げることすらしないなんて」


    　斎村は本気で苛いら立だっていた。こいつは暴力を振るうことに快楽を覚えるタイプとは違う。単純に面倒くさがっている。


    「もう、ザコはいないから、あとは二階と三階のボスだけだろ」


    「支部とかはないの？　都内にも出張所ぐらいはあるんじゃない？　大阪は？　名な古ご屋やは？　福岡は？」


    　本当にめまいがする。斎村の中には敵と味方の二種類しかない。今の斎村に触ふれたら、それだけで命を失うような気がした。


    「鎌倉時代の初め頃ごろまで、東国の武士団にはある慣習があったそう──」


    　斎村は俺の顔を見み据すえている。逃がさないぞと言わんばかりに。


    「──敵対した者は皆殺しにする。現代人の私は殺しはしないけれど、敵はすべてつぶす」


    「そんなことしたら、また復ふく讐しゆう者しやが生まれるんじゃないのか？」


    「逆よ。中途半端に生かすから生き残りに命を狙ねらわれることになる。恨みを抱く者がいなければ、恨みは存在しない。平へい家けが源みなもとの頼より朝ともを殺しておけば歴史は変わっていた」


    　自分が甘いのか、斎村が非情なのか。答えは出なかった。いや、俺は出さなかったんだ。


    　敵が非合法の手段に打って出た時点で、滝たきヶが峰みねは実力行使を選ぶに決まっていた。俺が先に実行役になれたのは、親族が巻きこまれたからという「特権」のおかげだ。


    　それで、カタがつかず、あまつさえ敵に捕らえられたのだから────より徹底した武断派が出てくるのは必然だ。


    　結果はわかっていた。俺の判断だけで結果が変わるなら、滝ヶ峰はもっと俺にうるさく言っただろう。あいつは他人を無根拠に信じて、重荷を負わせたりはしない。


    「何に不満があるの？」


    　斎村は俺の顔を得心のいかない顔でのぞきこんでいる。


    「敵の中に、親しかった友人でも交じってた？」


    　小さな足音が耳に飛びこんだ。


    　すぐに斎村はドアの隣に体を密着させ、鎌かまの用意をする。


    「ねえ、あとでお土産みやげ、買いたいんだけど、何がいいかな？」


    　突然、不似合いな陽性の声が斎村の口から聞こえた。


    「えっ？　何の話だよ？」


    「栃木って何が有名なの？　イチゴ？　餃ギヨウ子ザ？　明日、一緒に駅で探してくれない？」


    　ああ、はいはい、ブラフなんだな。


    　扉が開いて、研究所の連中が入ろうとしてくる。そいつは、異能力者に近づく装備ではなく、たんなる拳けん銃じゆうを握っていた。後ろの二人も同じだった。


    　こいつら、それを俺たちに向けるのか。ヤバいと思った。次の瞬間、斎さい村むらは鎌かまを横に薙ないだ。血が撥はねて、銃が手から離れ、舞った。高々と上がった斎村の足が前の男の側頭部を蹴けりつけた。その時には、後ろの女の顔に何か所も針が刺さっていた。前の男が倒れていくのと同時に鎌が突き出される。後ろの女の胸に軽く鎌が刺さる。小さな悲鳴。体が痙けい攣れんし、銃口が天井のほうを向く。斎村はまた鎌を薙ぐ。後ろの二人の女から平等に血が流れる。そのまま、鎌を回転させると、柄のほうで女二人の足を崩す。床に倒れていくところで燧のろしが追い打ちの殴打を手近にいた女に食らわせる。二人が倒れると、すぐに斎村は女二人の手を踏みつぶして、拳銃を放させる。女の指が妙な方向に曲がる。針の刺さっていなかったほうの女の首にいくつも針が刺さる。最後に前の男の首を斎村は鎌の柄で突く。意識をまだ失えていない男がむせる。「黙れ」もう一度、柄が突かれる。げほげほと胃液のようなものを男は吐いた。


    　吐き気が俺のほうにも伝染した。


    　俺も、その場で嘔おう吐とする。ここに来る前に駅の近くで軽く食べたパンだった。出すものは出したはずなのに、なかなか吐き気は治まらずに、俺は何度もえずいた。息ができないと思った。


    　これが、親が白びやつ虎こに隠そうとしていたものなんだ。弱者に対する一方的、圧倒的な暴力は醜みにくい。こんなものを見せるぐらいなら、宇う都つの宮みやに連れていかれたほうがたしかにマシだ。


    　斎村は俺のほうを一いち瞥べつしたが吐いているだけだとわかると、すぐに目をそらして、犠牲者の足を踏んだ。足を折って、動けなくするためだ。痛みで女の混濁している意識が目覚めそうになるが、そうすると柄で顔がぶたれる。追加の針が撃たれる。


    「誰だれかを傷つけようとする者は、みずからが傷つけられる覚悟も負わなければならない」


    　ぼそりと格言めいたことを斎村は言った。


    　たしかに、斎村の攻撃はこれまでよりはるかに執しつ拗ようだった。理由は明白だ。敵が銃を持ち出してきたから。


    　異能力者と同じフィールドで戦う気すら敵にはなかった。しかも、それは殺傷のためだけの道具だ。


    　だから、斎村はより徹底的に痛めつけた。動きを止めようとした。


    　動けなくするということは、殺さずにはおいてやるということだ。殺すだけなら、首を切り裂さけばいいのだから。それを寛容の精神と呼んでいいかはわからないが、とにかく斎村は殺さずにすませた。実際は、下っ端まで殺してしまうと、事件性が大きくなりすぎるから、許してやっているということだろう。


    　それでも俺は耐えられなくて、吐いた。


    　俺はヒーローになろうとした。それが形の上のものだとしても。


    　フィクションに出てくるヒーローのような、悪に屈せず、まっすぐに戦い続ける存在に近づきたかった。なれるのならば、なりたかった。


    　だけど、現実に出てくるのはわかりやすい悪なんかじゃなかった。恐るべき力を秘めた超人でもなかった。どこにでもいるような人間の集まりだった。


    　フィクションが楽しめるのは、それなりに強くて、かつ主人公を瞬殺しない程度の力の敵が立ちはだかるからだ。力の劣った者を延々と狩り続けるバトルにはカタルシスが足りない。まして、そいつらがごく普通の人間の顔をして、人間の声で悲鳴をあげれば、胸むな糞くそ悪くなるだけだ。


    　口の中が酸っぱい。唾つばを部屋の隅で吐いた。


    　慣れろ。俺がこの生き方を選んだからには、またこんな日も来るかもしれない。慣れるんだ。


    　我慢しろ。立ち向かえ。


    「影えい殺さつ師しが人に好かれるとでも思っているの？　過去にどれだけ人を殺あやめてきたのよ。あなただって、何人か殺してるんじゃない？」


    　まったく、その通りだ。人殺しが、人を痛めつけることに異議をさしはさむことなんてできない。しかし、体は正直だ。耐えられないと言っている。醜みにくいものは醜い。


    「俺はこの世界の何人を地獄に落とせば解放されるんだ？」


    　研究所に所属している連中は、本当にごく一握りだろう。異能力者を倒したいと思っている奴やつは、百倍や二百倍じゃ足りない。それが偶然、結晶化しただけだ。


    　異能力者は、存在自体が異能力を持たない人間に憎まれている。頭で理解しても、体がまだ追いつききっていない。難儀な体だ。


    　鎌かまの刃が顔に向かって、飛んできた。


    　咄とつ嗟さにかわす。


    「動きは悪くはない。変なこと言い出した割りには、まだキレがあるわね」


    　斎さい村むらのやつ、今、本当に殺す気だった……。心臓がどくどくと脈打っていた。


    　鎌はもう飛んでこなかった。代わりに斎村はスマホをいじった。


    「これでも見れば？」


    　どこか、適当なサイトにアクセスしたのだろう。押しつけられた画面を見る。


    　無能という文字が見えたので、無む能のう力りよく者しやガールズのファンサイトだろうと思ったが、それにしてはレイアウトがそっけない。そもそも、無能力者ガールズという文字列がない。そこにあるのは「無能」の二文字だけだ。けれど、無能という概念についての話なんかじゃなくて、そこにあるのは、無能力者ガールズを徹底して攻撃するものだった。


    



    　──いわく、


    　ファンの異能力者の出番が減った。絶対に許さない。


    　川かわ匂わが負けたのは、絶対に何か仕込んでたからだ。芸能事務所、ぶっつぶしてやる。


    　たいしてかわいくもないくせに、出てくるんじゃねえよ！


    　結局、機械に頼ってるだけだ。だったら、ロケット作った奴やつのほうが強いことになるな。


    　無能の黄色が昔、イベントで一緒になった異能力者からサインもらってる写真。


    　こいつら、昔はきわどい水着で仕事してたんじゃないの？


    　勇気与えるためとかうるさいんだよ。誰だれも無能からの勇気なんていらねえんだよ。


    　異能力者と一緒の仕事だったら出ないって事務所が変なこと言い出してる証拠動画。


    　そんなに強さアピールしたいなら、滝たきヶが峰みねとかと戦わせろよ。五秒で終わるから。


    　無能を応援してる奴は、もっと有益な現実の楽しみ方を覚えたほうがいい。


    



    　指でスクロールしても、スクロールしても、無む能のう力りよく者しやガールズに対する怒りの声は続いていく。感情に終わりがないのだから、おそらくそこにも終わりはないのだろう。


    「もちろん、あなたの友達についてあることないこと書いてるページもあるけど？　霧きり原はらみぞれだっけ。あの子の露出の多い画像だけ集めたところとか。逆に変顔集めたところもあるし。滝ヶ峰万ばん理りも、徒あだ花ばな舞まい花かも、みんな、みんな、同じような目に遭ってるわけだけど」


    　斎さい村むらの声が来たおかげで、画面を見るのを中断できた。


    「小こ手で毬まりって文字列にちょっと検索ワード足したらどうなると思う？　どうでもいいけど、歌か舞ぶ伎き町ちようのどっかで働いてたって本当？　あれ、事務所が圧力かけて、店が働いてた時の写真、週刊誌に売ろうとしたの、止めたらしいよ。全部、『御おん大たい』時代に聞いた噂うわさだけど」


    　どうして、人間っていうのは、自分よりひどい扱いを受けている人間を見ると、冷静になれるんだろう。


    　自分はまだマシだと思えるから？　いや、そんな奴隷道徳によるものだけじゃない。自分が受けた痛みというのは、あまりに直接的すぎて、上う手まく対象化することも計量化することもできないのだ。自分の痛みは他人の痛みから再構成することでしか生まれない。


    「どうしてこんなものを見せた？」


    　悔くやしいけれど、斎村のほうが俺よりも心が硬い。この世界にはいくつも闇やみがあって、その闇に斎村はずっと詳しいのだ。


    「嫌いやなものすべてを消すことはできない。自分たちでできるのは嫌なものが、ある、と認めること。それと、ある、ものに心を乱さずにおくこと。私たちが、ある、ならば、私たちを否定するものも、ある。具体的に言うと、誰かの評価が怖こわいなら、今すぐ死ねってこと」


    「お前って強いな」


    「強いのではなくて、慣れたのよ」


    　他人に逐ちく一いちお伺いを立てるヒーローなんていないものな。


    　深呼吸をした。相変わらず、口の中は酸の味が残っているが、多少はマシになった。休憩室のテーブルには蔓つるで編んだカゴが置いてあって、中に飴あめやガムが入っている。眠気覚ましの黒と緑のデザインのガムを一枚とって、嚙かんだ。気持ち悪いほどにすうすうとした。


    　二十秒ほど嚙んでから、テーブルに吐き出す。


    「俺も慣れていきたいと思う。時間はかかるかもしれないけどさ」


    「一朝一夕で慣れられるほど、甘くないから」


    　何を言っても否定される気がしたけど、そのほうがやりやすかった。斎さい村むらとの距離はこれぐらいでいい。


    「やっと、二階に行けそうね」


    



    　一階は静かになっていた──とは言いがたい。時折、どこかからすすり泣きのような声が聞こえる。ここには絶望しかない。わずかな夢や希望はすべて斎村蕣あさがおが奪い取った。


    　しかし、斎村も命までは奪わなかった。それが幸運なことかどうかはわからないが、命があればやりなおせる。やりなおしてくれ。過去は消せないが、未来はよりよいものに作り変えることができる。そのあいまいな可能性を生きるより仕方ないんだ。


    　そして、ようやく俺たちは二階へと続く螺ら旋せん階段を上がっていく。階段の終点にはホールにあるような両開きの扉がある。けれど、この先にあるのは演劇でもライブでもなく、殺し合いだ。


    　小さく扉を開けて内側に入る。


    　だだっ広い次のフロアで菊きく坂さかミライは待っている。


    「派手にやってくれましたね」


    　いまいましそうに菊坂は斎村のほうをにらみつけた。燧のろしをさらおうとしたぐらいだから、斎村のことは知っているだろう。『御おん大たい』のことはまったくわからなくても、凄すご腕うでの異能力者であるという情報だけなら、すでにＫＣそのほかで開陳済みだ。


    　菊坂は先ほどよりさらに腕と足が太くなっている。何か新しい機能でも追加したのだろうか。もう、これだけの技術があれば人間が乗らなくてもオートで運転できるんじゃないかと思うんだけど、やっぱり乗らないとダメなのか。


    「生きては返しませんからね」


    「やられたらやり返すというのが、私の流儀だから」


    　菊坂を前にしても、斎村の表情も雰囲気も変わらない。これまで斎村の集中力が乱れるようなことがあったのは、燧が滝たきヶが峰みねに手首を切られた、あの一度だけだ。


    「生きては返さない、そう言ったわね」


    「ええ。次の瞬間には全身が穴だらけになりますから」


    　菊坂の銃が斎村のほうに向く。俺も動く準備を固める。自分ができることをやろう。


    「誰だれかを傷つけようとする者は、みずからが傷つけられる覚悟も負わなければならない」


    　訓戒のように、また斎さい村むらが言った。


    「ええ！　私はあなたたち、異能力者をぶっつぶせれば、それで本望ですからね！」


    　銃弾の音が響く時には、俺も斎村も距離をとっている。


    「二人とも射殺してやりますから！」


    　斎村はまだ攻撃は仕掛けない。一撃で決めるつもりだと思っていたので意外だった。どうやって攻撃に移るつもりだ？


    　だが、斎村の前に菊きく坂さかの動きに異変が起きた。


    　菊坂の腕が少し沈む。銃弾はそれだけでまったく違うところに飛んでいく。


    「あれ、何か体がおかし……」


    「時間切れ」


    　淡々と斎村は菊坂に近づいていく。死神が忍び寄る。


    「あなたの体には無数の毒針が刺さっている。この部屋に入る時に投げてた。弱い毒だけど、私に何かほざいていた時には、致死量の手前ぐらいにまで」


    「ひ、ひきょ……」


    　口元が麻ま痺ひしている。まともに口も動かせなくなっている。もう、勝負はあった。


    「さようなら。首をすぱっと切ってあげる」
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    　斎さい村むらが跳ぶ。鎌かまがきれいな弧を描く。


    　それに合わせて、俺も跳ぶ。ナイフを両手に持って、突っこむ。


    　そして、斎村の鎌を全力で防ぐ。


    　防ぎきれるわけもないから、ナイフが一本折れちまったが、まだまだ十本は用意がある。


    　近すぎる間合いをお互いに嫌って、また離れる。その間に菊きく坂さかは腹はら這ばいに倒れる。体が弱って、機械を支えきれないのだ。菊坂は機械に着られていた。


    「どうして殺すのを邪魔するの？」


    　影えい殺さつ師しの身を凍らせるような視線。造反行為をやったんだから、仕方ないか。


    「俺は自分が正しいと思うことをするって言っただろ」


    「それが殺さずの精神だとか言いだすなら、あなたもついでにぶっ殺すわよ。この女ははっきりと私たちを殺すと言ったし、相応の攻撃を仕掛けてきた、命を守ってあげる義理などない」


    「この戦いは俺たちが命を懸ける前に終わってた。殺す必要はどこにもない」


    　それが俺にとっての正しさのラインだ。


    　不殺を貫いて殺されてちゃ、話にならない。俺や小こ手で毬まりが死ぬぐらいなら、俺はほかの命を奪って生きる。それを悔くやんだりもしない。蜘く蛛も島じまの一味を殺やった時も何の躊ちゆう躇ちよもなかった。


    　しかし、わざわざ奪わなくていい命を奪うのは、自分は違うと思う。それは一種の過剰防衛だ。たとえ、相手に殺意があったとしても、それが脅威ですらないなら、生かしておいてもいいんじゃないか。


    　でないと、俺たちはこれから数え切れないぐらい人の命を奪うことになるかもしれないから。それで闇やみに身を染めて、苦しむのは俺たち自身だから。


    　斎村は俺をにらむ。俺はにらみ返しはしない。ただ、わかってくれと念じながら、その目を受け入れる。これはどちらを選ぶかだけの問題でしかないから、説得に意味はない。


    「『御おん大たい』時代に生かされたことのある私が異議を唱えるのも変な話だから」


    　つかつかと、菊坂のほうに近づくと、斎村は鎌を振るった。鋼鉄の腕が簡単に斬り裂かれて、白衣がそこに露出した。同じように都合四回、鎌が振られた。菊坂の武器はすべて壊された。


    　菊坂は床にへばりついたまま、泣いていた。毒のせいで、体のほうに異変が起きているからなのか、よほど悲しいからなのかはわからなかった。


    「憎む者に生かされて、これから、この女がどうなっていくか見ものではあるかな」


    　斎村は倒れている菊坂の頰ほおに、無遠慮に手を伸ばした。ぼたぼたと珠たまになって流れている涙が斎村の手をぬらした。


    「生かすということと許すということは違うけど、まあ、それはどうでもいい」


    　俺は同情しそうになってしまうのをこらえた。惨みじめな姿をさらすことになったのは、俺が生かしたからだ。かわいそうになどと考えては余計に失礼になる。


    　菊坂は俺のほうを恨みがましく、声にならない声をあげながら見つめている。


    「この女、逃がしたら、またあなたのところに復ふく讐しゆうに来るだろうけど、本当にいいのね？　こいつは雇われただけでも、無知な参加者でもなくて、異能力者攻撃の主犯格よ」


    「その時はまた俺が返り討ちにする」


    「それで、生かせるなら、また放すの？」


    「ああ」


    　どれだけ罵ののしられようと、かまわない。たった今、決めたことだ。俺は異能力者として、業を背負って生きる。死ぬまで菊きく坂さかに恨まれるなら、それはそれでかまわない。


    「じゃあ、最後に一つだけ、聞くから」


    　斎さい村むらの目が三階へと向かう奥の階段のほうに向けられた。


    「もし、小こ手で毬まりという子が殺されたら、あなたは犯人を殺す？」


    「ああ」


    　それとこれとは別だ。


    　俺は法則の通りに厳格に生きていこうとしてるんじゃない。ただ、自分の正しいと感じるやり方を貫きたいだけだ。


    「絶対にぶっ殺す。ほかに贖あがなわせる方法がないからな」


    「わかった。認めてあげなくもない」


    　斎村が菊坂への手を離した。菊坂は床でそのまま、ずっとむせび泣いていた。何度目かの挫ざ折せつを菊坂は味わっているのだろう。どうして、こういう気持ちは慣れることができないのか。


    　自分に力があってよかったと思った。


    　俺が迷いながらもやってこられたのは、最低限の力があったからだ。もし、その力が足りなかったら、こんなふうに這はいつくばって、苦しまないといけない。


    　その分、俺は異能力者として、影えい殺さつ師しとして、異能力者が力を誇示する風潮を作った者として、憎悪と嫉しつ妬との視線を浴び続ける。好きなだけ、来い。それもすべて業だ。俺はすべての業を嚙かみ砕いてやる。この世がすでに地獄なら、地獄を生きるまでのこと。


    「それじゃ、あなたの煌こう霊れいを連れ戻しにいかないと」


    　斎村は菊坂の奥にある無骨な階段を上っていく。やっぱり螺ら旋せん階段より、まっすぐの階段のほうがいいな。先がよく見える。終点はあっけないほどに近い。でも、それぐらいのほうがいい。俺も、もう待ちきれないからな。


    　小手毬、少しだけ待っててくれ。


    　あと五分でこの研究所、壊滅させてやるよ。


    　二人で八はち王おう子じに帰る時は、俺の顔は前より晴れやかになってると思うぜ。

  


  
    



    ５話　人間としての証明

    


    　三階はまさしく秘密基地とでもいうような場所だった。


    　しかし、秘密基地というのは妙な言葉だと思う。だって、秘密基地を秘密にしておきたい奴やつなんていないだろ？


    　まして、それが自分の手で作ったものなら、誰だれかに褒ほめてもらいたいし、驚いてもらいたくなるに決まっている。


    　そして、知られた途端に、秘密じゃなくなり、秘密基地は崩壊する。


    　案の定、仲間内にしか公開されないはずの、その秘密基地の三階も明らかに手がこんでいる。見つけられた時、すごいと言ってもらうためだけに、情熱が注がれている。


    　天井は不自然なほどに高く、そのくせ、通路は迷路のように狭い。両側の壁はガラス製なのかどうかはわからないが、半透明なタイルで覆おおわれている。しかも、そのタイルには、わざわざ木の葉や木の実が満たされているのだ。子供の宝物のような、他愛のないものが一つ、一つパッケージングされ、並べられている。


    　立派な悪役にふさわしい空間じゃないか。おかげで、ヒーローのほうも映はえる。


    「戦闘に向いてないけど、いいのかな」


    　半透明な何かで満たされたその空間は、立っているだけで方向感覚をおかしくさせる。アクアリウムの中にいるような気分だ。自然と早足になる。


    「さっきみたいに戦闘になる前に終わるから、大丈夫」


    　皮肉げに斎さい村むらが言う。マッドサイエンティストが素直に負けを認めるとは信じがたいが、少しばかりの科学じゃ、異能力者には勝てない。


    　とっとと、小こ手で毬まりを連れて帰ろう。あいつの美意識もかなり特徴的ではあるが、こういうバイオな空間は気に入らないだろう。顔をしかめたまま、俺が来るのを待っているはずだ。


    　廊下には何か所もクランクがあり、まっすぐには進めない。小腸の中を歩いているようだ。それでもかまわず先に行くと、急に視界が開け、広い空間に出た。


    　目の前には巨大な半透明の壁がずっと上まで続いている。さっきまでのタイルの親玉のようなものが立ちふさがっていた。


    　しかし、そのタイルの中にあるのは今度は植物の類たぐいではない。


    　もっと、崇高で、美しくて、健けな気げなものだ。


    　タイルの中に小手毬の姿がある。


    　両腕を広げた姿で、まるで磔はりつけになったようにして、その中に含まれている。


    「小手毬っ！」


    　思わず、叫んでいた。叫ばずにはいられなかった。


    　だって、こんなことはありえないはずなのだ。


    　小こ手で毬まりは体を拘束されていたわけでもなんでもなかった。もし、こんな得体のしれないところに放りこまれそうになったのなら、糸を出して抵抗すればよかった。そしたら、こんな連中が小手毬をどうにかできるわけがない。こんな連中で、小手毬を倒せるわけがない。


    　だったら、この何かの間違いはどうして起こったんだ？


    　不幸中の幸いなのは、膜の奥にこの研究所の最後の一人が立っていることだ。膜の奥は怪しげな機材が並んだ、ある種、秘密基地らしいまっとうな実験・研究空間だった。白衣の男が立っていても何の違和感もない。


    　年格好は二十代前半。大学生ぐらいの容よう貌ぼうの男だ。俺が聞かされていた紀き尾お井い蓮れん星せいの話と矛む盾じゆんもしないし、本人で間違いないだろう。中ボスの助手まで倒したんだから、あとは研究所長しか残っている敵はいない。


    「お前、小手毬に何をした！」


    　膜に突っかかるが、予想以上の弾力性で押し返される。よほど奇妙な素材らしい。まあ、菊きく坂さかのパワードスーツを作れるぐらいだから、この程度の壁、お茶の子さいさいってことか。


    　頼んでなくても相手を打ちのめしていた斎さい村むらは、今度は動こうとしない。まともな武器ではこの壁を越えては進めないと判断したのだろう。


    「何をしたかと聞かれたら、眠ってもらったとしか答えようがないですね」


    　男のくせに、やけに高くて、癇かんに障る声だ。


    　不健康な生活で不健全な研究を繰り返している男──というステレオタイプとはかなりかけ離れていて、髪は鮮やかな金髪で、目の色もカラコンでも入れているのか、薄い緑に見えた。役を演じている俳優のようだ。


    「ひとまず、自己紹介をいたしましょうか。僕は紀尾井蓮星──という偽名を使っています。職業は科学者。アイドルに機材を売ったりはしましたが、専攻はむしろ生命科学でした」


    「あんたが偽名を使ってたっていうのは見当がついてた。でなきゃ、俺たちが身元を知らないわけがないからな」


    　あの滝たきヶが峰みねが、敵が何者かを把握しきれていないということは、完かん璧ぺきに情報が漏もれるのを防いでいた証拠だ。


    「そうですね。なにせ、名前を出すと、すぐに僕の目的がばれてしまいますので」


    　どういうことだ？　芸能人の息子とでも言うつもりか？　あるいは滝ヶ峰だとか徒あだ花ばなだとかいった苗みよう字じが出てくるのか？


    「けれど、これ以上隠し通していたら、話す機会が失われそうだ。ここまでたどりついたご褒ほう美びに教えてあげましょう。違うか、ご褒美でも何でもないな。あなたには、それを知る権利がある」


    　そんなにもったいぶるなら、よほどインパクトのある話でないと、納得しないからな。


    「角つの筈はずという姓、聞き覚えがありますよね。ねえ、お義兄さん？　もし、知らないというなら、ただじゃおきませんが」


    「まさか……」


    　俺の考えうる限り、もっともきつい答えだったと思う。


    　こんな特殊な姓が偶然一致するだなんてことはありえないだろう。


    　小こ手で毬まりが人間であった時の姓だ。


    「僕の本名は角筈バジル、小手毬──角筈エリザの弟です。あなたとも一度だけお会いしたことがあるんですが、おそらく覚えていらっしゃらないんじゃないでしょうか。十年も経たてば何もかも変わりますから」


    　小手毬と出会う三日前、あの喫茶店での契約手続きを、あらためて思い出そうとした。あそこにいたのは小手毬の両親二人だけだったはず……。それで、母親はずっと泣いていて、俺は父親と話を……。


    　泣き声が頭に響く。今でも、録音でもされているように、はっきりと再生できた。


    　何度も頭に流れた泣き声。


    　泣くことのほかに何もできない無力な者の声。なのに、まったくこれまでと違う発見があった。


    　音が二つある。泣き声が二つある。そう、母親とは違う声があった。それが混ざり合っているから、あの声はあんなに大きかったのだ。


    「まだ小学生だった僕は、座っている母親の膝ひざでずっと泣いていました。僕らから姉さんを引き離さないでくれってね。だから、あなたが仮にあの日のことを詳しく覚えていたとしても、僕の顔はまともに見ていないはずです。ただし、僕のほうはずっとあなたの顔を忘れずに生きてきましたよ」


    　高純度の憎悪の目だと思った。許すまい。許すものか。そんな言葉が俺の頭に流れこんでくる。異能力者がどうだとか、そんな観念的なものじゃない。


    　単純に、冬ふゆ川かわ朱雀すざくという一個人に対する怒り。


    　これまでに向けられたどんな感情もなまぬるい。業界から嫉しつ妬とされるのも、異能力者であることを嫌悪されるのも、これに比べればたいしたことはない。


    　ただ、バジルの怒りは動的なものではなかった。表情もほとんど変わらなかった。膜のせいで表情が少しぼやけていたせいもあるが、それだけではないと思った。


    　怒りが煮詰められて、わかりやすい怒りとは別のものに変わっている。それは感情の結晶のようなものだ。今の本人の心を支配して、直情的に突き動かすことはない。


    「姉さんを生かしてくれたことには、心からお礼を言います。姉さんは灰になり、土に還かえるしかない運命だった。ですが──」


    　儀礼的にバジルは頭を下げた。所しよ詮せん、恨み言のための伏線でしかないことはわかっていたが。


    「ですが、動いている姉さんに僕たちが会えないだなんて、ひどすぎるじゃないですか。どうして、生殺しにされないといけないんですか？」


    　その声が、小こ手で毬まりに似ていることに気づいた。


    　バジルは小手毬を見上げて、静かに泣いていた。こいつにとって、小手毬は本物の女神のように映っているのだろう。


    「姉さんも僕のことを覚えていました。その証拠に僕の顔を見た途端、何を言っていいかわからなくなっていました。そこに催眠ガスをそうっと部屋に送りこんだわけです。僕は眠っても、部下に起こしてもらえばいいですからね」


    　まさか、小手毬もこの男にすぐに糸を向けることまではできなかっただろう。


    　ずっと捨てたつもりだった過去が自分からやってきたら、それをどんなふうに取り払ったらいいのか。


    　なぜか俺の横では、燧のろしまでが怯おびえた顔をして、斎さい村むらの胸に顔を埋うずめていた。バジルが過去のことを誰だれ彼かれの区別なく掘り返すのかもしれない。


    　この男はふたをしていた過去そのものなのだ。


    「僕は姉さんを取り戻すために何が必要か、ずっと考えてきました。それでも、実行に移せなかったのは、あなたがいなければ姉さんが生きられないという事実を乗り越える方法がわからなかったからです。ですが、ついに動くべき時が来ました」


    　バジルの言葉は場慣れした政治家のようで、澱よどむところがなかった。


    「かといって、これは個人でできる領分を超えていました。開発費用だけでも多額の金が必要で、とても若い学者では成り立たない。なので、まず、組織を作ることにしたんです」


    　答え合わせをするバジルの目は生き生きとしている。この日のために、こいつは二十数年の人生を歩んできたに違いないのだ。


    「僕は異能力者以上の力を欲している人を集めました。とくに菊きく坂さかさんがその役目を果たしてくれた。異能力者より強くなりたいという彼女の望みはつまらないと思っていましたが、信念で動いてくれる人は使いやすかったです」


    　菊坂以下の連中は、こいつの目的のために利用されたわけだ。


    　異能力者を快く感じていなかったバジルからすれば、菊坂のような気持ちを抱く者はすぐに思いついたのだろう。


    「組織としての体裁が整ってきたら、次は異能力者の世界に接近し、かつ、計画のための資金を得るために、傾いている芸能事務所に手を貸しました。曲がりなりにも芸能事務所とのツテができれば、冬ふゆ川かわ朱雀すざくの個人情報も手に入れやすくなりますから」


    　靄もやのかかっていた部分はそれですべて晴れた。


    　この組織の真の目的は、異能力者と戦うためでもなんでもない。


    　最初から小手毬を手に入れるためだけに、バジルは動いていた。


    　でも、まだ、解決のできていないものが残っている。


    「動くべき時が来たって、お前自身が煌こう霊れい遣いにでもなったのかよ？」


    　そんなことはありえないはずだ。角つの筈はず家が煌霊遣いの家系だっただなんて、とんでもない偶然は考えても無駄だ。どうせ、俺を倒すことなどバジルにはできない。


    　バジルが小こ手で毬まりを人質にしているように、俺も小手毬を人質にしている。その証拠に、バジルは俺に殺意までは向けることができないでいる。


    「まさか。そんなものに一朝一夕でなれたら、苦労はしませんよ。煌霊遣いを科学的に生み出すには、今の研究の蓄積では不十分です。僕が手を当てても、体温でその箇所がぬくもるだけだ」


    　バジルは素直に自分に力がないと認めた。それから机の上にあるパソコンの何かのキーを押した。膜の向こう側がわが破れ、粘液のようなものがだらだらと漏もれた。小手毬がゆっくりと、その流れに乗ってバジルの元にたどりついた。


    　これで、向こう側への入り口も生まれるかと思ったが、俺たちの前の膜のほうは変化がない。


    「二重構造ね」と斎さい村むらが膜を押し返しながら言った。


    　膜の間に何かの液体を入れて小手毬を浮かしていただけだ。俺たちの側の膜に穴はない。


    「小手毬！　小手毬、目を覚ませ！」


    　無力感をまぎらわすように、小手毬の名前を呼んだ。


    　こんなことになるなら、野外の決戦で、菊きく坂さかを殺しておくべきだったのか？　そのまま小手毬と二人で行動するべきだったのか？　やめろ。余計なことを考えるな。過去を考えるな。過去を悔くやむことのためだけに使うな。


    「あ……れ……？」


    　幸い、小手毬はすぐに目を開いた。目はまだ気づいたばかりのせいか、うつろだった。それでも、小手毬もバジルの顔を見て、何もかもを思い出したらしかった。


    「あなた、私にいったい何をしたんですか？」


    　小手毬の指先で何かが光った。鉄線だ。ずっと変な液体の中にいただろうから、濡ぬれた時の影響の少ないものを選んだのだろう。普通の糸は多少は水分を含んで重くなる。


    「まだ、何もしてませんよ、エリザ姉さん」


    　つまり、これから何かするつもりってことかよ。


    「マスター、すぐにこの男を倒して、そちらに戻ります」


    　小手毬は俺を一いち瞥べつすると、当たり前のようにそう言ってくれた。それだけでどんな苦労も吹き飛んだ。小手毬は俺のものだ。


    「私は、小手毬です。あなたは、私が捨てることを選んだ過去です。あなたに用などはありませんから」


    　どこまでも小手毬の言葉は気丈で、高貴だった。わずかばかりも、ほだされたりしていなかった。だから、早くこちらに戻ってきてくれ。そちらにお前がいることが不安でたまらないんだ。


    　言葉を重ねてもらうよりも、小こ手で毬まりのそばにいることが何よりも俺の慰なぐさめになる。


    「ご心配なく。僕はエリザ姉さんに選択肢を与えたいだけですから。強制するようなことは絶対にありません。姉さんの邪魔をすることでその記憶に痕こん跡せきを残そうだなんて、子供じみたことはしませんよ」


    　次の瞬間には鉄線で刺し貫かれるかもしれないのに、バジルは平然としていた。むしろ、こいつの人生を考えれば、ずっと想っていた小手毬に殺されるなら見事に人生は完結したことになるのだろう。無駄のない、実にきれいで合理的な終幕だ。


    「冬ふゆ川かわ朱雀すざくですら、エリザ姉さんが煌こう霊れいになる契約を、正当に行いました。そこに卑劣なウソはなかったはずだ。だから、僕もすべてはエリザ姉さんに決めてもらう所存です」


    「その名前を呼ぶのをやめてください。私は小手毬です」


    「あなたは僕にとってエリザ姉さんです。しかも、角つの筈はず家の記憶もすべて残している」


    　ふと、小手毬の視線を見て、バジルの背は自分と同じぐらいだなと思った。俺は中肉中背だから、珍しくはない。ただし、あいつのほうが学者肌なだけあって、青白く、撫なで肩だ。


    「それで、あなたは私に何を提案するつもりなんですか？」


    　バジルはゆっくりとうなずいた。


    「姉さんは煌霊ですね」


    「そんなこと、当たり前でしょうが」


    「煌霊は年をとらない。煌霊は煌霊遣いに命を入れてもらえないと、一日やそこらで動けなくなってしまう。意識を失ったまま何日も経たてば、命は入らず、体も腐敗し、本当に死に至る。冷凍保存ぐらいはできるのかもしれないが、それじゃ生きているとは言いがたい」


    「だから、わかりきったことです。あなたが代わりに命を入れられるわけでもないんでしょう？」


    　会話が続くごとに、小手毬が苛いら立だってきているのがわかった。


    　角筈バジルと名のるその男は、小手毬がこの世で一番対たい峙じしたくないものなのかもしれない。


    「ですね。これは努力で解決するような次元のものではないでしょう。きっと、百年経っても不可能でしょう。冬川家の血を調べて、不可能だという最終結論が出ました」


    　バジルの表情は、本当に残念そうだった。こいつは最愛の姉を独占するという夢をすでに一度失っているのだ。


    　だとしたら、何がこいつを動かしているんだ？


    「しかし、煌霊を人間に戻すことなら、科学の力で可能なんです」


    「…………っ！」


    　声とも吐息ともつかないようなものが小手毬からこぼれた。


    　膜もあるのに、なぜ、そんな儚はかない音が聞こえたのかはわからない。だけど、たしかに俺の耳には小こ手で毬まりのか細く、淡い声が届いた。


    「煌こう霊れいというのは、自力での生命活動ができない人間なんです。つまり、バッテリーがないと生きられない人間と言ってもいい。ある種の機具がないと生命活動が続けられない人間なら、さほど珍しくはない。そして──」


    　僕にはそれができる、とバジルは言った。


    　恋の告白でもするような、真しん摯しな目だった。それは認めてやる。こいつが、邪悪な気持ちで小手毬に近づいたわけじゃないことぐらいはわかる。


    　最大の問題は、こいつが接近することを小手毬が望んでいないことだ。


    「姉さん、あなたを人間にしてあげます。普通に生きて、普通に死んでいく、普通の人間にしてあげます」


    「そんなことに何の意味が……あるんですか……？」


    「たとえば姉さんがあの男と夫婦になることだってできる、愛し合う対等な二人にだってなれるんですよ。もちろん二人の関係に愛が存在していればの話ですが」


    　小手毬はよろめいたように、一歩、後ろに引いた。


    「仮に人間になったとして、私がマスターの下もとを離れる理由にはなりませんし、私が小手毬でない誰だれかになることもありませんから。私は過去に戻らないのではなく、過去がないんです。私の人生はマスターと出会った時から生まれたんです」


    「ええ、僕は最初から普通の人間にするとしか言っていません。むしろ、姉さんは何を警戒されてるんです？」


    「どうせ……そうした直後にマスターを殺そうとか、そんなことを考えているんでしょう……？　もし、そんなことをしても、あなたのところになど戻りませんよ。あなたを殺すだけのことですから」


    「わかっています。心を手に入れることなど、僕にはできないし、そんなことをしても何の意味もない。姉さんは気高く生きるという望みを小手毬になってかなえたんでしょう？」


    　お前が気高いだなんて言葉を使わないでくれ。お前に小手毬の何がわかる？


    　バジルは一歩、小手毬の前に出る。


    　さらに一歩。


    　それは命懸けの行軍と大差なかった。鉄線がいつ伸びてくるかもわからないのだから。


    　しかし、バジルは下がらずに、小手毬の手をとった。


    　小手毬は電気が走ったように肩を上下させた。それから、手を払いのけようとしたが、力が入らないらしく、バジルの体が揺れただけだった。あの液体に漬かっていたせいか、体がまだ充分に動いていないように見えた。


    「僕がほしいのは、姉さんを人間に戻せたという事実だけです」


    「そんなものが何の役に立つんですか？」


    「たとえば、科学力が異能力を乗り越えたことの証明になります──が、そんなことはどうでもいい。姉さんの人生に角つの筈はずバジルが残り続けることになるのが大事なんです。小こ手で毬まりという煌こう霊れいは今日、角筈バジルによって人間にされる、姉さんの年表にその一行が入れば、僕はそれだけで、本当にそれだけで本望なんですよ」


    　バジルの目は濁にごってはいない。


    　マッドサイエンティストというのは、情熱がまともな社会の外に出てしまった存在であって、純粋さだけなら一般の人間よりよほど強い存在だ。こいつは献身的に小手毬のために生きようとして、自分の人生をデザインした。


    　だからこそ、気持ち悪かった。


    　俺以外の誰だれかに、小手毬にそんな一途になってほしくなかった。


    「どうです？　人間になれるんですよ。あの男にも迷惑をかけずにすみます。命を入れれば、あいつだって疲れるんでしょう？」


    　頭に血がのぼった。


    「ふざけるなよ！　俺は小手毬を迷惑に思ったことなんて一度もない！」


    　自分が小手毬の足あし枷かせになるのが嫌いやだった。けれど、それは俺の身勝手にすぎる言葉だと、すぐに思い知らされることになる。


    「迷惑云うん々ぬんの話じゃありません！」


    　小手毬が膜の向こう側からにらんでいた。


    「煌霊は煌霊遣いのものです！　煌霊が生き方を自分で決めたら、それは煌霊なんかじゃない！」


    　言葉を失う。小手毬の言葉が何もかも正しいから。


    「私は煌霊としてマスターのために生きてきたつもりです！　それで幸せでした！　今だって立派な煌霊です！」


    　俺も小手毬も相手を大切に思っている。そこは間違いない。ただ俺は心の中で小手毬を対等なパートナーとして、一人の人間として考えていた。そこが小手毬の考えとの大きな違いだ。


    　言葉でやりとりするしかないから、俺たちは疲ひ弊へいする。どうして、これほど誤解の危険の高いもので気持ちを伝えあわないといけないんだ？　あまりにも不合理じゃないか。


    「小手毬、煌霊として、どう生きるのがいいか、お前が決めてくれ。もちろん、お前がどうなろうと俺の煌霊だ」


    　正解を見つけられず、苦しまぎれに出た言葉がこれだった。


    　それは自分の弱さのかたまりのような言葉でもあると思った。一秒の思考もせずに、その敵をぶちのめせと言えばすむかもしれないのに、俺はそれができずにいる。俺は角筈という小手毬の過去の名前を否定できずにいる。


    「さ、斎さい村むらさんはどう思われます……か……？　煌霊が人間になろうとするのはマスターへの裏切りになったりしませんか……？」


    　すがるように小こ手で毬まりはもう一人の煌こう霊れい遣いを見る。その言葉で斎さい村むらと燧のろしが近くにいることを思い出した。斎村は何の表情も示さずに突っ立っていた。自分がかかわる問題ではないと主張でもしているようだった。俺が斎村でも同じことをした。


    　いつもの小手毬ならほかの奴やつに聞くだなんて絶対にやらないだろう。小手毬が病人のように憔しよう悴すいしていると思った。


    「前例がないから何も言えない」


    　そっけなく、斎村らしい声が返ってくる。


    「ただ、一番の問題はあなたが迷っていること。私にはあなたの感情はわからないけれど、人間になることであなたの止まった時間が動き出すなら、それはそれでいいんじゃない？」


    「止まった時間……私が人としてマスターに寄り添えるということですか……」


    　なぜ、俺は煌霊の痛みを代わってやることができないのだろう。


    　俺が人間だからだ。


    　人間は人間になるかどうかだなんて岐路に立たされることはない。


    　こんなにも小手毬が小手毬自身のために悩まなければいけないことなんてなかったかもしれない。小手毬の悩みの種は大半が情けない俺が作ったものだ。俺は小手毬に根差す問題にずっと気づかずに生きてきた。


    「決めました。これもマスターのためになるはずですから」


    　小手毬はうつむいて、俺の目もバジルの顔も見ずに言った。


    「命を、入れてください」


    　やっぱり、人間になりたいよな。


    　俺は小手毬が煌霊であることに何の疑問も抱いていなかった。けど、そのことを小手毬に確かめようとしたことなんてなかった。今になってやっと気持ちがわかった。


    　小手毬の自由が増すなら、そんないいことはないんじゃないか。単純にそれだけのことだ。


    　人間になった小手毬が俺から離れていくなんてあるわけがない。


    「ちなみに、僕が入れるのは命というより、魂エー素テルとでも言ったほうがいいものですけどね。それがあれば、姉さんの命も半永久的に続くようになる」


    　喜ぶ前に、得意げにバジルは註ちゆう釈しやくを加えてみせる。


    「けれど、まだ、あなたを信用しきってはいません。もし、上う手まくいかないようなら、即刻中止にします。人間になろうだなんて二度としません」


    「どうぞ、僕がエリザ姉さんを解放してみせます」


    　まだ、バジルの目は周囲を見る余裕がある。興奮で我われを忘れたりはしない。


    「冬ふゆ川かわ朱雀すざくだけのものだったエリザ姉さんに自由が生まれるんです。その時、エリザ姉さんは自由な自分がどんな思考をするのかを発見することでしょう。今までの気持ちは奴ど隷れいだったから抱いていたものにすぎないと悟さとるでしょう」


    「私は人間になっても、マスターから逃げたりなどしません」


    「高等な動物の思考様式は、その置かれている状況に規定されるんです。あの人が不要になれば、姉さんは姉さんらしい生き方のために余計なものを捨てられますよ。いや、こんな話はもうやめましょう」


    　バジルは歯科医院にあるような斜めになったベッドに、小こ手で毬まりを寝かせた。片方の手には、アイロンのようなものが握られている、しかし、アイロンにしては配線が複雑すぎた。それは背後の無数の機械と接続されている。


    「これで、魂エー素テルを送りこみ、煌こう霊れいの体を活性化させていきます。数分続けることで、命を毎日のように入れなくても代謝がはじまるようになります。つまり、普通の人間になるんです」


    　バジルの手が小手毬の濡ぬれたゴスロリ服を脱がそうとする。俺の体に電気が走ったような気がした。小手毬はバジルの手をすぐに払いのけた。


    「じ、自分でやりますから」


    「すみません、姉さん。弟とはいえ、無礼がすぎました」


    　小手毬はバジルの前に肌をさらした。裸の小手毬はあまりにもろくて、俺は服をとられた着せ替え人形に瓜うり二ふたつだと思った。バジルが性的な視線を小手毬に向けないのは望ましいことのはずなのに、一方で妙な歯がゆさがあった。素直にバジルを憎みたいという気持ちが俺の中にあるに違いなかった。


    　俺が小手毬を人間にできて、そばにいてやれたら、あいつの不安のほとんどすべてを消してやれるだろうに。どうして俺と小手毬の間にほかの男が入ってきたんだ。


    　バジルが小手毬に触ふれたことが本当に許せなかった。殺したいぐらいに。


    「準備ができましたよ」


    　機械をバジルが当てようとする。小手毬は俺とアイロンを交互に見ている。


    　こんなに儚はかない小手毬の表情を俺は知らなかった。確固たる意志を持って俺を導いてくれたその瞳ひとみは、うるんでいる。


    　まるで、俺が乗り移ったみたいだ。俺もどうすればいいかわからなかった。小手毬は俺を見捨てたわけじゃない。人間になるだけなんだ。なのに、ずっと落ち着かなかった。じっと待っていられなかった。手のやり場に困って、握り締めた。膜を叩たたいたら、抗議しているようになってしまうから。


    　選択肢はあったほうがいい。普段、誰だれだってそう信じている。本当は違う。選択することがあるから、俺たちは苦しむのだ。最初から、明日も、明後日も、死ぬ時も、何もかもが定められていると知っていたほうが、俺たちはすべてを運命のせいにできる。


    　自分自身のことですら悩むのに、ほかの大切な誰かのことなんて、どうして選べるんだろう。


    　これなら俺が監禁されている間にすべてが終わっているほうがよかった。


    「エリザ姉さん、これで回復するんですよ」


    　やさしく、慰なぐさめるようにバジルは言う。


    「煌こう霊れいという病気がやっとなおるんですよ」


    　小こ手で毬まりは何も言わず、自分の肌にその機具があてがわれるのを待っていた。瞳ひとみはずっと俺のほうを向いている。


    　嫌いやだったら、嫌だって言ってくれよ。俺にもわからないんだ。俺は煌霊じゃないから。


    　俺の隣では、燧のろしが斎さい村むらの胸に顔を押し当てて、何も見ないようにしていた。まるで処刑から目をそらそうとしているようで気味が悪かった。


    　ついにアイロンのようなものが小手毬の白い腹に押し当てられた。


    「あっ……！　うっ……！　つぁっ……！」


    　熱いのか、冷たいのか。聞き取れないようなかすかな声を小手毬はあげた。


    　俺はくちびるを嚙かんだ。目はそらせないし、耳をふさぐこともできない。でも、見たくなんてなかった。何の因果で、小手毬がこんなにひどい目に遭わないといけないのか、わからなかった。くちびるが切れ、血の味が口の中を満たした。


    　でも、もう戻れないのだ。俺たちは決めたはずなのだ。


    　煌霊は満ち足りた存在ではない。煌霊遣いなしには一日しか生きられない、あまりに危うい体だ。


    　だから、人間になれるなら、きっとそのほうがいいんだ。施せ術じゆつをしてるのがバジルでなくたって、同じなんだ。
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    　拒絶反応でも起こしたように、小こ手で毬まりの体が撥はねる。


    　耐えろ。我慢しなくていい。相互に矛む盾じゆんする言葉が頭をまわる。俺は何も言えない。


    「あれ、おかしいぞ……」


    　バジルの顔が曇る。


    　俺も寒気がした。


    「エリザ姉さん、筋肉がこわばっています。魂エー素テルを心から受け入れてください！　これじゃ、上う手まくいきません！」


    「そ、そんなこと、できませ……」


    　また、小手毬の体がしなる鞭むちのように動く。


    「ほら、リラックスしてください。これで、エリザ姉さんは冬ふゆ川かわ朱雀すざくだけのものから、みんなのものになるんですから！　ずっと、あいつの顔色を窺うかがったりなんてしなくてすむんですから！」


    「あっ……うぅ……、はっ、はっあぁっ！」


    　ずっと、小手毬はもだえて、体をねじ曲げていた。


    　俺は手を膜に打ちつける。生ぬるいものが手の形にへこむだけだった。


    　どうなってるんだよ！　小手毬が苦しんでるじゃないか！　お前は小手毬をどうするつもりなんだよ！　こんなんで小手毬が幸せになれるのかよ！


    「お前、小手毬の身に何かあったら、絶対に殺すからな！」


    「なんでっ！　姉さん、なんで上手くいかないんですか！　本当はもっとスムーズに終わるはずなんですよ！　あいつのことばっかり考えてるから、こんなことになるんだ！　そうなんだ！」


    　アイロンが腹に押し当てられる。そこから煙のようなものが立ちのぼる。まるで、小手毬の魂たましいみたいだ。ダメだ、もうたくさんだ。


    「やめてくれ！　もう、見たくない！　こんなことは、いい！　中止にしろっ！」


    　嗄しやがれた声で叫んだ。未来のことなんて、知るか。この瞬間、小手毬がうめいている。その声を止めるのが先だと思った。


    「命ぐらい、いつだって俺が入れてやるからっ！　ずっとお前のそばにいてやるから！　お前は俺の煌こう霊れいでいろ！　人間になんてならなくていい！」


    　その瞬間、空気が変わった。


    　小手毬の目の色も変わった気がした。


    　鉄線がしなる、ひゅるひゅるという音。


    　その機具も、バジルも吹き飛ばす。


    　そして、乱れた着衣を整えると、よろめきながら、二本の足で立ち上がる。


    「ほら、あなたじゃ命なんて入れられないじゃないですか。よかった」


    　小こ手で毬まりは、たしかに、よかったと付け加えた。


    「こんなことは無駄でしたね。私は、煌こう霊れいです。マスターだけのものです！」


    　ありがとう、と心の内で繰り返した。


    　斎さい村むらが燧のろしに「もう、終わったから。安心して」と言った。燧はようやく顔を上げた。


    「あなたが私を人間にしようとしたお気持ちだけいただいておきます。ですが、そんなことはできないようですね。煌霊は煌霊。私は小手毬です。雪に似た花のように凜りんと咲きます」


    　結論は出た。あとは、帰るだけだ。


    　ただし、ここからすんなり帰らせてくれるかはわからない。友達の家とは違うからな。こんな友達がいたら今日を限りで絶交だ。


    「こんなのおかしい……。姉さん、なんで、そんな男の独占物になってるんですか……」


    　うつむいたまま、バジルはしぼり出すように言った。これまでとは異なる、憎しみの温度のようなものを感じた。今度はできたばかりの、俺を害しようという感情か。


    　ちょうどよかった。もうひと仕事残っていたから。ここの所長に制裁を加えておかないといけない。


    　こいつは俺の家族に手出しをした。とくに、異能力者でもない白びやつ虎こを狙ねらった。


    　異能力者が憎いだけなら、まだわからなくもない。けど、それで一般人まで巻きこむなら、もう大義も何もない。ただの犯罪者集団だ。罪は問うからな。


    「エリザ姉さんを……返せっ！　返せっ！」


    　バジルはテーブルに載ったパソコンに高速で何かを打ちこんでいく。


    　膜がやっと、すべて剝はがれ落ちる。目の前に小手毬が立っている。小手毬とようやくつながれた。小手毬が戻ってきた。


    　けれど、俺と小手毬を再会させるためだけにバジルがこんなことをしたわけがない。あいつの背後から出てきたのは、人間の乗らない純粋なロボットの群れだ。やっぱ、人間なしでも動くんだな。菊きく坂さかが乗っていたものにフォルムが似ている。ぞろぞろと出てくるから、数は細かくはわからない。とにかく、腹が立つほど多いことだけはたしかだ。


    「あなたに未練があるせいで、エリザ姉さんは人間になれないんです！」


    「俺が死んだら、誰だれが小手毬に命を入れるんだよ」


    「そしたら、僕が姉さんを人間に戻します。あなたたちを解剖して、煌霊遣いについて再度調べますよ！」


    「お前、小手毬のこと、何もわかってないな」


    　俺が死んだ時点で、小手毬はその先の生なんて望まない。それがいいことかどうかは別としても。


    　迷ったことは認めてやる。だけど、これは十年以上かけて築きあげた信頼のせいで生まれた迷いだ。そして十年という時間は俺たちを裏切らなかった。


    　ロボットは剣を握った奴やつから、銃を撃ってくる奴までいる。こんな代しろ物ものを大量生産するんだから、小こ手で毬まりを想う力、おそるべしだ。まあ、通じてない想いは害にしかならないけどな。


    　けれど、それだけだ。


    「命のない奴が攻めてきても、どうってことないな」


    　久方ぶりに放ったナイフは走ってくるロボットの足下に刺さる。つんのめったロボットは情けなくひっくり返る。


    「あなたたちの茶番は終わったみたいね」


    　斎さい村むらも動く。あっという間にロボットの真ん前に行くと、足をその鎌かまで一気に切り落とした。移動手段を奪う──影えい殺さつ師しとしての定石はここでも有効だ。


    「こういうロボって爆発するものだと思ってたけど、そうでもないのね」


    　半分は斎村のほうが片付けてくれるだろう。なら、俺はとっととパートナーと合流しないとな。


    　俺の目を見れば「やるぞ」ということはすぐにわかるだろ、小手毬。


    「まず、剣を持ってる奴から転倒させる。鉄線足りるな？　体力は持ちそうか？」


    「本調子ではありませんが、鉄線のほうなら問題はありません！」


    　小手毬の鉄線がしゅるしゅるとロボットの首に巻きつく。そのまま引き倒す。前のロボットにそれがぶつかる。並んで倒れている間に──


    「くくりつけろ！」


    　小手毬は二体の足を鉄線でまとめて結ぶ。体重が倍になったロボットたちは歩行を断念した。糸を切るのは、どうやら菊きく坂さかのオリジナルアレンジらしい。あるいは何台も改良するのが煩はん雑ざつだったのだろう。


    　こんなおもちゃで【第二の生の契約者アフター・ライフ】と【不殺の影殺師ヴアージン・ナイフ】に勝てるわけがないのだ。歴史の重みが違う。


    「このやり方が一番効率がいいな。片っ端から連結させてやれ」


    「くそっ！　こんなにあっさり追い詰められるなんて……」


    　とくに図体のデカい一体の陰に隠れながら、バジルはしょうもないことをほざいていた。結局、お前もそうだったのかよ。異能力者を舐なめるな。科学力だかなんだか知らないが、そんなもので止まるほど俺たちは甘くない。


    　機械というのは、機械的にしか動けない。だから、そのパターンを読んでしまえば、恐怖もない。一番恐ろしいのはいつの世も人間だ。


    「おい、バジル、このロボット、実戦経験は何回だ？」


    「は、初ですけど……それがどうしたって言うんだっ！」


    「こっちはキャリア十年だからな。キャリアの差だな」


    　小こ手で毬まりのほうを一いち瞥べつする。いろいろあったせいか、疲れが目立っている。いつもより動きが悪い。それでも、俺はうれしい。小手毬と戦えているだけで、うれしい。それだけで無敵になれる。


    　とっとと、バジルのほうを締めておくか。


    　背後からまわりこむほうが楽だったが、あえて正面からロボットをかわして、突っこむ。バジルの前に出たら、一呼吸置く。力の限り殴なぐるつもりだった。


    「マスター、待ってください」


    　小手毬の言葉が俺の手を止める。


    「ここは私にやらせてください」


    　残りのロボットを引きずり倒した小手毬が現れる。


    「本当にいいんだな？」


    「これは私の問題だと思いますから」


    「わかった。やりたいようにやれ」


    「はい、マスター」


    　つかつかと、小手毬はバジルのほうに歩み寄る。バジルの目には、小手毬が姉に映っただろうか？　それとも、暗殺者に映っただろうか？


    「エ、エリザ姉さ──」


    「私の両親をさらった報むくいです」


    　平手で、小手毬はバジルの頰ほおをぶった。


    「あと、妹の白びやつ虎こさんを泣かせた報いです」


    　続けざまにもう一度ぶつ。


    「あなたは、あなたの親のために立派に生きてください」


    　次は糸が走る。バジルの頰をさらに打つ。その糸は水に濡ぬれているのか、わずかに重く見えたが、いつもの使用に耐えうるほどには乾いている。


    「私はもう第二の生を生きているんです。過去はいりません。何度来ても、同じことです」


    　糸が何度も往復する。これが小手毬が下した結論だ。威力はさほどではない。その分、刻みつけるように糸が続いた。どこで終わらせていいか、小手毬もわかっていないように思えた。自分にすがり寄ろうとする過去を、振りほどいているように見えた。


    　過去が追ってこなくなる時などというのは、果たして存在するんだろうか。前を向いて歩きだした瞬間、また過去が後ろからその足をつかんできたりするんじゃないだろうか。


    　かまわない。また、来るなら、また、払ってやればいい。三み度たび来るなら、三度払ってやればいい。俺と小手毬の間には何も割りこんでこれない。


    　俺たちは最強を経験した異能力者だ。ケンカを売ってくる奴やつの挑戦は受けてやる。もし、過去が俺たちを狙ねらうなら、それも薙なぎ払うさ。なにせ、業界のシステムだなんてものすら俺たちはぶち壊して、今の地位を手に入れたんだから。過去だろうと未来だろうと、どんな抽象的な概念だろうと、俺たちは戦う。そして、勝つ。煌こう霊れいと煌霊遣いで勝つ。


    　もちろん、平伏して下した手てに出てくるなら、許してやらなくもないぞ。


    　小こ手で毬まりが何かを言いかけて、口ごもった。それから、もう一度言葉を整理して続ける。その間も糸のほうは休めなかった。


    「私は角つの筈はずエリザではありません。小手毬です。ですから、小手毬に会いたい人は拒みはしません、そうあなたの御両親に──」


    　小手毬が俺に視線を送る。かまわないぞと目で合図する。


    「──お伝えいただいてもけっこうです」


    　小手毬は立派なアイドルだ。異能力者のすごさを全世界に発信している。そんな小手毬に会いたいと思う奴やつがいても、なんらおかしくない。


    　応援してくれるファンを拒むほど、小手毬は冷たい性格じゃないからな。


    　糸がようやく止まった。バジルは倒れたりはしなかったが、その腫はれた顔でぼうっと立つ姿は、かえって幽鬼のようだった。姉に会うことに人生を使いすぎた人間が、姉に会ってしまったのだから、仕方ないことだろう。


    　お前も過去を振り払ってくれ。


    「終わったようね」


    　もう、斎さい村むらと燧のろしの二人は自分たちのノルマをこなしていた。動いているロボットは一つもない。つまらなそうな顔をした斎村の後ろには、手や足を変な方向に曲げたスクラップが並んでいる。


    「あとはこちらで処理をするわ。あなたの煌霊も疲れているようだし、帰りなさい」


    「わかった。雑務は任せた」


    　バジルの相手を小手毬にさせるのも酷だし、ちょうどいい。


    　俺は迷いなく小手毬の手をとる。


    「お疲れ様でした」


    　むしろ、お前のほうこそな。


    「あっ、角筈って苗みよう字じの家からファンレターが来てたぞ」


    　俺が事務所のゴミ箱から回収していたやつだ。どさくさで言ってやった。


    　はっきり言って俺のしたことはゴミ箱あさりなわけだし、プライバシーも守ってない。小手毬もしばらく黙っていたが、


    「ありがたいことです」


    　とだけ答えた。


    　そうだな、ファンには感謝しなきゃな。

  


  
    



    エピローグ

    


    　俺たちは宇う都つの宮みやの駅前に出て、素直にホテルに泊まった。相当、事が大きくなったが、警察が俺たちの元に話を聞きに来ることもなかった。


    　小こ手で毬まりは「変な液体に入っていたので、気持ち悪いです」と、とっととシャワーを浴びにユニットバスに入った。俺はまだ仕事が残っているから、ちょうどいい。


    　まず、白びやつ虎こにメールを送る。電話をかければいいのだけど、あいつが何時に寝ているかわからなかったからだ。すぐに折り返しの電話が来た。


    『お兄ちゃん、やっぱり強いんだね』


    「弱いと飯が食えないからな。ああ、舞まい花かにもよろしく言っておいてくれ」


    　もちろんと言ってから、少し白虎は言いあぐねた。兄きよう妹だいだから、そんなものはすぐにわかる。兄妹だから、のんびりと待った。言葉とは不思議なもので、急がせると、かえって出てこない。ほかの人間が引きずり出した言葉は別物だ。


    『ねえ、私が異能力者になって、事務所に入るって言ったら、お兄ちゃん、止める？』


    「止めはしないけど、大学は行け。東京の大学でも、関西の大学でもいいから。俺が学費ぐらいなら出してやる」


    『ちょっと前まで仕事もなかった人が、急に保守的になってる』


    　ほっといてくれ。安定と幸せはイコールではないけれど、安定していなければ幸せを探すのだってひと苦労なんだ。お前だって、十年後にはきっとわかるよ。俺も高校生の頃ころは何もわからなかった。そのあとに待ち受けている未来の影すら見えてはいなかった。


    　そんな説教くさいことはお前の耳には届かないから、言わないけどな。


    　言葉とは不思議なもので、言うとかえって伝わらなくなるものもある。こんな不思議だらけのものが必要だなんて人間は大変だ。これが自在に使える奴やつはそれだけで立派な異能力者だと思う。


    『お兄ちゃんがお兄ちゃんでよかった』


    　トートロジーじゃないかと思ったが、それが正常な人間関係の証あかしのような気もした。小手毬が小手毬ではなく、角つの筈はずエリザになりかけたから、俺や小手毬は悩みに直面したのかもしれない。


    『それじゃ！　ばいばい！』


    　そこで白虎はぷつっと電話を切った。ちゃんと舞花にありがとうって忘れずに言付けてくれるのか不安だけど、まあ、いいや。舞花にはいちごのお土産みやげでも買っていこう。


    　まだ、かける先は残っている。携帯電話を持ったまま、滝たきヶが峰みねに電話で結果報告をする。『話はついている』という返事だった。いったい、何と話がついているのか謎なぞだが、おおかた警察とのパイプを使ったんだろう。煌こう霊れいを人間に戻す研究なんて知っていたのかと聞いてみたが、『専門外なので知らん』とそっけなく言われた。たしかに信しん憑ぴよう性せいなんて煌霊のいない人間にはわかるわけもない。


    「異能力者って、自力救済の世界なんですね、本当に」


    『自分の身は自分で守ったほうが早いからな』


    　まったく、その通りだ。自分に降りかかる火の粉こに一番近いのは自分なのだから。


    『ああ、そうだ。テレビをつけてみろ。面白いものが見られるぞ』


    「面白いもの？」


    　あんたが面白いと言うものが本当に面白いとは思えないけどな。


    『おそらく、紀き尾お井い蓮れん星せいは最初から長期的に泡ほう沫まつ事務所と手を組む気もなかったんだろう。お前の親を誘拐したのも、潔いさぎよく滅ぼされるためだったんじゃないかという気すらしてくる。思い出づくりだと言った、お前の推理はなかなかよくできていた』


    　よくはわからないが、滝たきヶが峰みねの機嫌がいいから、きっと悪いことは起こらないのだろう。テレビをつけて、チャンネルを替えていくと、格闘技用のリングが映っているものがあった。


    　無む能のう力りよく者しやガールズの雹ひよう田だ小こ折おりと蟠ばん龍りゆう院いん川かわ匂わ。前回、敗れた川匂のリベンジマッチだった。


    『では、切るぞ。あのアイドルもどきは時代の波に乗せられてしまった。自分で波を作れない者が波の上にいたら、あとに待っているものは悲劇だけだ』


    　つまり、あんたは自分で波を起こせるって言いたいわけか。否定はしないさ。お前は環境が変わっても、頂点に君臨し続けている。


    　通話が終わったので、テレビに意識を向けた。


    　川匂の顔は真剣そのものだ。そのくせ、どことなく余裕が垣かい間ま見みえる。勝利の手順が頭に組み立てられているんだろう。


    　ああ、これは勝ったなと思った。


    　開始そうそう、川匂の水が刃やいばのようになって、敵の背中のミヤーを打ち砕いた。それで、ミヤーの皮をかぶった機械はぶっ壊れる。


    　最初から川匂はそれを狙ねらっていただろうし、ほかのことは何も考えてなかっただろう。雹田小折はすぐに顔面蒼そう白はくになり、ギブアップした。川匂を攻撃する手段が完全に失われたのだ。


    　川匂に歓声が上がる。というか、戦うことすら放棄した無能力者ガールズのほうをファンも応援しようがない。普通のアイドルが異能力者と戦うという趣向自体に無理があったのだ。


    『勝利者インタビューです。蟠龍院川匂さん、今日の試合はどうでしたか？』


    『いや～、前回はしてやられたんで、変な機械を壊すことにしました。あきれるぐらい、あっさり成功したんで、よかったですね。白しら神かみウォーター好評発売中！』


    『唐突に自分がＣＭに出てる商品の宣伝やめてくださいよ！　この番組のスポンサーに入ってないんですから……』


    『まあ、わたしの無敗記録が伸びてくれて、今はほっとしてますね』


    『いやいや、これ、リベンジマッチですから！　前回、あなた、負けてますから！』


    『失礼なこと言わないでください！　訴えますよ！』


    『ちゃんとしたインタビューにしたいのに、わざわざボケないでください！』


    　強引に笑いをとりにいこうとする貪どん欲よくな姿勢は俺も見習わないといかんな……。世の中、目立った者勝ちみたいなところはある。


    　それと、川かわ匂わがすごく楽しそうなので、見てて気持ちよかった。


    　異能力者が胸を張るには強さを見せつけていくしかないんだ。それで偉そうだと言う奴やつが出てきても仕方ない。卑ひ屈くつに生きて、無害であることをアピールしたって、俺たちの体に生えているトゲは抜けはしない。ハリネズミは誰だれに謝っても、ネズミにはなれない。


    　時計を見ると、まだ十一時だった。風ふ呂ろに入るにも小こ手で毬まりが出てこないし、せっかくなのでこんな時間だけど携帯電話でみぞれにかけた。


    『こんばんは～。先輩、どうしたんですか？　寂しくなっちゃったんですか？』


    　どっちかというと、お前のために電話したんだけど、まあ、いいや。


    「ほら、お前、以前にへこんでただろ。なんていうか、やっと先輩らしい言葉が頭に浮かんでさ」


    　こういう時、携帯電話のある時代でよかったと思う。手紙で書くには、大仰になりすぎて、伝えられない。もっと、カジュアルでないとダメなのだ。


    　少しでもあいつの悩みが減って、いい大学生活と異能力者生活が送れますように。


    「お前のすごさをとことん視聴者に教えてやれ」


    　そこから先は一息でしゃべた。


    「自分は素晴らしいんだって、当たり前のことを言ってやれ。反発する奴や妬ねたむ奴は氷漬けにしてやれ。そうしてれば、悩みもそのうち消えてるさ」


    　みぞれの言葉がしばらく返ってこなくて、急に不安になってきた。


    　もしかして、痛いことを言って引かれているのだろうか。こういうのは、会って話したほうがいいな。顔色が確認できないのに、相手が返答に困る発言は言うべきじゃなかった。ドン引きされてたら、どうしよう……。追加の言葉を取り繕うように並べるしかないかと観念しかけた時、声が聞こえてきた。


    『ありがとうございます、先輩！』


    　よかった。社交辞令かもしれないけど、ひとまず、ありがとうと言ってもらえた。


    『そうなんですよね～。自分ができることをやっていく以外に生き方なんてないんですよね。手札にないカードは使いようがないですもんね～』


    「そうそう、そういうことだ。というわけで仕事が少なくなってるなと思っても、ポジティブシンキングでな──」


    『あ～、仕事の件はたぶん解決しそうです』


    　あれ、なんで？　いや、もちろん、いいことなんだけど。


    『先輩、知りません？　無む能のう力りよく者しやガールズの弟分のアイドルユニット、無能男ムノメンが生放送の番組で爆発したんですよ。あのミヤーとかいう機械のメンテナンスのミスがあったらしくて～』


    　マジか。知らない間にそんな大事件があったのか。


    『爆発は小規模だったんですけど、それで、大物タレントさんまで爆発に巻きこまれてですね、背後の芸能事務所も含めてマジギレみたいで』


    　ああ、そりゃ、零細事務所は吹き飛ばされるな。爆風よりよほど恐ろしい。


    『しかも、無能力者ガールズの紫の人も、地方イベントでミヤーを使った直後に倒れたりとか……。急激にボロが出てるんです』


    　ざまあみろとまでは思わないが、あんな機械を使ってれば、いずれそうなる運命だったんだろうな。足に合わないサイズの靴くつを履けば転ぶものだ。


    『それとほぼ同時に異能力者の事務所のタレントが出てこないように圧力かけようとしてたこととかまで暴露されちゃったみたいで……。口頭だったら誤ご魔ま化かせるんでしょうが、文書も出てきちゃったそうなんですよね。たぶん、明日ぐらいにニュースで流れますよ～』


    　おおかた、こいつらを守る必要がないと判断したテレビ局側が手のひらを返したのだろう。芸能事務所の闇やみなんて、いくらでも転がっている。弱い者いじめのようにどこかをつぶそうというムードが流れたら、おしまいなのだ。


    「兵つはものどもが夢の跡……か」


    『ああ、その言葉、知ってますよ。与よ謝さ野の晶あき子こですよね～』


    「残念ながら間違いだと思う」


    　バジルにとって大だい名みようプロはたんなる道具だった。


    　どのみち、こんなブラックな環境がいつまでも保もつわけはなかった。巻きこまれた奴やつらのケガがたいしたことないことを祈ろう。


    　芭ば蕉しようの句の次は、イカロスの話が頭に浮かんだ。普通の人間は異能力者にはなれない。無理をしても、必ず限界が現れる。


    『これからのことはわからないですけど、初心に返って、やれるだけのことをやって、評価を待ちたいと思います。ほかの仕事についてもいいように大学に来たわけですし』


    　そのあと、みぞれが大学で何をやってるかという話になった。なんでも、観光学とかいうのをやっているらしい。舞まい花かを見ていて、迷わずにいろんな街を回れるシステムを開発しようと思ったのだそうだ。たしかに、舞花が使いこなせるなら、迷子という言葉は辞書から消える日も近い。


    　みぞれの声はこれまでに聞いたどの声よりも頼もしかったし、ほんの少し、低い大人の声になったような気がした。


    『沖縄旅行のお誘い、お待ちしてますからね』


    「はいはい、行けたら行くよ」


    　俺はほっとして、電話を切る。部屋が静かなことに気づいた。


    　白さばかりが目立つホテルの一室は手持ち無ぶ沙さ汰たで、俺はカーテンに頭を突っこんで、夜景を見ていた。もう、夜も遅い。灯あかりの数もそう多くなかった。


    　この建物一つ一つに人が詰まっているとしたら、俺を嫌いな奴やつだって、腐るほどいるに違いないのだ。こればっかりは神様でもないかぎり解決できない。


    　生きることって、呪のろいを受けることなんだ。それでも、わずかな祝福のために俺たちは呼吸を繰り返す。


    　扉が開いた音がした。小こ手で毬まりがシャワーから上がっていた。ホテルのせいだからか、バスローブ姿だった。


    　もし、自分に小手毬を人間にする力があったら、俺は小手毬を人間にしてやろうとしただろうか。そんな状況はありえないから、わざわざ結論は出さない。


    「シャワー、どうぞ」


    「ああ」


    「今日はご迷惑をおかけしました」


    　小手毬は冷蔵庫を開ける。帰りにコンビニで買ってきていたミネラルウォーターが入っている。シャワーから出たばかりだからか、小手毬は浴びるようにそれを求めた。


    「俺のために人間になろうとしてくれたんだな」


    　小手毬が何も答えなかった。


    　俺の立場から言うことではないと思ったが、小手毬が煌こう霊れいと煌霊遣いという関係を越えて俺のことを考えてくれたこと、それが単純に嬉しかった。


    　ミネラルウォーターを机に置くと、小手毬はカーテンを開けて、ビル街の光を目で追った。バスローブが白いせいで、天女が羽衣を手に入れて空に帰っていく話を思い出した。


    　もう、この話はやめよう。終わったことだ。小手毬は俺の煌霊として、ここにいる。それがすべてだ。欠けているものなんて、何もない。


    「夜景がきれいだなって言いたいんだけど、この時間じゃ、そうでもないな」


    　星のことなんてまったくわからないが、灯りを愛めでることぐらいは俺でもできると思った。人間は見上げるより、見下ろすほうが目が疲れないらしい。だとしたら、このまま儚はかない夜景とともに小手毬と過ごすのも悪くないかもしれない。


    「もしかすると、白びやつ虎こさんがマスターにも聞いたかもしれないんですが」


    　ここで白虎の名前が出てくるとは思っていなかった。小手毬の声は小さいけれど、俺にだけ聞こえればいいのだから、それでいいのだ。


    「二人は一緒にならないのか、と」


    「いや、俺たちはいつも一緒で────あっ」


    　そばにいるという以上の意味があるということに気づいた。


    　白びやつ虎このやつ、小こ手で毬まりのこと、お姉ちゃんって呼んでるくせに。


    「その時は、煌こう霊れいの体では不都合だからと答えました。年もとらないままでは、いずれひずみが出ると……。そこであんな甘い話をされたものですから……。もし離れていくのか、などと不安にさせてしまっていたら、申し訳ありません」


    　ガラスごしに跳ね返る小手毬の表情が見られないかと、体を動かした。無理だった。でも、一歩でも足が進んだせいで、そのまま体が小手毬のそばまで自然と寄っていった。小手毬の肩に手を置いた。その、まだ乾いてもいない髪を撫なでた。


    「俺のほうこそ、ひどかったな。お前が逃げたいんじゃないかって、一ミリぐらいは疑ってたかもしれない」


    　小手毬は俺のためだけに、人間になるという選択に悩んでくれた。小手毬の中には俺しかいなかった。


    「大丈夫ですよ。私は人間なんかにはなれないみたいですから」


    　少し小手毬の声は自じ嘲ちよう気味だった。


    「私は煌霊です。ずっとマスターのものです」


    　小手毬をこちらに向かせた。顔はかすかに、赤く色づいていた。そっと、体を腕で包んだ。バスローブごしに小手毬を感じた。


    「人間だろうと、煌霊だろうと、俺はお前を選んだと思う」


    「マスター」


    「今は朱雀すざくって呼んでくれないか」


    　たかぶってはいない。むしろ、恐ろしいほどに俺は冷静だった。だって、ずっとずっと、小手毬のことを、見て、知って、今の俺がいるのだ。どこの女にでも抱くような、わかりやすい欲望と同じわけがないじゃないか。


    　小手毬の愛し方は俺にしかわからない。


    　賭かけてもいい。


    　賭けてやる。


    　ふう。ふう。すう。


    　小手毬の息ばかりが首筋に当たった。声になる前の原初的な音。


    　世の恋人たちは相手のはじまりを知らないが、俺は小手毬のはじまりだって知っているのだ。


    　お前に命以上のものをやる。


    「朱雀」


    「小手毬」


    　抱いていた腕を解く。もう一度、抱き合うために。


    　もう、すべては揃そろった。俺は小こ手で毬まりの体に──


    　生ぬるい水のようなものが、頰ほおにかかった。


    　なぜか、小手毬の白いバスローブが赤く染まっていた。


    　小手毬の口から、なぜか、血が垂れている。


    　なぜ？　なぜ、小手毬が血を吐かないといけないんだ……？　「なぜ？」ばかりが頭を駆け巡る。


    　それなのに、小手毬が俺に向けて、微笑ほほえんでいる。


    　悲しみに満ちたような、笑みだったけれど。


    　もっと、小手毬にも取り乱してほしかった。諦あきらめたような表情はやめてくれと思った。


    「マスターの煌こう霊れいでいられて……よかった……です……」


    　そのまま、小手毬は俺の体をすり抜けるように、膝ひざをついて倒れた。


    　この瞬間、この世界が終わったのかと思った──が、それは俺の空むなしい願いでしかないとすぐにわかった。次にこれが夢であればいいと考えたが、夢にしろ、現実にしろ、耐えられないのは同じことだった。


    「小手毬！　小手毬！」


    　声に反応がないから機械的に、命を入れようと試みた。けれど、手はわずかばかりも光を生み出しはしなかった。
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    　命が入っていかない。


    「どうなってんだよ……おい、いいかげんにしてくれよ……」


    　親おや父じに電話をかけたけれど、夜も遅いせいか、出なかった。なら、次は誰だれだ？　滝たきヶが峰みねだろうか？　いや、ここは東京じゃない。この時間からすぐに宇う都つの宮みやに来ることなんてできない。それなら救急車でも呼んで、俺が東京に出たほうがマシだ。


    　いや、斎さい村むらなら、まだこの近くにいるんじゃないか？


    　携帯の登録名を探すと、ちゃんと斎村の名前があった。登録はしているものの、まさかこの番号にかけることがあるだなんて思ってもいなかった。


    　すぐに斎村は出てくれた。ふるえながら、現状を説明した。説明したくなどなかったけれど。血を吐いて、意識がないだなんて言いたくなかったけれど。


    『三回、深呼吸しなさい。話はそれからよ』


    「そんな余裕なんてないんだよ！」


    『自分がどんな声をしてるか、わかってないでしょ。影えい殺さつ師しというより影殺師に殺される側がわよ』


    　素直に従うと、ほんの少しだけ胸が楽になった気がした。俺が楽になっても何の意味もないのだが。


    『ホテルの名前と部屋の番号、教えなさい』


    「わかった、わかった、わかった。駅前の『グレイスガーデン宇都宮』の五階の五〇六だ」


    　斎村は何も言わずに、通話を切っていた。五分間、俺は何も言わずに、ただ、狭い部屋を動きまわっていた。


    　五分後にドアがノックされた。斎村かと確認もせずにドアを開けた。斎村が立っていた。


    「もし、私が角つの筈はずバジルからの暗殺者だったらどうしたの？」


    「その時は、暗殺者を殺しただけのことだ」


    　斎村はすぐに小こ手で毬まりを裸にして、


    「外傷はない」


    　そう、つぶやいた。たしかに、動かないのが不思議なほどに小手毬の体はきれいだった。


    　斎村はためらいもなく丹田に手を当てた。そばでは燧のろしが泣きそうな顔で手を合わせるようにしていた。死者を悼いたむ子供の司祭のように見えたが、縁起が悪いのでやめろと言うわけにもいかなかった。燧も小手毬のために祈っているのだ。


    　ゆっくりと手を離して、斎村は言った。


    「原因は想像がつく」


    　それから、俺の目を、表情を排した強いだけの目で見つめた。感情をできる限り、外側に追いやろうとしているようだった。


    「電話で言ってたことは、間違いない？　あなたでも命は入らないわけね」


    「あ、ああ……」


    「それじゃ、今の段階でわかる結論だけ言うわね。この子、煌こう霊れいではなくなっているわ」


    　反射的に研究所での光景が頭に浮かんだ。


    　小こ手で毬まりはバジルに機械を押しつけられて、拒絶反応を起こしたみたいに苦しんでいた。


    　どうして、あの時、あんなこと、試す前にやめろと言えなかったのだろう。


    　バジルをぶちのめして、戻ってこいと言えなかったのだろう。


    　小手毬だって、迷っていたじゃないか。


    　怒りで自分の腕の肉を嚙かみ千ち切ぎってやりたい気分だ。なぜか、自分を痛めつければ、その分、小手毬が回復するような、そんな気もした。


    　肩にぽんと手を置かれた。燧のろしの手だ。


    「煌霊はそんなにもろいものではないです」


    　燧の中性的な声が、ざわつく心を静めてくれた。


    「煌霊の言葉は信じなきゃな」


    　無意味なことはしてはならない。俺は影えい殺さつ師しだから。影殺師は合理的でないとやっていけない仕事だから。影殺師、煌霊遣い、第一回ＫＣ優勝者、そういう肩書きだけが枠になって残って、流れて消えてしまいそうな自分を支えてくれている。肩書きも悪いものじゃない。すがらせてくれ。


    「俺にできることって、何だ？」


    　斎さい村むらに聞いた。


    「気を強く持つことと、落ち着くこと、助かると信じること」


    　言われるまでもないことばかりだった。まずは俺の心が安定していないと何もはじまらない。


    　だが、まだ斎村の話は終わっていない。


    「それから、あまり楽しい話ではないけど──」


    　もう、俺はこいつに尋ねたことを後悔していた。


    　だって、こいつは過去に何人も煌霊を失っているのだ。だとしたら、そのあとにどんな言葉が来るかだって、想像がつく。


    　聞きたくない言葉がやってくる。


    「──諦あきらめないといけない時もあると覚悟すること」


    　俺はうなずいたりしなかった。


    　絶対にうなずいたりしないぞ。


    「小手毬は絶対に助かる」


    「そう信じるのは悪いことじゃないわね」


    　ようやく、斎村に肯定されたと思った。


    　ひざまずいて小手毬の手を握った。まるで、人形みたいに体温の抜けた手だった。


    　けれど、俺はこの手の感触をたしかに知っている。体温の記憶だって持っている。


    　体温をこの手に取り戻す。


    　なぜなら、俺は煌こう霊れい遣いだから。


    　俺には煌霊がいなければならない。


    　小こ手で毬まりがいなければ、俺は俺じゃないんだ。

  


  [image: ]


  
    あとがき


    



    　お久しぶりです、森もり田たです。無事に四巻もお届けすることができました！　これもたくさんの方の応援があったからです。本当にありがとうございました！


    　このシリーズ、これまでも巻を重ねるにつれて自分の中でのハードルが上がっていってたのですが、ぶっちゃけ今回もまた記録を更新しました。いつもそうですが、当初のストーリー展開よりハードになってキャラがその分苦悩します。


    　もちろん楽に作れるものなどないと思いますが。とくに『不ふ戦せん無む敵てきの影殺師ヴアージン・ナイフ』は（いい意味で）大変です。ほかのライトノベルの仕事ではかけないようないい汗をかけています。表現として、ちょっと変かもしれませんが、作家冥みよう利りに尽きます。


    　これも普通のライトノベルならほぼ絶対にスルーされるようなところまで編集部の方が指摘してくださるおかげです。なんというか、小説にガチで向き合ってくれているのが、自分が作者であるだけにとてもよくわかります。賭かけてもいいですが、ここまで作品に心血注いでくれる編集部はないです。もはやビジネスの領域を超越して、趣味でやってるのではないかと感じるほどです。おかげでこちらも全力で小説にぶつかることができました。


    　本編を読んでいただいている人には一目瞭りよう然ぜんでしたでしょうが、朱す雀ざくの戦いはまだ続きます。戦いづらい「敵」ばかり作ってるので、そろそろ朱雀に呪われそうな気もしておりますが……。もっともっとやりますよ！　とことん朱雀にも小こ手で毬まりにも、ほかのキャラたちにも生き抜いてもらいたいと思っております。作者の森田も頑張るので、キャラたちにも頑張ってもらいたいです。


    　今巻もイラスト担当のにぃとさんにはいい仕事をしていただけました。白びやつ虎こ、とてもかわいいです！　実は二巻を白虎の話にするかという案も最初はあったのですが、「ぬるい」という理由でボツになって、それから二、三、四巻と大幅にガチさの増した展開になりました。多分、そこでぬるくなってたら良くも悪くも普通のシリーズになってたでしょう。今はこちらのガチ路線を選んで本当によかったと思います。


    　また、プッシュしてくれている書店さんや営業さんにもすごく感謝しております。趣味だけではじめたものがここまで広がってることが、ただ、ただ、うれしいです。そして、ずっとシリーズを追いかけてくれている読者の皆様も！　どうか、さらに『不戦無敵の影殺師ヴアージン・ナイフ』が広がるようにこれからも力を貸してくださるとうれしいです。


    　本当にまだ続きます！　待っててください！　ライトノベルとしてやれるところまでやります！


    



    
      二〇一五年　一月吉日　森田季き節せつ
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